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　　　序章　大型連休とルート選せん択たく







　４月下げ旬じゆんの暖かな陽気が眠ねむ気けを誘さそう午後──ホームルームを終えて浮うき足立ったクラスメイトたちが連れ立って教室から足早にいなくなる。

　そんな中で俺と巧たくみは、クラス委員の遠えん藤どうさんが教室に戻もどってくるのを待っていた。

「峻しゆんは、ゴールデンウィークの準備できてるか？」

「まぁ、ぼちぼちかな。巧の方は？」

「装備やレベリングは、きっちり終えた。遠えん征せいを十分に楽しんでやるさ」

　巧は、久しぶりの遠征参加に楽しそうに笑う。

　明日から最大十連休のゴールデンウィークが始まる。

　世間では、超ちよう大型連休などと騒さわがれている中、ＯＳＯではギルド【ヤオヨロズ】が主しゆ催さいする大規模遠征が計画されていた。

　そんな大規模遠征に参加予定の俺と巧は、教室で取り留めのない話をしながら待っていると、クラス委員の遠藤さんが戻ってくる。

「峻くん、巧くん、遅おくれてごめんなさい」

「いや、待ってないよ。遠藤さん」

「帰りに、明日からの戦略物資を買いに行こうぜ！」

　巧は、帰りにコンビニでゴールデンウィーク中のお菓か子しやジュースなどを買い込むらしく、俺と遠藤さんは、微び苦く笑しようを浮かべつつそれに付き合う。

「ねぇ、峻くん。今回の遠征って確か三方面の同時遠征だったわよね」

「うん。【ヤオヨロズ】主導で、王おう花か桜ざくらの樹きの先の樹林エリアを越こえる【海岸進出ルート】、【地下渓けい谷こく深部攻こう略りやくルート】、同じ地下渓谷の中層に空いた洞ほら穴あなを進む【ドワーフの国ルート】の三つ」

　４月のＯＳＯでは、セミ・アニバーサリー・アップデートが実じつ施しされ、新たな【センス拡張クエスト】も実装された。

　その結果、新たなセンス装備枠わくを取得し、短期間で急激に強くなったプレイヤーによる駆かけ込み参加希望者が大勢現れた。

　その結果、急きゆう遽きよ、遠征の攻略方面を増やすことになったのだ。

「遠藤さんは、その辺のエリア情報って詳くわしく聞いてない？」

「一応、連れん絡らくは届いているわ。私の参加する方面は、【海岸進出ルート】よ」

「へぇ、遠藤さんなら【ドワーフの国ルート】に行くと思ってた」

　俺と遠藤さんは、コンビニでゆっくりとお菓子やジュースを選びながら話をする。

「私は、レティーアたち【新しん緑りよくの風かぜ】やベルの【ケモモフ同好会】と一いつ緒しよに活動するからそっち優先ね。ちなみに、峻くんは、どこに行くの？」

「俺は、一応【ドワーフの国ルート】かな。やっぱり、ドワーフって聞くと【鍛か冶じ】や【細工】センスに関かかわりがありそうだから」

　俺は、微苦笑を浮かべながら、自分の遠征先を告げると、遠藤さんに納なつ得とくされる。

「もし、ドワーフの国に辿たどり着いたら案内してくれるかしら？　それと噂うわさのアダマンタイト鉱石をインゴットにできたら、私にも売ってくれる」

「もちろん。やっぱり、ゴーレムの素材に使うの？」

「ええ、最新の生産素材で作る強力なゴーレムは、ロマンよね」

　ニッコリと微笑ほほえむ遠藤さんの言葉に、確かにロマンだよなぁ、と俺も頷うなずく。

「峻、遠藤、買うもの選んだか？」

「ああ、ちょうど選び終わったところ」

　先にお菓子などを選び終えた巧がそのまま俺たちの話に加わってくる。

「それで、二人は何を話してたんだ？」

「遠征でどのルートを進むのかって話よ。私が【海岸進出ルート】、峻くんが【ドワーフの国ルート】よ。巧くんは？」

「俺は、【地下渓谷深部攻略ルート】だ」

「見事にバラバラだな」

　巧がそう言うと、俺が上う手まくバラけたと小さく笑う。

　その後、選んだお菓子やジュースの会計を済ませてコンビニを出て、他愛のない話をしながら帰宅する。

「それじゃあ、ゴールデンウィークを楽しみましょう」

「うん。遠藤さんもいいゴールデンウィークを」

「まぁ、縁えんがあったらＯＳＯで会えるだろ」

　そして、俺と巧は、途と中ちゆうで遠藤さんと別れ、俺の家の近くで巧とも別れて帰宅する。

「ただいまー」

「お兄ちゃん、お帰り～」

　俺がコンビニの袋ふくろを片手に家の扉とびらを開けるとリビングの方から美み羽うの声が聞こえ、こちらの様子を見に顔を出してくる。

「お兄ちゃん、帰りにコンビニに寄ってきたの？」

「ああ、ゴールデンウィーク中のお菓子を少しな。まぁ、軽く摘つまめる程度のやつだけど」

　俺がそう言うのに対して美羽は、買ってきたコンビニの袋を覗のぞき込む。

「あっ、ボリボリくんがある！　早さつ速そく貰もらってもいい!?」

　美羽の好きなアイスキャンディーのボリボリくんを目め敏ざとく発見され、微苦笑を浮かべながら頷く。

「いいけど、あんまり食べ過ぎるとお腹なか冷やすぞ」

「はーい」

　そう言って、ボリボリくんを一本だけ取り、リビングの方に戻っていく。

　俺は、リビングのソファーに学校のカバンを置き、コンビニで買ったお菓子やジュースを戸と棚だなや冷蔵庫に仕し舞まう。

　そして、仕舞い終えたところで振ふり返り、アイスキャンディーを舐なめている美羽にも巧と遠藤さんと話したことを訊きく。

「美羽は、【ヤオヨロズ】の遠征に参加するんだよな」

「そうだよ。静しずかお姉ねえちゃんに誘われてたし、前々から準備してたからね。この後もログインしてルカちゃんたちと最後の打ち合わせの予定」

　そう言って、アイスキャンディーを舐めながら答える美羽。

「そういうお兄ちゃんはどう？　このあとＯＳＯにログインするの？」

　逆に美羽から尋たずねられた俺も答える。

「夜に、マギさんたちと一緒に予定の話し合いついでにお茶会かな」

　俺がそう答えながら、自室に戻り、学校の制服から普ふ段だん着ぎに着き替がえる。

　俺が自室から着替えて出れば、すれ違ちがうように美羽が自室に戻り、夕飯の時間までＯＳＯにログインする。

　ゴールデンウィークの前夜であるために、共働きの両親も夜には早めに帰宅して四人で夕食を取る。

　食後、俺が先にお風ふ呂ろをもらい、夜にＯＳＯにログインするのだった。




　　　　●




　ゴールデンウィークの前夜は、第一の町を歩いているといつもよりプレイヤーの人数が多く感じる。

「やっぱり、明日が休みだとプレイヤーが多くログインするなぁ」

　俺はそう呟つぶやきながら、第一の町の東西の大通りに面したお店を目指す。

　夜の九時前後で既すでに閉店されているオープンテラス付きの喫きつ茶さ店てんに静かに入ると中では、見知ったプレイヤーたちが待っていた。

「ユンくん、待ってたよ～」

「ユンっち、いらっしゃい」

「マギさん、リーリー、こんばんは」

　カウンター席では、マギさんとリーリーが軽く手を振り、俺もそれに応えるように片手を上げて挨あい拶さつする。

「ようこそ、深夜のバー【コムネスティー】へ」

「ここは、喫茶店だろ。いつからバーまで始めた」

　俺は、胡う乱ろんげな視線をカウンター越ごしにいるクロードに向ける。

　クロードは、バーテンダーの格好をしており、マギさんに紅茶、リーリーにはジュースを出しているようだ。

「ただの格好だ。まぁ、最近は、酒系の飲料アイテムが細々とだが出回り始めたからやろうと思えばできるぞ。それで、注文は？」

「全く、まぁいいや。俺は、ミルクティーを頼たのむ。夜だからほっとしたい」

「了りよう解かいした」

　未成年の俺は、普通に普段と同じ【コムネスティー喫茶洋服店】のメニューから選ぶ。

　今は、お風呂上がりでのログインであるために、気分を落ち着けるためにミルクティーを選ぶ。

「さて、いよいよ、明日、ギルド【ヤオヨロズ】が主催する三方面の同時遠征が始まるわけだが、皆みんなは、何ど処こに行く？」

　ギルド【ヤオヨロズ】の大規模遠征は、ゴールデンウィークの休み中、好きな日に、好きな場所で、好きなパーティーを組む自由参加型だ。

　大型連休を機会に、攻略情報の少ないこれらのエリアに集中的に挑いどみ、エリアの情報を集めると共にプレイヤーの行動範はん囲いを増やすプレイヤー主体のイベントだ。

　ゴールデンウィークの前半をリアル事情で仕事や旅行などを行い、後半から参加するなど、割と自由な側面がある。

　連休中ずっとＯＳＯにログインできたとしても、前半に【海岸進出ルート】に行き、後半に【ドワーフの国ルート】というように途中で変へん更こうすることも自由だ。

　その遠征先がタクとエミリさんと話した【海岸進出ルート】、【地下渓谷深部攻略ルート】【ドワーフの国ルート】と三つに分かれている。

「私は、【海岸進出ルート】に行くわ」

「僕もマギっちと同じだよ」

　マギさんとリーリーの言葉に俺は、少し意外に思う。

　リーリーは、木工師なので、【海岸進出ルート】の途中にある盆ぼん地ちの樹林エリアから採れる木工素材目当てだったり、最近作っているガレオン船の関係で海を目指すことは想像できた。

　だが、マギさんは鍛か冶じ師しだから、てっきり俺と一緒に【ドワーフの国ルート】を進むのかと思っていた。

「あー、ちょっとベルたちに誘さそわれてね。組むことになったのよ」

「僕は、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクっちたちと海を目指すんだ」

　二人の理由を聞いて、知り合いとの付き合いもあるよな、と思う。

「俺は、【ドワーフの国ルート】を進みますけど、なにかありましたらお土産みやげで渡わたしますね。あの辺りは、【アダマンタイト鉱石】が採さい掘くつできますから」

「ありがとう、ユンくん。この間、やっと【アダマンタイト鉱石】をインゴットに精せい錬れんできたけど、中々難しくてね。何かインゴット化の成功率を上げる情報とかアイテムがあったら教えてね」

　俺とマギさんは、互たがいに笑い合い、話す。

　俺もマギさんやエミリさんたちに渡せるような成果を見つけられればいいな、と明日の遠えん征せいを楽しみにする。

「ねぇねぇ、それでクロっちは、どこに行くの？」

　そして、一人行き先を告げていないクロードは──

「ふむ……」

「どうした？　クロードは、やっぱりリーリーと一緒に【海岸進出ルート】か？」

　いつもリーリーと組むことが多いために、そうなるのかな、などと思っているが、クロードの答えは予想に反していた。

「いや、俺は、【ドワーフの国ルート】に行く」

　その言葉は、俺にとって予想外だった。

　裁さい縫ほう師しのクロードにとっての旨うま味みを考えると、【海岸進出ルート】か【ドワーフの国ルート】だと思うが、正直、見知ったマギさんやリーリーと一緒に行くと思っていた。

「俺は、悲しいのだ！」

「な、何を!?」

　困こん惑わくする俺に対して、拳こぶしを固めて力強く語りかけてくるクロード。

「ユンは、マギやリーリーとばかりパーティーを組んで冒ぼう険けんに行く！　だが、俺とは冒険に行かない！　同じ生産職仲間としては、不公平ではないか！」

　そう言われれば、クロードとパーティーを組んだ回数はあまり多くない。

　最近では、【ヤオヨロズ】のＧＶＧギルド・バーサス・ギルドで組んだが、どちらかというとパーティーと言うよりも司し令れい塔とうと一戦せん闘とう員という関係だったように思う。

「マギさん……」

　俺は、マギさんとリーリーに助けを求めるように視線を向けるが、二人は苦笑いを浮うかべている。

　これは、最初からクロードの言動を予想していたのだろう。

「けど、俺と一いつ緒しよに組んでもそんなに楽しいことはないと思うぞ」

「いや、そんなことはない。ユンの周りには、愉ゆ快かいなことが尽つきない」

　そこまで真顔で否定することか！　と内心ツッコミを入れる。

「はぁ、わかったよ。じゃあ、パーティー組むか」

「うむ。感謝する」

　なんで、パーティーを組みたいと力強く語ったのに、偉えらそうなんだか。

「まぁ、俺も遠征に参加するけど、基本は後方からのろのろついて行ってサポートするのが目的だけど、いいか？」

「元より俺も大して活かつ躍やくできるとは思っていない」

　俺とクロードの戦闘スタイルは、弓使いと魔ま法ほう使つかいの後衛オンリーでバランスが悪い。

　だが、生産によるサポート中心で活動したり、遠征に参加するプレイヤーと即そつ興きようでパーティーを組んで楽しむ分には問題ないはずだ。

「これで明日からの遠征の予定は決まったな」

「そうだ。【ドワーフの国】かぁ。なにがあるか楽しみだな」

　俺は、そう言って、甘めのミルクティーを少しずつ飲み、ふと重要な注意事じ項こうを思い出す。

「そう言えば、クロードは、地下渓けい谷こく中層のポータルは登録しているのか？」

「いや、まだだ」

「それなら明日は、荒こう野やエリアを経由して地下渓谷を通るからその時は、寒冷対策はしっかりした方がいいぞ。地下渓谷は冷えるから」

　俺は、そう口にして、防具は、冬服仕様のオーカー・クリエイターに変えておいた方がいいことを思い出す。

「ふむ。なら、今のうちに、ポータルの登録に向けて動くか」

「夜は、暗いし、敵ＭＯＢも厄やつ介かいになる。それにパーティーを組んでくれる人がいるのか？」

「明日から【ヤオヨロズ】の大規模遠征だから、既に遠征先のエリアに行っているプレイヤーはいるぞ」

　明日から大型連休と言うが、厳密には、今日の仕事が終わって帰宅してから休みである。

　そのために、既に遠征を満まん喫きつするためにフライング気味に各エリアに出かけているプレイヤーがいるそうだ。

「まぁ、ユンの忠告を受けて明日、【ヤオヨロズ】の面々に護衛されながら移動するとしよう」

　そう言って、真顔で一人納なつ得とくするクロード。

「そうだな。そうした方がいいな」

「あとは、【寒冷ダメージ】対策が必要だな。冬服装備はあるが、持たずに突とつ入にゆうするプレイヤーも現れるだろうから、コムネスティーのホットドリンクも多数用意しておこう」

「頼む。こっちも耐たい寒かん効果のある食材を用意しておくから、先に地下渓谷のポータルに転移して、料理でも作っておくよ」

　こうした遠征先では、俺が簡易生産キットなどを持ち込み、その場で料理やポーションなどを作るのだが、意外と不足するものは現地で用意できたりする。

　そんな俺とクロードのやり取りをマギさんとリーリーが微笑ほほえましそうに見つめてくる。

「ふふふっ……」

「……？　マギさん、どうかしました？」

「いや、ユンくんとクロードがほんと楽しそうにしているなぁ、と思って」

「ユンっちとクロっちは、他ほかのプレイヤーたちに気き遣づかいできるから、みんな楽しく遠征に挑めるだろうな、と思ってね」

　そう言って、マギさんとリーリーの生暖かい視線に、俺は気き恥はずかしさを覚えるが、少し捻ひねくれているクロードは、誤解を招きそうなことを言う。

「くくくっ、俺も打算で動いているさ。遠征参加者が準備不足に陥おちいったなら、【コムネスティー喫茶洋服店】の耐寒アイテムを告知のために配り、よりこの店を発展させる足がかりにするのだ！」

「クロっち、素す直なおになろうよ」

　リーリーが苦笑いを浮かべてクロードを窘たしなめる。

　こんな言動を繰くり返すクロードだが、かなり周りに気遣うのは知っているので、俺も生暖かく見つめる。

「そうだ！　ユンも俺の新作装備を着るのだ！　そうすれば、大勢の目がある中で宣伝効果が生まれる！」

「絶対に、嫌いやだ！　……はぁ、全く」

　俺やリーリーにコスプレ装備を着せたがる悪あく癖へきさえなければ、と思い溜ため息いきを吐つく。

　夜なのに騒さわがしいこのお茶会だったが、明日からの遠征の話し合いも終わり、ＯＳＯからログアウトする。

「よし、明日に備えて早めに寝ねるかな」

　俺はそう呟つぶやき、ベッドの脇わきにＶＲギアを置き、そのまま横になり眠ねむりに就つくのだった。







　　　一章　地下回かい廊ろうとアスレチック







　ゴールデンウィーク初日を迎むかえた俺は、昼過ぎにＯＳＯにログインする。

　ギルド【ヤオヨロズ】のギルドホームを訪おとずれ、マギさんやリーリー、クロードたち生産職仲間たちと固まり、大規模遠征の開幕の挨あい拶さつを待つ。

　開幕の時間が近づくにつれ、【ヤオヨロズ】のギルドホームには、数多くのプレイヤーたちが詰つめかける。

　開幕の時間になり、【ヤオヨロズ】のギルドマスターのミカヅチとサブマスのセイ姉ねぇが壇だん上じように立っている。

「かねてより計画していた大型連休を利用した三方面の同時遠征を行う！　みんな、今日のために準備してきたか！」

「「「ウオォォォォォッ！」」」

　ミカヅチの掛かけ声と共に、集まるプレイヤーたちが拳を振ふり上げ、声を上げる。

「今日が遠征初日だが、改めて伝えておく。各プレイヤーがずっと同じ遠征先に行く必要はない。参加してみてレベルが足りないなら、短期集中のレベリングや遠征場所の変へん更こう、ギルドホームに残ってＧＶＧギルド・バーサス・ギルドに興じるのも個人の自由だ！　楽しもう！」

　ミカヅチの説明に、各プレイヤーが少しだけ途と中ちゆう変更可能なことを思い出し、そしてセイ姉ぇに説明が引き継つがれる。

「それでは、以前の火山地帯への遠征の時のように先行できるプレイヤーは、混雑しないようにポータルで移動をお願いします。まだポータルの登録が済んでいないプレイヤーは、この後、行き先毎ごとに【ヤオヨロズ】の案内人が振り分けます。道中、ＭＯＢの襲しゆう撃げきがありますので、十分に対策を聞いてください」

　セイ姉ぇの説明を聞いて、少しずつ遠征のスタート地点に移動を始めるプレイヤーたち。

「それじゃあ、私とリーリーは、王おう花か桜ざくらの近くのポータルに行くね」

「クロっちとユンっちも頑がん張ばってねぇ～」

　マギさんとリーリーは、軽く手を振りながら、外に出て行くプレイヤーの流れに乗って別れる。

　先さき程ほどのミカヅチとセイ姉ぇの開幕の挨拶は、ライブチャットで複数のプレイヤーやギルドにも届けられている。

　そうした外部参加者も既すでに動き始めているようで、マギさんとリーリーと組むベルたちやギルド【ＯＳＯ漁業組合】の面々とは、現地で合流するらしい。

「それじゃあ、俺も先に地下渓谷のポータルに行ってるな」

「ああ、俺は、案内人と共に地下渓谷を降りていく。また何かあれば、連れん絡らくする」

　そして、俺もクロードを見送ってから、転移オブジェクトのポータルを使って、地下渓谷に移動する。

　俺が転移したのは、地下渓谷の中層に空いた広い洞どう窟くつである。

「ううっ、寒っ……先に冬服装備に着き替がえておいて良かった」

　白を基調とした冬服仕様のオーカー・クリエイターに着替えていた俺は、地下渓谷の寒さによる【寒冷ダメージ】を受けずに済んでいる。

　また、このポータル周辺のセーフティーエリアを見み渡わたせば、俺と同じように先行してやってきたプレイヤーたちが集まり、その中に知り合いもいた。

「よぉ、ユンは、やっぱり【ドワーフの国】か。それで今回もソロなのか？」

　俺に声を掛けてきたのは、ギルド【ヤオヨロズ】の生産職である彫ちよう金きん師しのラングレイだ。

　その隣となりには、同じ【ヤオヨロズ】の生産職の刀かたな鍛か冶じのオトナシも一いつ緒しよに居た。

「今回は、クロードとパーティーを組むんだ。ただ、俺だけ先にここに来たんだ」

「それなら後から来る人がここに辿たどり着くまでに、アダマンタイト鉱石を採らない？」

　オトナシが小首を傾かしげて眠たげな目でこちらを見つめてくる。

　俺は、その魅み力りよく的な提案に少し心揺ゆれるが、後から来るプレイヤーのために耐寒効果を付ふ与よできる料理を今のうちに作っておきたい。

「あー、悪い。今から料理の準備したいんだ。ここまで来るのに時間が掛かるし地下渓谷は寒いから、満腹度回復も兼かねた耐寒効果付きの料理を作っておきたいんだ」

　そう言って説明するとラングレイとオトナシは、呆あきれたように微び苦く笑しようを浮うかべる。

「そういうサポートは、本来うちらのギルドの料理人プレイヤーがやるはずなのに、物好きだな。まだ居ないみたいだけど、何か作るんなら、そいつらと協力してくれるとありがたい」

「ねぇねぇ。それで何を作るの？」

「あー、まだ決めてないけど、手持ちの食材で良さそうなのを作るかな」

　俺は、インベントリに入れっぱなしの食材アイテムの一覧を見ながら考える。

　そして、そんな俺に対して、オトナシが無言で食材アイテムを取り出してくる。

「じゃあ、僕も料理楽しみにしているから」

「ああ、なら俺も食材の提供するわ。これとか使ってくれ」

　ラングレイとオトナシは、俺に食材アイテムを渡してくる。

「ありがとう！　うーん。この食材だと何を作るかなぁ？」

　大量の野菜系アイテムに食肉アイテム、あとはオレンジジュースに数種類のスパイスだ。

「俺の手持ちには、大量の豚ぶた肉にくがあるし……豚とん汁じる、カツサンド、あとはサツマイモもあるし、サツマイモのオレンジ煮にも美お味いしいよな」

「オレンジ煮……なにそれ、美味しそう」

　眠たげな目を少し見開くオトナシにどういうものか説明する。

「輪切りにしたサツマイモやレーズンをオレンジジュースで煮て酸味を飛ばして、甘みととろみが付いたデザートだ。サツマイモの和風さと柑かん橘きつ系の甘みが結構美味しいんだ」

　和装を身に着けているオトナシとしては、かなり興味があるようだ。

「楽しみにしている。ラングレイ、行こう」

「お、おう……それじゃあ、ユン。またあとでな！」

　そう言って、アダマンタイト鉱石の採さい掘くつに行くラングレイとオトナシを見送る。

　その後、野外料理のためにエプロンやテーブル、コンロ、調理器具を取り出し、準備をする。

「さて、リゥイ、ザクロは手伝ってくれ──《召しよう喚かん》！」

　俺は、一角獣ユニコーンのリゥイと空くう天てん狐このザクロを呼び出し、料理の手伝いを頼たのむ。

「リゥイは、大おお鍋なべに水を入れてくれ。ザクロは……ごめん、手伝えることないわ」

『きゅっ!?』

　手伝ってくれ、と呼んだのに手伝えることはないと言われて、驚おどろきで三さん尾びがピンと立ち、そして、へにゃりと力なく垂れる。

　そんな俺の言葉に、リゥイが抗こう議ぎするように一本角で小こ突づいてくる。

「あー、リゥイ、やめろって、冗じよう談だんだから！　リゥイとザクロには、あとでできた料理の味見を頼むから！」

　俺がそう頼むと、力なく垂れていた尻尾も立ち上がり、機き嫌げん良く振り始める。

　そんなザクロの様子に微苦笑を浮かべながら、大鍋を取り出し、その中にリゥイの生み出した水を注いでもらう。

　そして、まずは豚汁作りのための具材を切っていると、遅おくれて【ヤオヨロズ】の料理人プレイヤーたちも集まり、協力して調理を進める。

【ヤオヨロズ】の料理人たちは、事前に決めていた料理を作り始める中、何人かは俺の料理の手伝いに回ってくれる。

「豚汁の具材は、豚肉、ニンジン、ジャガイモ、大根ですか？」

「それとサツマイモとネギ、あとは生しよう姜がの代わりにハクガの根っこを使おうか」

　俺は、豚肉としてビッグボアの肉と耐たい寒かん効果を付与できる食材であるハクガの根を取り出す。

「それじゃあ、食材を切っちゃいましょうか」

「あ、あとでサツマイモは、個人的に別の料理に使うから何本か先に分けておくね」

「了りよう解かいです！」

　そうして、数人と共に食材を切り、足りない食材もポータル経由で【ヤオヨロズ】のギルドホームから持ち込まれるので、楽しく料理ができる。

　沸ふつ騰とうしたお湯に出だ汁しや野菜、豚肉を入れて煮込んで、灰あ汁くを取り、程ほどよく煮えたら味み噌そを溶といて味見をしつつ、濃こさを整える。

「うん。この味でいいかな？」

「いいと思いますよ。体が温まる味ですねぇ」

「リゥイとザクロも味見するか？」

　俺が、底の浅い器うつわに豚汁を注ぎ、リゥイとザクロに味見を頼むと、どちらも機嫌良く尻尾を振って美味しいことを伝えてくる。

　その反応に、俺や調理を手伝ってくれた女の子の料理人プレイヤーもほっと安心する。

「それじゃあ、どんどん他ほかのも作っちゃおうか！　次は、カツサンドかな」

「それは、役割分担しましょうか」

　豚肉は、まだまだ沢たく山さんある。

　次は厚切りにしたビッグボアのロース肉をマギさんの包丁で筋切りして塩こしょうで味付けし、小麦粉、コカトリスの卵液、パン粉を塗まぶして、二に乃の椿つばきの種から絞しぼった綺き麗れいな黄こ金がね色の油の中に潜くぐらせて揚あげる。

　カツを揚げるのを役割分担して流れ作業で行う。

　そして、トンカツがキツネ色に揚がり、油切りの上に載のせて、一枚だけ味見をする。

「よし、いい感じに火が通ってる」

　揚げ立てを一切れ食べれば、十分に美味しい。

　リゥイとザクロも味見した際、熱かったのかハフハフと口を動かしながらも、豚汁の時以上に激しく尻尾を振って美味しさをアピールしてくる。

「あー、もうこのトンカツと豚汁でトンカツ定食にしたいくらいですよ」

「豚汁は、この寒い地下渓けい谷こくを快適に過ごしてもらうための寒冷対策、トンカツは、サンドイッチにして手軽に食べられる満腹度回復の手段にしたいから、ダメかなぁ」

　トンカツ定食という提案に微苦笑しつつ、俺は包丁で持ち込まれた食パンを切る。

　パンの耳を落とし、パンの片面にバターを塗ぬり、千切りキャベツ、トンカツを載せ、カラッと揚がった衣ころもにソースを染しみこませ、パンで挟はさむ。

　軽く、トレーを載せてピッタリと合わせたら、斜ななめに包丁を入れて三角にする。

「うわぁ……もう齧かじりつきたいくらいですよ」

「ダーメ。俺たちよりまずは遠えん征せいでここまで辿り着いた人たちが優先」

「そんなぁ～」

　何人かは、調理した味見では満足できなかったのか、そんなことを言ってくるが、俺は笑え顔がおで諭さとす。

「ここに来るまで大変な思いをした遠征参加者を俺たちで出で迎むかえよう」

「ああ、天使様、というか聖母様……」

「と、いうか、保母さん様ね」

　だから、なんでそういう風になるかなぁ、とこめかみに指を押し当てつつ、カツサンドを流れ作業で作る。

　他にも、新たな大鍋でお茶を煮出したり、輪切りのサツマイモとサムヤマブドウを干して作ったレーズンをオトナシから貰もらったオレンジジュースで焦こげないように弱火でコトコト煮に詰つめていく。

「ん～、こんなもんかな。ちゃんとサツマイモにもフォークが刺ささる」

　火の通りを確かめるためにフォークで突つき刺せば、すっとサツマイモの中まで刺さる。

「よし、リゥイとザクロ。味見を頼む」

『きゅっ！』

　本日、三度目の味見に期待が隠かくせない様子のリゥイとザクロにサツマイモのオレンジ煮を食べさせれば、満足そうな様子である。

　煮詰めて酸味が飛び、甘さとまろやかさが残ったオレンジソースを、ホクホクに煮えたサツマイモを食べ終わった後も必死に舐なめ取ろうとしている。

「オレンジ煮かぁ。ちょっと試ためしに鶏とり肉にくで作ってみるか？」

「それもいいけど、確かマーマレードで焼くやつあったよな。ちょっとコカトリスの肉を取りに行ってくる」

　一段落ついて、次のレシピに悩なやんでいた料理人プレイヤーが慌あわただしく駆かけ出す。

「さて、そろそろオトナシとラングレイが採掘終えるかな？　それともクロードたちの方が先に到とう着ちやくするかな？　そう言えば、ミュウたちもポータルは未開通だったか」

　俺は、エプロンを脱ぬいで、休きゆう憩けいにリゥイとザクロをブラッシングして待つ。

　地下渓谷は、採掘ポイントからアダマンタイト鉱石が出現する、というだけで、足場の悪さと敵ＭＯＢの強さなどによって、あまり旨うま味みのある場所ではない。

　そして、地下渓谷上部から案内されて降りてきたプレイヤーたちが少しずつやってくる。

「リゥイとザクロは、待っててくれ。俺は、手伝いに戻もどるから」

　自身の使し役えきＭＯＢにそう言い残し、肌はだ寒ざむい地下渓谷を抜ぬけてきたプレイヤーたちを、豚汁やカツサンド、その他用意した温かな食事で出迎える。

「うぉぉぉっ、女の子たちの手料理だぁぁっ！　身も心も温かい！」

「あー、ここ結構キツかった。一度、町に戻ろう」

「この豚汁、耐寒効果が付与されるから体が温まる。ついでに誰だれか俺と付き合って、心も温めて」

「よし！　英気は十分！　更さらに地下に進んでいくぞぉ！」

　ここで一休憩したり、力不足を感じたのかポータルで町に戻ったり、すぐさま更に奥を目指すプレイヤーたちを見送る。

　そんな中──

「ヤッホー！　ユンお姉ねえちゃん！　私たちの分のご飯もちょうだい！」

「よぉ、ここまで来るのに長かったが、なんとか辿たどり着いたぞ」

「ミュウ、タク。それに、みんなも」

　ミュウとそのパーティーメンバーであるルカートたち。

　タクとそのパーティーメンバーであるガンツたち。

　一度に11人が俺のところに集まって来る。

　みんな、地下渓谷の【寒冷ダメージ】対策として冬服装備に切り替かえているが、それでもまだ肌寒かったようで、温かな料理を求めてくる。

「はい。豚汁、温まるぞ」

「サンキュー。はぁ、温まるわ」

　そう言って、湯気の立つ豚汁を啜すすり、具を搔かき込むように食べるタクたち。

「ミュウとタクたちも地下渓谷深部を目指すようだけど、行けそう？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　ただ、来る時、地下渓谷の足場が悪いからやっぱり集まって移動するのは大変だと思うなぁ」

　ミュウは、早さつ速そく豚汁のお替わりを求めてくるが、一人一いつ杯ぱいであることを告げる。

　その代わりに、カツサンドと大鍋で煮出した温かいお茶を渡す。

「そう言えば、来る途と中ちゆうで何人か、足を踏ふみ外して、滑かつ落らくしていたな。他にもショートカットしようとしてつづら折りになってた崖がけから飛び降りて、死に戻りしてた」

　また、無茶なことを……とその光景を想像して、げんなり顔になる。

「あとは、やっぱり足場が狭せまいから敵ＭＯＢとの戦せん闘とうが回かい避ひしづらい、ってのと、タクさんたちの方が少人数だから今回は動きやすそう」

　ミュウからの意見に頷うなずき、満腹度を回復したミュウがリゥイとザクロに抱だき付き、その体に頰ほお擦ずりを始める。

「そっかぁ。そう言えば、セイ姉ねぇとミカヅチ、クロードは見なかったか？」

　この【ヤオヨロズ】主しゆ催さいの三方面の同時遠征の代表であるセイ姉ぇとミカヅチ、俺と待ち合わせているクロードについて尋たずねる。

「セイさんたちは、最さい後こう尾びでこの移動に遅れているプレイヤーを回収しながら、来ているはずだ。それとクロードさんもそのサポートに回ってるよ」

「へぇ、そうなんだな」

【寒冷ダメージ】の対策なしで地下渓谷に突とつ入にゆうしたプレイヤーは、クロードの持ち込んだホットドリンクを飲みつつ、進んでいるようだ。

　そんなタクたちの話を聞き、少しの休憩を経へてミュウとタクたちが地下渓谷の深部に向けて出発する。

　俺は、地下渓谷の横穴に空いたセーフティーエリアで最後尾から進んでくるセイ姉ぇやミカヅチ、クロード、それに【アダマンタイト鉱石】を採さい掘くつしに出かけたラングレイとオトナシが無事にこの場所に来るのを待っていた。




　　　　●




　ミュウとタクたちが出発して少し経たつ頃ころ、入れ違ちがうように最後尾にいるセイ姉ぇとミカヅチがやってきた。

　その他にも、クロードや若じやつ干かん煤すすけた感じになっているラングレイとオトナシも一いつ緒しよに到着したので、ほっと安あん堵どする。

「セイ姉ぇにミカヅチ、クロードはお疲つかれ様。ラングレイとオトナシは、おかえり」

　俺がそう言って出迎えると、疲れたような笑みを浮うかべて、早速温かな豚とん汁じるを受け取りにくる。

「ユンちゃん、ありがとう。流石さすがに、あの大所帯での移動は大変だったわ」

「だな。もう少し人数が多かったら、移動もままならなかった」

　セイ姉ぇとミカヅチの話を聞くと、遅おくれ始めたプレイヤーが当初の予想よりも多く、集団で移動するのが困難になったようだ。

　そのために、少数のプレイヤーに案内役を護衛としてつけて送り出し、その間、セイ姉ぇたちは、途中で足を止め遅れたプレイヤーたちを護衛していた。

「ふぅ、最後尾で待っている間、魔ま法ほうを使い続けたから魔法系センスのレベルが上がった」

「クロードは、レベルアップおめでとう」

　そうして、最後尾に残ってセイ姉ぇとミカヅチに護衛されたクロードは、その待ち時間に襲おそい来る敵ＭＯＢと戦闘を続けていたようだ。

　クロードからは満足ではあるが、慣れないことに疲れた様子が、ありありと浮かんで見える。

　そうしてプレイヤーたちを少しずつ送り出し、最後に人数が少なくなったところで、採掘していたラングレイとオトナシと一緒に戻ってきたようだ。

「ふぅ、こっちは採掘中に戦闘に巻き込まれるわ、上からプレイヤーが突き落としたＭＯＢと突とつ発ぱつ的な戦闘になるわで大変だったわ」

「出る前にお願いしたサツマイモのオレンジ煮ちょうだい。代わりに、はい。お土産みやげのアダマンタイト鉱石」

　そう言って、ラングレイからは愚ぐ痴ちを聞き、オトナシの方からは作ったばかりのサツマイモのオレンジ煮を要求される。

「お疲れ様。はい、これ」

　俺は、少量だけ作ったサツマイモのオレンジ煮を二人に渡わたすと、それを見ていたセイ姉ぇも羨うらやましそうな視線を向けてくる。

「はい。セイ姉ぇもサツマイモのオレンジ煮」

「わぁ、ユンちゃん、ありがとう」

　疲れた心と体に酸味と甘みがちょうどいいんだろうか、セイ姉ぇたちは美お味いしそうに食べる。

「嬢じようちゃん！　私には酒をくれ！　疲れた！　今日は飲むぞ！」

「俺もだ！　ユン！　適当に酒をくれ！」

　足場の狭さと慣れないことをしてストレスが溜たまったのか、ミカヅチとクロードからは酒の要求が出る。

「そんなことより【ドワーフの国】や地下渓けい谷こくの深部への攻こう略りやくはいいのかよ」

「えー、今は飲んで楽しい気分になりたいんだよ！　ついでにツマミも適当に頼たのむ」

「そうだ！　この地下渓谷の陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きを消すためにパッと飲みたいのだ！」

　ミカヅチとクロードに酒が関かかわると途と端たんに面めん倒どうくさくなる。

「これ以上は面倒を見切れないし、俺は先に行くぞ」

「チッ、ノリで押し切れると思ったのにな。仕方がない、私らも行くか」

「流石にパーティーのユンを一人先行させるのは、問題だな。まぁ、行くか」

　そう言って、重い腰こしを上げて立ち上がるミカヅチとクロードだが、何な故ぜか俺が駄だ々だを捏こねているような扱あつかいなのは、納なつ得とくいかない。

「俺とオトナシは、ここで適当に休んでるから頑がん張ばってこい」

「はぁ、このサツマイモ美味しい。緑茶にも合う」

　ラングレイが俺たちを見送り、オトナシは自前の緑茶でサツマイモのオレンジ煮にを食べて和なごんでいる。

　そんな【ヤオヨロズ】の生産職の二人に見送られた俺たちは、ミカヅチの案内で奥へと進んでいく。

「この先には【ドワーフの国】が繫つながっているらしいけど、何があるんだ？」

「まぁ行けば分かるさ」

　地下渓谷の途中に空いた洞ほら穴あなの奥は、暗く、斜ななめ下へと洞どう窟くつが続いていた。

　俺は、この先に進んだことがないために何があるか分からないが、ミカヅチやセイ姉ぇは、何度か来たことがあるのか、迷いなく洞窟を降りていく。

「セイ姉ぇ、ここに何があるの？」

「うーん。到とう着ちやくしてからのお楽しみかしら？」

　俺は暗い洞窟の奥を見つめると、遠くの方で光が見えた。

　最初は、先行したプレイヤーが灯ともした光かと思ったが、焚たき火のような柔やわらかな明かりや光魔法の《ライト》のような光魔法とも少し違うような感じがした。

　その明かりを目指して降りていくと、次し第だいに明かりが大きくなり、距きよ離り感かんも摑つかめてきた。

　そして、明かりの許もとである洞窟の終わりに辿り着き見た場所には、明るい色合いの石材が使われた円形の広間と三つの巨きよ大だいな鉄てつ扉ぴがあった。

　円形の広間の中央付近には、先行していたはずのプレイヤーたちが集まっている。

　時折、部屋の中央に新たなプレイヤーが転移で現れてくる。

「あれ？　ここってどういう場所なんだ？　ここが【ドワーフの国】の入り口とか？」

「まだまだ先だぞ」

　つまり、【ドワーフの国】に辿り着けないプレイヤーがこの広間に転移で戻もどされるのだろうか。

　だが、転移で戻されたプレイヤーたちの表情には、落らく胆たんのような暗い色はない。

「さて、実際に見せた方が理解が早いだろう」

　そう言って、俺たちを連れて、ミカヅチが左の扉とびらに向かって歩いて行き、微かすかに開いた巨大な扉の隙すき間まから中に入り、俺もその後に続く。

　そして、その扉の中で見たものは──

「ようこそ、ここがアスレチックだ」

　扉の内側には、ぽっかりと床ゆか面めんが消え、深い奈な落らくの穴が空いており、対岸に入ってきた扉と同じように巨大な鉄扉が存在した。

　縁ふちから覗のぞき込めば、地下渓谷のような深い闇やみが存在し、対岸との間には、ふわふわと浮ふ遊ゆうした大小様々な岩がん盤ばんが存在している。

　先行しているプレイヤーたちの中には、浮遊する岩盤に軽かろやかに飛び乗り、次々と渡り歩くプレイヤーもいる。

　中には、この深い奈落に落ちていくプレイヤーもおり、その理由としては──

　飛び乗る勢いで表ひよう裏りが逆転する岩盤から投げ出される。

　飛び移ろうと踏み込む力が強くて沈しずむ岩盤から滑すべって落ちる。

　一定時間で落ちていく足場と共に奈落の底に消える。

　飛び移ろうとして目測を誤り、そのまま奈落に落ちていく。

　など、バランス感覚が試ためされるコースとなっている。

「どうだ、嬢ちゃんはやってみるか？」

「無理無理無理！　こんな即そく死しコースなんて怖こわくてできないって！」

　地下渓谷を初めて見た時と同じように及および腰ごしになる俺。そして、一緒についてきたリゥイとザクロも同じように後あと退じさる。
















「まぁ、ルートは、これ一つじゃないんだ。次のコースを見てみるか？」

　そう言って、ミカヅチが、左の鉄扉から円形の広間に戻ると、先さき程ほど、奈落の底へと落ちていったプレイヤーがこの部屋で復活していた。

「えっと、どういうことだ？」

「まぁ、アスレチックが原因で死に戻りしたら、この広間に戻されて、短縮デスペナルティーを受けるだけだ」

　広間の三つの扉には、それぞれ違ったテーマを持ったアスレチックが用意されている。

　プレイヤーは、自身のステータスやセンスの使い方、プレイヤースキルなどを使って攻略して、奥の部屋にある別のアスレチックを選せん択たくして進み、ドワーフの国を目指すらしい。

「短縮デスペナルティーは、大体５分ってところだな。だけど、その状態で失敗すると時間が累るい積せきされるから大たい抵ていは、大人しく攻略法を考えながら解除されるのを待ってるな」

　ミカヅチの説明を聞き、俺は、自身のセンスステータスを確かく認にんする。
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【長弓Ｌｖ42】【魔ま弓きゆうＬｖ26】【空の目Ｌｖ27】【看破Ｌｖ38】【俊しゆん足そくＬｖ31】【魔道Ｌｖ33】

【大地属性才能Ｌｖ15】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ11】【調薬師Ｌｖ30】【料理人Ｌｖ21】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ26】【隠おん密みつＬｖ３】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【調教Ｌｖ42】【念動Ｌｖ９】【錬れん成せいＬｖ2】【彫ちよう金きんＬｖ43】

【生産職の心得Ｌｖ27】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】

【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ4】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】








　アスレチックのテーマは分からないが、この所持しているセンスを上う手まく組み合わせて、アスレチックに適応していく必要がありそうだ。

「別に、個人でクリアしてもいいし、協力してクリアしてもいいんだ。さっきの浮遊する足場だって、あの足場に縛しばられる必要はないしな」

「そうね。私なんかは、あんまり運動が得意じゃないから、壁かべに氷の足場を生み出して、そこを伝って移動しているわ」

　ミカヅチの言葉を受け、セイ姉ねぇが気き恥はずかしそうに頰ほおに手を当てて自身の攻略法を教えてくれる。

　床面は大穴が空いているが、天てん井じようと左右に壁はあるために、そうした攻略法もあるのか、と感心する。

「ふむ。クリアするためだけだったら、プレイヤー個人で安定した方法が確立されるだろうし、正道の攻略法に挑いどむ場合には、プレイヤースキルを鍛きたえる意味合いがありそうだな」

　アスレチックの話を聞いていたクロードが思案げに呟つぶやけば、ミカヅチがニヤリと笑う。

「その通りだな。レベリングやプレイヤースキルを鍛える修練場としての役割もある。それぞれにテーマがあって、一部のセンスに関しては、ギルドでレベリングするより効率がいい」

　そう説明するミカヅチは、次に右の扉のアスレチックを説明するために進む。

　右の扉の中は、直線通路になっており、身を隠かくすのに適したオブジェクトや様々な台座とその上に乗った様々な監かん視しオブジェクトが回っていた。

　先行するプレイヤーを観察すると、監視オブジェクトには警けい戒かい範はん囲いが設定されており、そのオブジェクトの範囲内に入ると、オブジェクトから攻こう撃げきが放たれプレイヤーを妨ぼう害がいする。

　当たればそれなりのダメージがありそうだが、攻撃は、防ぼう御ぎよや回かい避ひ、受け流しなどで防いだり、軽減することができるようだ。

　また監視オブジェクトの形状と攻撃にはモチーフが存在し、カップ、ワンド、ソード、コインの四種類がある。

　カップは、攻撃範囲が広いけど、攻撃発動までの時間が長い。

　ワンドは、球状の光球を三発連続で放ってくる。

　ソードは、直線的な魔ま法ほうを放つが単発で終わる。

　コインは、攻撃の発射速度が最速だが、ダメージは他ほかより低い。

　監視オブジェクトの視界を搔かい潜くぐり進むか、それとも襲おそい来る攻撃を次々と躱かわしていくかなどは、プレイヤーごとの個性が出そうだ。

　そんなアスレチックを見つめるクロードは、真しん剣けんな表情で顎あごに手を当てているので、顔を覗き込む。

「……クロード？　どうした？　やっぱり、魔法使いだとこうした場所は苦手とか？」

「いや、少し考え事をしていただけだ」

「ホントか？　もし、このアスレチックが抜ぬけられないんだったら、リゥイに手伝って貰もらえれば、安全に抜けられるぞ」

　このタイプのアスレチックなら、リゥイの【透とう明めい化か】を使えば、気付かれずにオブジェクト群を通り抜けられると思った。

　使し役えきＭＯＢの使用するスキルのＭＰは俺が肩かた代がわりする。

　クロードと一いつ緒しよに【透明化】する場合、俺の消費ＭＰが加速度的に増えるが、一人くらいなら安全に通路を移動できると思う。

「それは、機会があればな。最後の扉も案内を頼たのむ」

　クロードは、ミカヅチに最後のアスレチックの案内を頼むと、俺たちを引き連れて、広間の真ん中にあった扉の中に入る。

「うわっ、通路が真っ白……これって霧きり？」

　三番目に紹しよう介かいされたアスレチックは、通路の向こう側が見えないほど濃こい霧が発生している場所だった。

「ここが、濃のう霧むが立ち込め、精神系の状態異常バツドステータスを仕し掛かけてくる２番のアスレチックだ」

　霧が濃く、視界が悪い、なによりこの場所は迷めい路ろになっている。

　更さらに【混乱】と【呪のろい】の状態異常バツドステータスやそれに付ふ随ずいするランダムなマイナス効果や迷路に仕掛けられた罠わながプレイヤーの行く手を阻はばむ。

　壁伝いに歩いていても【混乱】で制せい御ぎよの利かない体が勝手に動き始め、罠に引っかかるので、中々に厄やつ介かいなアスレチックらしい。

　けれど、ミカヅチの説明を聞いて、一つ疑問が生まれる。

「ミカヅチ、なんで２番？　説明の順番から３番目じゃないのか？」

　それとも、右から順番に数えて２番なんだろうか、と考えるが、ミカヅチは首を横に振ふる。

「ユンの嬢じようちゃんは、気付かなかったのか？　このアスレチックの扉のところに番号が振られているんだよ、０番から２番って」

　俺は、それを聞いて慌あわてて【言語学】のセンスを装備して、背後の広間を隔へだてる微かに開いた鉄扉を見上げる。

　確かに、鉄扉に大きく２の番号が振られていた。

「ホントだ。番号が振られている」

「まぁ、今のところ、目の前にあるコースは、こんなところだ」

　ミカヅチは、得え物ものの六ろつ角かく棍こんを肩かたに乗せてやる気を見せているので、俺は二人に訊きく。

「えっと……ミカヅチとセイ姉ぇは、どうするの？」

「私らは一応、遠えん征せいの下見として【ドワーフの国】まではポータルを通した。そこから先のことは、楽しみを減らさないためにあえて攻こう略りやくは後回しでアスレチックを巡めぐる予定だ」

「私もミカヅチと一緒にアスレチックを巡りつつ、第12センスに装備している低レベルセンスをレベリングするつもりよ。ユンちゃんたちは、どうする？」

　セイ姉ぇとミカヅチは、既すでに【ドワーフの国】に辿たどり着いている。

　逆にセイ姉ぇに訊かれた俺の答えは──




　　　　●




「それじゃあ、ユンちゃん。私とミカヅチは、先に行くからね」

　セイ姉ぇは、俺の方を心配そうに振り返りながら、０番の浮遊する足場のアスレチックの横おう壁へきに氷の足場を生み出し、その上をミカヅチと共に渡わたる。

　俺とクロードが二人を見送り、隣となりに立つクロードが視線を合わせずに話しかけてくる。

「ふむ。ユンの答えはレベリングしながらドワーフの国を目指す、か」

「悪い、クロード。パーティーなのに勝手に選んで」

「いや、別に気にしていないさ。俺も生産活動ばかりで戦せん闘とう系センスを育てていない。ほどほどにレベリングするつもりだ」

　クロードの言葉に俺は、この最初の三つのアスレチックでレベリングすることにした。

　０番コースは、壁に対して垂直に《クレイシールド》や《ストーン・ウォール》などの防御魔法で足場を生み出せば、セイ姉ぇと同じように楽々と進むことができる。

　１番コースは、リゥイの【透明化】を使えば、攻撃してくるオブジェクトに見つからずに通れる。

　だが、それではセンスのレベリングができないので極力、運営が想定したであろう攻略法で挑むことにした。

「それじゃあ、クロードはどうする？　なにか鍛えたいセンスある？」

「ふむ。戦闘系センスを上げたいから１番コースだな」

「俺も【隠密】センスのために１番かなぁ」

　そうして決まった俺たちのアスレチック攻略。

「ユンは、準備できてるか？」

「ちょっと待って。今、準備する。リゥイ、ザクロ──《送そう還かん》」

　俺たち自身のセンスを鍛えるために、リゥイやザクロの力を借りてはいけない。

　そのために、《送還》して召しよう喚かん石に戻もどして、装備を整える。

　冬服仕様のオーカー・クリエイターの上から認にん識しき阻そ害がいのマント【夢む幻げんの住人】を羽織り、メイン武器である【黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ】を握にぎる。

「よし、準備できたか。まずは１番コースに挑むけど、俺とユンのどっちが先に行く？」

「クロードが先でいいよ。それに互たがいにフォローしてクリアするのは、楽そうだから。基本、ソロで挑ちよう戦せんって感じで行こうか」

「そうするか」

　クロードとの打ち合わせが終わり、まずは、クロードが先行し、俺が後に続く。

　攻撃を放ってくるオブジェクトとその攻撃を避よけるためにランダムに配置される身を隠す遮しや蔽へい物が並ぶ１番コース。

　クロードは、愛用の長ちよう杖じようを右手に持ち、小走りで駆かけ出す。

　視線の先には、近くのオブジェクトの監視の動きを見つつ、監視範囲を避さけるように回り、時には、遮蔽物の陰に隠れる。

　俺も、そんなクロードの後を追ってついていくが、通路の三分の一ほど進み、クロードの動きが止まる。

「むっ、ここから先は、どうやっても見つかるな」

　これまで身を隠すことに活用していた遮蔽物だが、今度は、中央にある遮蔽物を挟はさむように左右に監視オブジェクトが立っている。

　左右の監視オブジェクトが互いに監視範囲をフォローしているので、逆に遮蔽物がこちらの移動の妨さまたげになる。

「ここから先は、個性が出てくるけど、クロードはどうする？」

「スキルを利用して抜けるしかあるまい」

　そう言って、クロードが監視オブジェクトの動きを観察し、タイミングを見計らう。

「──《スモッグ》《ダーク・ホール》！」

　クロードは、二種類の闇やみ魔ま法ほうを発動させ、駆け抜ける。

《スモッグ》という黒い靄もやを生み出し、視界を一時的に悪くする行動阻害系の魔法で右の監視オブジェクトの視界を制限し、その隙すきに駆け出す。

　そして、左のオブジェクトから直線的な魔法がクロードを狙ねらうが、《ダーク・ホール》という黒い渦うずのような防御魔法で防がれ、次の安全地帯まで進むことができる。

「ユン。来れるか？」

「ちょっと待って。今、進み方を考えている」

　クロードのようにアイテムでこの辺一体に煙けむりを焚たいて進むこともできそうだ。

　だが、もっと俺自身のセンスを活用して進む方法を取るために考える。

「よし、この方法でいくか。《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺は、自身に速度エンチャントを施ほどこして駆け出す。

　速度を上げて安全地帯までの移動時間を減らせば、その分攻撃されるリスクを減らせる。

　俺の動きに気付き、左右のオブジェクトが照準を合わせるのに対して──

「──《クレイシールド》！　ふっ──」

　右のオブジェクトの視界を遮さえぎるようにして土ど壁へきを生み出し、左のオブジェクトに対して、短い吐と息いきと共に長弓から矢を放つ。

　オブジェクトは、矢を受けた衝しよう撃げきで数秒間、機能を停止させ、その間に土壁の陰に隠かくれて右側のオブジェクトをやり過ごそうとする。

　だが、それでも土壁越ごしに俺を狙ったオブジェクトの攻撃が土壁を貫かん通つうして、俺の目の前を駆け抜ける。

「ひゃっ!?　危ないっ！」

　土壁による防ぼう壁へきなら防げると思ったが、容易に貫通した事に僅わずかな悲鳴を上げながら、クロードの待つ安全地帯に駆け込む。

「それでは、俺が先に行くぞ」

　そして、俺を待つ間に、先のルートを選定していたクロードが再び突つき進んでいく。

　クロードは、視界の阻害や防御魔法だけでなく、俺と同じように攻こう撃げき魔法を使って監かん視しオブジェクトの動きの周期をズラして、その隙に進んでいく。

　俺もクロードの動きを参考にしつつ、防御は《ストーン・ウォール》の石壁に切り替かえ、魔法の攻撃を防ぎながら進んでいく。

　徐じよ々じよに、コースの難易度が増していき、俺とクロードは、苦戦させられる。

　半分を越えたところで、安全地帯と思っていた遮蔽物の陰は、時間経過によって地面に沈しずみ、監視オブジェクトの真まっ只ただ中なかに立たされたり──

　オブジェクトの監視パターンやルートを確かめようと観察していたら、時間経過でオブジェクトの配置が換かわったり──

　瞬しゆん時じの判断やスキル選せん択たくが鍛きたえられる１番コースを見つからないように進んでいき、俺とクロードは、残りあと少しというところまで辿り着いた。

「結構、危ない場面があったけど、一発クリアできるかもな」

「ユン、油断するな。ここから先は、一いつ切さい身を隠す遮蔽物がないぞ」

　俺の呟つぶやきをクロードに窘たしなめられ、表情を引き締しめる。

　左右に並ぶ無数のオブジェクトがキルゾーンのようにプレイヤーを待ち構えている。

「ここを抜けるのだけは辛つらいな。ユン、ここだけは協力して進むか」

「そうだな。俺は、左側のオブジェクトを担当する。クロードは右側を頼む。《付加エンチヤント》──スピード」

　ここから先は、いかに速くオブジェクトの範はん囲い外がいに逃のがれるかの勝負だ。

「いくぞ！」

　クロードの掛かけ声と共に、身を隠していた遮蔽物を乗り越こえ、出口に向かって真まっ直すぐに駆け出す。

　それに合わせて左右に並ぶオブジェクトが一いつ斉せいに俺たちを狙う。

「ユン！　狙うのは、ワンドとコインのオブジェクトを優先しろ！　──《ダーク・ボール》！」

「了りよう解かい！」

　クロードが散発的に右側のオブジェクトに魔法を当てて、一時的な機能停止に追い込み、その間に抜ぬけようとする。

　俺も走りながら、球状の魔法を打つワンドと速度が速く対応の難しいコインのオブジェクトに弓矢を当てて、動きを封ふうじる。

　だが、俺たちの攻撃で機能停止していないオブジェクトが攻撃を放ってくる。

「痛っ!?」

「ユン、止まるな！　カップは発動まで遅おそく、ソードは直線的だ！　動きを予測しろ！」

　脇わき腹ばらに一撃を貰もらったが、【空の目】と【看破】のセンスを駆く使しして、オブジェクトの攻撃を予測しなんとか躱かわしながら、徐々に出口に近づく。

　先行するクロードは、動きながらの魔法の命中率が悪いのか、右側のオブジェクトに魔法を当て損そこない、対処の難しいコインのオブジェクトから魔法が放たれそうになるが、空中で弓矢と相そう殺さいする。

「ユン、すまない！」

「気にするな──っ!?」

　クロードのフォローを行った直後、左足の膝ひざ裏うらに衝撃を受けて、その場に膝を突く。

「ユン！」

「なに、が……っ！　その死角にあったのか！」

　俺たちがオブジェクトから身を隠すのに使った遮蔽物の裏側にコインのオブジェクトが埋うめ込まれており、気付かずに駆け出した俺たちを背後から狙そ撃げきしたようだ。

　そして、足に一撃を受けて動きが止まる俺に、周囲のオブジェクトの照準が集まる。

「《付加エンチヤント》──マインド！」

　転がるように魔法を避け、魔法防ぼう御ぎよのエンチャントを掛けてダメージを軽減するが、それでも集中砲ほう火かによってＨＰが６割まで減る。

「ユン、今助けるぞ！」

「クロードは、先に行け！　もうダメだ!!」

　途と切ぎれることのない集中砲火。

　一度足を止めて何とか耐たえているが、駆け抜ける途と中ちゆうで機能停止させたオブジェクトも加われば、俺のＨＰは一瞬で溶とける。

　直撃こそ避けているが連続でくる魔法攻撃の連鎖チエーンボーナスでダメージが蓄ちく積せきしていく。

　そして、俺は最後に──

「──《ゾーン・ボム》！」

　僅かに顔を上げて、出口の方向に並ぶオブジェクト群を座標爆ばく破はし、一時的な機能停止に追い込む。

「行け！　クロード！」

「わかった、お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにはしない！」

　そうして出口へと駆け出すクロードを見送った俺は、オブジェクト群の集中砲火を受けて、ＨＰを失う。





　──アスレチックのギミックによって戦せん闘とう不能になりました。これには、蘇そ生せいアイテム・スキルの使用はできません。






　暗転する視界の中で、その文字が浮うかび、そして、このアスレチックの起点である円形の広間に転移していた。

「こうなっていたんだな」

　セイ姉ねぇとミカヅチの説明通り、短縮デスペナルティーを受けているために、すぐに再開する気にはなれなかった。

　俺は、短縮デスペナルティーの５分で先さき程ほどのコースの反省をしつつ、クロードは、無事にコースを抜けられたか心配になる。

　そして──

「ただいま戻もどった」

「おかえり。そして、思っていたより早い帰りだな」

　俺がそろそろ短縮デスペナルティーが切れて、クロードを追おうと思った矢先に、俺と同じように死に戻りしてきた。

「とりあえず、休きゆう憩けいついでに何があったか、教えてくれ」

「うむ、わかった」

　そう言って、俺とクロードは、邪じや魔まにならない端はしの方に移動して、クロードの話に耳を傾かたむける。

「俺は、ユンの悲ひ壮そうな覚かく悟ごと犠牲のお陰かげでなんとかあの場の危機を脱だつしたわけだが……」

「俺、別にそんな考えないから……」

「あのシーンは、実に迫はく力りよくがあったな。まるで映画のワンシーンのようだった」

　いつから録画していたのか、クロードはメニューを開きムービーを流す。

　──『ユン、今助けるぞ！』

　──『クロードは、先に行け！　もうダメだ！』

「わー！　わー！　分かった！　なんでもいいから！　それやめろ！　恥はずかしい！」

　唐とう突とつに流れた動画と客観的に聞く俺のセリフに、恥ずかしさがこみ上げ、大きな声でその動画の音声を搔かき消そうとする。

「くくくっ、茶化すのもこれくらいにして、続きを説明するか」

「……全く、最初からそうしろ」

　クロードの言葉に一言文句を言って、今度こそ、クロードが見た、１番コースの先を知ることができた。

　スクリーンショットで撮とられた広間の画像とコースに繫つながる鉄てつ扉ぴを【言語学】のセンスで読み解けば、３番、６番、７番と書かれていた。
















「３番コース、６番コース、７番コース。うーん？　なんだ？　なにかの法則でもあるのか？」

　こんなにバラバラの数字の振ふり方に首を傾かしげる俺に、次にクロードは、それぞれのアスレチックの外観をスクリーンショットと共に説明してくる。

「これがユンのいう３番コースの内容だ。壁かべや天てん井じようから木の実が落ちて、それがＭＯＢになり、立ち塞ふさがるといったコースだ」

「ふぅん。人型植物っぽいかな？」

　天井や壁から赤い粒つぶが集まった果肉が人型ＭＯＢになって歩いているように見える。

「倒たおしても一定数湧わいてくるから延々と一対多数や多数対多数の訓練ができる場所だな。他ほかにも、範囲攻撃の的にちょうどよかった」

　そう言って、感想を口にするクロードだが、倒してもドロップアイテムなどの報ほう酬しゆうはないらしいので、やっぱり障害という印象が強い。

「続いて、６番コースは、これは装備に制限が掛かった場所だ」

「装備の制限？」

「まぁ、簡単に言えば、アクセサリーや防具を減らした状態で【魅み了りよう】と【怒いかり】の状態異常バツドステータスのある空間を抜ける必要があるらしい」

「あー、装備に制限があるなら、防具やアクセサリーで防ぐことができないのか」

「そんなところだな。個人的には、２番コースの状態異常バツドステータス違ちがいって感じだ。それで最後の７番コースで、俺は死に戻りした」

　一通りのコースを確かく認にんした後、クロードは、足を踏ふみ入れただけでは分からなかったために、そのコースに一人で挑いどんだとのことだ。

「７番コースは、一定間かん隔かくで壁や床ゆかから丸まる鋸のこや歯車が現れ、天井からはプレイヤーを追つい跡せきしてくる車輪などが現れる。俺は、それらから逃にげようとしたが、マントが歯車に巻き込まれて動きが止まったところを車輪に轢ひかれた」

　クロードの淡たん々たんとした説明だが、その情景を思い浮かべて、うわぁ……と小さく呟く。

「……俺たち、このアスレチックを抜けてドワーフの国に辿たどり着けるかな？」

「それは、何度も挑まないと分からない。まぁ、いつもより気軽に死に戻りして挑み続けられるがな」

　クロードの言葉に俺は、頷うなずき、再びドワーフの国を目指しつつ、二人でアスレチックに挑ちよう戦せんしていくのだった。







　　　二章　セフィロトの樹きと隠かくされし広間







　ギルド【ヤオヨロズ】の企き画かくした遠えん征せいでパーティーを組んだ俺とクロードは、【ドワーフの国】を目指して、地下渓けい谷こくのアスレチックに繰くり返し挑戦している。

　初日は、何度も失敗してはスタート地点に戻されたために、１番コースの抜け方は、かなり慣れてしまった。

【隠おん密みつ】センスや認識阻そ害がい系アイテムで隠れつつも、監かん視しオブジェクトや魔ま法ほうを抜けてクリアするのでセンスのレベルが上がる。

　そして、２日目の朝──

「ねぇ、お兄ちゃんの方は、どんな感じ？」

　朝食では、そば粉を使ったクレープ生き地じの料理──ガレットを作りながら、美み羽うとゴールデンウィークでの遠征の様子を話し合う。

「俺の方は、いくつかあるアスレチックをクロードと組んで攻こう略りやくしてるんだ。アイテムはあんまり消費しないし、デスペナルティーも短いから結構サクサク挑戦できて楽しいかな」

「へぇ、お兄ちゃんがそう言うの珍めずらしいかも！」

「そういう美羽は、どうなんだ？」

「うん？　私は、地下渓谷の底まで辿り着いたよ。そこで、転移オブジェクトで別エリアに転移しただけで昨日は終わりだけど、楽しかったよ」

　美羽の話を聞きながら俺は、ガレットを作る。

　薄うすく焼いたそば粉のクレープ生地の端を折り、ベーコンで土手を作り、中に生卵やチーズを落として、蓋ふたをして蒸むらして半熟にする。

　そして、半熟卵のガレットができたら、その上に塩こしょうを振りかけて、お皿に移し、端にちょっとだけ葉物野菜を載のせる。

「いただきまーす！」

　美羽は、ナイフとフォークでガレットのクレープ生地を切り、半熟卵を割って、黄身に一口サイズに切り分けたクレープ生地を浸つけて食べる。

「うん！　おいしい！　ベーコンの塩気がいいね！　今度、生ハムでやろうよ！」

「また、贅ぜい沢たくな」

　俺は、美羽の反応を見つつ、自分のガレットにも取り掛かかる。

　その間、美羽から話の続きを聞く。

「それで転移オブジェクトの先のエリアなんだけど、その名はなんと──地底エリア！」

「へぇ、それは、どんな場所なんだ？」

「うーん。一言で言うと、地じ獄ごくっぽい場所かな？　敵ＭＯＢは、こう、悪っぽいようなデザインなんだ！　あと、不毛な場所かな」

「へ、へぇ……」

　不毛な場所と聞いて、調合で使う素材が採取できないなら、関かかわり合いが少ない場所かな、と思ってしまう。

「その地獄っぽい地底エリアは、炎えん熱ねつダメージが今の装備だと不十分だから、今日は、ルカちゃんと装備を整えて、明日、登録したポータルから見えた塔とうを目指すんだ！」

　そう言って、早くもガレットを食べ終えた美羽は、まだまだ食べたそうにしている。

　そんな様子に俺は、自分のガレットを空いた皿に移し、フライパンにそば粉の生地を流し込む。

「生地だけならすぐに焼けるから、ジャムでも載せて食べるか？」

「やったぁ！　クレープだ！」

　冷蔵庫からイチゴやブルーベリーのジャムを取り出し、嬉うれしそうにする美羽。

　そうして、美羽は追加でクレープ生地を３枚食べる。

　俺は、ガレットとクレープ１枚ずつ食べた後、自室に戻り、ＯＳＯにログインする。




　遠征２日目にアスレチックの入り口広間にやってくるが、人数が減っている。

　既すでに最初のコースで篩ふるいに掛けられ、コースクリアが難しいプレイヤーやより強い刺し激げきを求めた者は、別の遠征先に移るなど別れ始めている。

　今残っているのは、各アスレチックの性質を利用してレベリングするプレイヤーかドワーフの国を目指す者たちだ。

　そんな広間に辿り着くと、クロードが待っており、セイ姉ねぇとミカヅチと話をしていた。

「クロード、ごめん。遅おくれた？」

「いや、遅れてはいない。それから、おはよう」

　クロードが振り向き、挨あい拶さつを交かわす。

　セイ姉ぇとミカヅチと一いつ緒しよにスクリーンショットでも見ていたようだが、その前にセイ姉ぇとミカヅチにも挨拶する。

「セイ姉ぇ、ミカヅチ、おはよう。さっき、何を見てたんだ？」

「ユンちゃん、おはよう」

「嬢じようちゃん、おはよう。私らが見ていたのは、これだな」

　クロードがスクリーンショットが見えるように少し体をズラしたので、俺もそれを覗のぞき込む。

「これ、アスレチックの地図？　他の人から聞いて分かったのか？」

　10個の円形の広間と広間同士を繫ぐ０番から21番までの番号が振られた通路の地図。

　そして、一番下にある円形の広間には、王国と書かれている。

「あー、こんな風になってるのか。それじゃあ、ドワーフの国には、どのルートを辿れば行けるのか分かりやすいな」

　明るく答える俺だが、クロードは次の画像も表示する。

「次は、このスクリーンショットを見てくれ」

「えっ？　あっ、同じ形だ」

　クロードに見せられた次の画像には、先さき程ほどとほぼ同じ形をした画像が映し出される。

　10個の円形の中には、それぞれ呼び名が振られており、それを繫ぐ線にも番号と名前が振られている。

「０番が『愚ぐ者しや』、１番が『魔ま術じゆつ師し』……えっ、これって？」

「タロットカードとか、セフィロトの樹ってものを聞いたことはないか？」

「タロットカードは、占うらないに使うやつだよな。セフィロトの樹は、なんとなく……？」

　俺が小首を傾かしげつつ、頷けば、ミカヅチがその話の内容を補足してくれる。

「つまり、このアスレチック全体の構造は、セフィロトの樹をモチーフにしている、ってわけだ」

「解かい釈しやくは、色々だけど、例えば、７番が車輪や歯車が襲おそってくる『戦車』のコース。８番が重たい壁を何枚も持ち上げるか壊こわして進む『力』のコース、みたいな感じかな？」

　そう言って、セイ姉ぇが説明する。

　10個の広間とそれを繫つなぐ22本の道で構成されたアスレチック。

　そして、クロードが見せる新たなスクリーンショットには、そのセフィロトの樹の図形に半はん透とう明めいで新たな11個目の球体が映し出されていた。

「セフィロトの樹では、この球体の部分をセフィラと呼ぶ。そして、この２番コースの真ん中に相当する場所に隠された11番目のセフィラが存在する」

　セフィロトの樹をモチーフとしているのなら、このアスレチックのどこかにその隠された広間が存在するかもしれない。

　それを聞いた俺は、微かすかに武む者しや震ぶるいする。

「なぁ、それを見つけたプレイヤーって、誰だれかいる？」

「分からない。セフィロトの樹がモチーフであることに気付くプレイヤーはいるだろうし、検証好きな奴やつはいる。例えば、22本の繫ぐ道を一回の挑戦でクリアしたら、どうなるのか、とか必死で調べている奴がいる」

　失敗したら最初の地点に戻もどされるこのアスレチック。

　確かに、ドワーフの国に行くためには、セフィロトの樹の図形を見る限り最短３つのコースを通過するだけで済む。

　だが、逆に全すべてのアスレチックを失敗せずにクリアできたら、どんな報ほう酬しゆうが手に入るのか、それが気になるプレイヤーもいるはずだ。

　そんな感じで、この隠れた広間を調べようとするものもいずれ現れる。

「私とセイは、適当にアスレチックでレベリングするつもりだが、どうせなら、この隠し広間を探してみたいと思う」

「ユンは、どうする？」

　ミカヅチとクロードに尋たずねられるが、俺の答えはすぐに決まった。

「クロードは探してみたいんだろ？　いいよ、クロードの動きに合わせる」

「いいのか？　ドワーフの国への到とう達たつが遅れるかもしれないぞ」

「別にいいよ。俺も隠れた広間には、興味がある。それに【看破】のセンス持ちは必要だろ？」

　俺の言葉に、全員が嬉しそうな笑えみを浮うかべる。

「それじゃあ、調べましょう。とは言っても私とミカヅチは、色んなアスレチックに慣れているから広い範はん囲いで怪あやしい場所を探すわ」

「ユンの嬢ちゃんとクロの字には、２番コースを徹てつ底てい的に探してもらうつもりだ。頼たのんだぞ」

　何か発見した場合には、フレンド通信で連れん絡らくを取ることを決め、セイ姉ぇとミカヅチは、１番コースから順番に探していく。

　そして、残った俺とクロードは──

「俺とユンも２番コースに移動するか」

「そうだな。２番コースは、【混乱】と【呪のろい】だから、耐たい性せい付ふ与よポーションあるけど、どっち使う？」

　俺は、二本のポーション──【激情の沈ちん静せい薬やく】と【宵よい闇やみの抵てい抗こう薬やく】を持ち、クロードに尋ねる。

【激情の沈静薬】は、【怒いかり】と【混乱】の状態異常バツドステータスを、【宵闇の抵抗薬】は、【眠ねむり】と【呪い】の状態異常バツドステータスを軽減したり、防いでくれる。

　ただ、この手の耐性付与ポーションは、複数種類を使用すると後の方の効果に上書きされてしまうので、同時には使用できない。

　選ぶなら、【混乱】か【呪い】のどちらかを防ぐ必要がある。

「ふむ。厄やつ介かいなのは、【混乱】の方だからな。【激情の沈静薬】を使おう」

「了りよう解かい。なら【呪い】の方は、センスやアクセサリーで防ぐ？」

「いや、完全に防ぐと経験値が入らないぞ」

　アクセサリーやセンスを組み合わせて状態異常バツドステータスを完全に防げるが、状態異常バツドステータスに対する回復や抵抗での経験値が入らなくなるので、わざと耐性面で隙すきを作る必要がある。

　俺は、クロードの言葉に納なつ得とくして二人で【激情の沈静薬】を飲み、ステータスに【抗こう混乱４】の効果を付与する。

　そして、俺は、センスを整えた結果──
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【長弓Ｌｖ42】【魔ま弓きゆうＬｖ26】【空の目Ｌｖ28】【看破Ｌｖ40】【俊しゆん足そくＬｖ33】【魔道Ｌｖ34】

【大地属性才能Ｌｖ17】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ11】【調薬師Ｌｖ30】【料理人Ｌｖ21】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ26】【精神耐性Ｌｖ４】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【調教Ｌｖ42】【念動Ｌｖ９】【錬れん成せいＬｖ２】【彫ちよう金きんＬｖ43】

【生産職の心得Ｌｖ27】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】

【登山Ｌｖ21】【身体耐性Ｌｖ５】

【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】【隠おん密みつＬｖ11】








　レベリングのために装備していた【隠密】センスを外し、代わりに【精神耐性】のセンスを装備した。

　以前、各種の状態異常バツドステータス耐性を取得した際、うっかりとそれらのセンスを統合して取得した上位の耐性センスだ。

　ただ、レベル30の各種耐性センスの統合であるために、防げる状態異常バツドステータスの範囲が増えたが、耐性の効果が減り、また必要経験値も増えるためにゴミセンス扱あつかいである。

　そんなゴミセンスだが、気休め程度の気持ちで装備して、２番コースである迷めい路ろに足を踏ふみ入れる。

「ううっ、結構ひんやりするなぁ。耐たい寒かん装備は、必要じゃないけど、見通しも悪い」

　霧きりの立ちこめる迷路の左の壁かべ伝いに進んでいく俺とクロード。

「ふむ。早さつ速そく、【呪い３】を受けてしまった。ユンはどうだ？」

「俺は【呪い４】を受けた。げっ、【魔ま法ほう封ふう印いん】のマイナス効果だ」

「こっちは、【ＨＰ減少（小）】だ」

【呪い】の状態異常バツドステータスは、ＭＰの減少と追加でランダムなマイナス効果を受ける。

「まだ対処可能な範囲の効果だし、とりあえず進もうか」

「ユンの言うとおり、隠かくされた広間の手て掛がかりを探すとしようか」

　霧の立ち込める見通しの悪い迷路を【空の目】と【看破】のセンスを頼たよりに進んでいく。

　時折、【混乱】の状態異常バツドステータスに陥おちいったプレイヤーが身動きできなかったり、こちらを見ると攻こう撃げきしてきたり、罠わなを起動して自じ爆ばくしたりする。

　なので、見つけ次し第だい、気付け薬を振ふりかけて回復させながら探たん索さくする。

「ユンは、お人好しだな」

「なんだよ、悪いかよ。こっちは調合師だから、余るほど持ってるんだよ」

「いや、逆に頼もしいくらいだ」

　クククッと喉のどを鳴らして笑うクロードを不満に思いながら、迷路に仕掛けられた罠を避さけていく。

「クロード。目の前に、ワイヤートラップ」

「了解」

「次は、右から押し出される石柱だから、左に避よけて、足を潰つぶされないように注意しろ」

「分かった」

　仕掛けられた罠には、地味にダメージ系が多い。

　石や壁で体の一部を押し潰す圧殺系や、棘とげや毒のある落とし穴、収束光線や火か炎えん放射などが起動する魔法トラップなど、ダメージトラップがメインに配置されている。

　立ち込める霧に込められた【混乱】によって不用意に動き、罠を作動させる。

　そして、【呪い】の効果でＭＰを減らされ、魔法を封ふうじられるなりして、魔法による防ぼう御ぎよも封じられた結果、罠で大ダメージを受けるのが、このコースの失敗の原因のようだ。

　俺たちは、それらの罠を避けながら、隠された広間の手掛かりを探していくのだった。




　　　　●




　そんな感じで隠された広間の入り口を探すが……見つからない。

「全然、見つからないな。隠された広間への入り口」

「そうだな。だが、怪しい場所は見つかったな」

　俺とクロードは、２番コースの霧の立ち込める迷路を進み、全行程の３分の２ほど進んだところで円形の空間を見つけた。

　それまでの迷路は、直線や直角で構成されているために、不意に現れた丸みを帯びた空間に不自然さを感じる。

　また、その床ゆか面めんに触ふれれば、霧が濃こくて分かりづらいが彫ほり込みのような凹おう凸とつを感じる。

　他ほかにも、円形の空間に隣りん接せつする通路には、プレイヤーを近づけさせないためか、心なしか他より多くの罠が設置されており、迂う回かいして進めば、２番コースの出口に辿たどり着く。

「うーん。なにかありそうだけど、見つからない。クロードは、何か見つけた？」

「ふむ。見つけたと言えば、見つけたな」

　そう言って、クロードの見上げる円形の空間の天てん井じようには、何らかの彫り込みが刻まれていた。

「こんなの気付かないだろ。【看破】のセンスにも反応してないし」

「だが、きちんと意味のある内容になっているようだな。ユン、足場を頼む」

「了解。って今は【魔法封印】の効果中だった。なら──【クレイシールド】！」

　俺は、クロードの足元に【クレイシールド】のマジックジェムを落とし、土つち壁かべが床ゆかから迫せり上がる。

　土壁の上に乗るクロードが間近で天井の彫り込みを見つめ、スクリーンショットを撮とる。

　そして、三つの円がそれぞれ一部ずつ重なり合う彫り込みをなぞるクロードは、その周りに施ほどこされた装そう飾しよくの文字を【言語学】のセンスで読み解く。

「ふむ。三つの円とその周りには、文字だな。アイン・ソフ・オウルか」

「アイン・ソフ・オウル？」

「詳くわしく説明すると面めん倒どうだが、意味合いとしては『無限光』と訳される」

「無限の光かぁ」

　つまり、光に関するヒントだろうか。

「うーん。あの天井に光を当てる？　無限って言われるくらいだから相当強い光魔法をぶつける必要があるのかな？」

「だが、【光属性才能】のセンス持ちだけが行ける隠された広間というのも不平等だろう。何らかのギミックがあるのかもしれん」

【クレイシールド】の効果が失われ、土壁が徐じよ々じよに下がる中でクロードがそう答える。

「だが、そろそろ戻って休きゆう憩けいするか。霧で見通しの悪い場所を探し続けるのは疲つかれた」

「そうだな。耐性付与ポーションの効果時間を考えると、効果が切れる前に次の広間に辿り着けるだろうな」

　長時間の探索で【呪い】の状態異常バツドステータスを受けたために、【精神耐性】センスのレベルも上がっている。

「さて、進むか」

　そう言って、俺より前に歩き出すクロード。

　長時間の探索で疲れているのか、罠に対しての警けい戒かいを怠おこたってしまった。

　俺は、慌あわててクロードを追い掛け──

「クロード！　そこは、危ない！」

　マントの裾すそを摑つかみ、引き留めるとその数歩先では、壁から円えん錐すい状の太い杭くいが飛び出し、クロードの胸むな元もと辺りを通過している。

　簡単に貫つらぬきそうな勢いと鋭するどさを持つ極ごく太ぶとの杭を見て、気の抜ぬけていたクロードの顔が少し強こわ張ばる。

「助かった、ユン……」

「全く、この辺は罠が多めなんだから気をつけろ。俺が前を進む」

　即そく死しはしないだろうが、それでも地味なダメージは受けるだろう、と思いながら、クロードは後ろに下がる。

　その際、ふと、飛び出した円錐の一部が欠けているのが見えた

「……これって」

　その杭の欠けを確かめると穴が空いており、中を覗のぞき込んでも奥が暗くてよく見えない。

　ただ、一いつ瞬しゆんだけ何かが反射したように見え、また杭の下を潜くぐるようにして反対側に回ると、今度は、側面にも杭に穴が空いているのが見られる。

「なんだ、これ？」

　疑問に首を傾かしげる間にも罠の発動時間が切れて、杭が引っ込んでしまう。

　なんだか、悶もん々もんとしながら、とりあえず何らかのヒントになりそうだと思い、設置されている罠を避けて、２番コースをクリアして安全地帯の広間に辿り着く。

　２番コースの先の広間は、４番、６番、９番、11番、13番、14番、15番のコースと繫つながっている。

　八本のアスレチックと繫がっているので、各アスレチックとの中ちゆう継けい点となりやすいために、多くのプレイヤーが集まっている。

「ちょっと、セイ姉ねぇたちの方は、どうなっているか訊きいてみるか」

　広間の端はしに寄り、セイ姉ぇにフレンド通信で呼び掛ければ、すぐに繫がる。

『はい、ユンちゃん。どうしたの？』

「いや、セイ姉ぇたちの方は、どんな感じで進んでいるのかな？　って思って」

『隠された広間の手掛かりはないわね。どこか隠されている転移オブジェクトから飛べるかも、と思って、色んなコースを見て回っている。今は、17番コースに居るわ』

「俺たちの方は、手掛かりっぽいものを見つけたんだ。今は、２番コースの先の広間で休んでる」

『分かったわ。そこで一度、合流しましょう。きゃっ!?　ミカヅチ！』

『ううっ、寒い！　ユンの嬢じようちゃん！　悪いけど、温かいものを作って待っててくれ！』

　何やらセイ姉ぇのフレンド通信に割り込むようにミカヅチの凍こごえた声が聞こえ、フレンド通信が途と切ぎれる。

「……とりあえず、セイ姉ぇたち。こっちに来るみたい」

「わかった。俺は、少し疲れたからスリープ状態にさせてもらう」

　そう言って、広間の端に胡座あぐらを搔かくように座り込むクロード。

　瞳ひとみを閉じて、眠ねむっている姿になり、今はリアルの方に意識を戻もどしているのだろう。

「さて、俺もミカヅチに頼たのまれたもの作るかな？」

　寒冷ダメージでも受けるコースに居たのだろうか、と小首を傾げつつ、小さな鍋なべとコンロを取り出し、その鍋の中に【森もりの血けつ命めい酒しゆ】を注ぐ。

【サムヤマブドウ】や薬草などを混ぜて作られた赤ワインっぽい【森の血命酒】にレモン汁じる、シナモン、グローブ、それに【妖よう精せい郷きようの花王蜜ハニークラウン】という稀き少しような蜂はち蜜みつを加え、弱火でゆっくりと温め、アルコールを飛ばす。

「まぁ、あとはじっくりスパイスの香かおりが付くのを待つか」

　簡単で温かいものとして俺が作っているのは、ホットワインだ。

　なんとなく、ミカヅチが好きそうで未成年でも飲めるものだ。

　俺がじっくり弱火で温めていると、ふとスリープ状態のクロードの懐ふところが輝かがやき、クロードのパートナーの幸運猫ラツク・キヤツトのクツシタが飛び出してくる。

　それに合わせて、俺のところからもリゥイとザクロが幼よう獣じゆう状態で勝手に召しよう喚かんし、互たがいに鼻先を擦こすり合わせて挨あい拶さつする。

　そんな幼獣たちの様子にほっこりとしつつ、周囲にアルコールに混じるシナモンやグローブの香りが漂ただよう。

「あとは、沸ふつ騰とう前に火を止めて、飲む時にまた温め直せばいいかな？」

　とりあえず、ホットワインが完成して振り返る。

　そこではスリープ状態のクロードの顔面にクツシタが張り付いており、その下ではザクロが前足でクツシタのお尻しりを支えて落ちないようにしている。

　その様子にリゥイが何をやっているんだ、と溜ため息いきのような息を吐はき出しているのを見て、小さく笑ってしまう。

「全く、何やってるんだよ。クロードが起きた時、驚おどろくだろ？」

　そう言って、俺が注意するが、ザクロとクツシタは中々クロードから離はなれようとしない。

　ちょうどそんな時、この広間にセイ姉ぇとミカヅチが姿を現す。

「ユンちゃん、ただいま」

「セイ姉ぇ、おかえり」

「ううっ、寒かった。おっ、ちょっと借りるぞ」

　首を縮め、寒そうに腕うでを摩さすっているミカヅチは、クロードに張り付くザクロとクツシタを見つけると、そのまま両腕に抱かかえる。

　いきなりのことで驚き、ジタバタするザクロと抱だかれ慣れているのか、大人しくミカヅチの腕にすっぽりと入り込むクツシタ。

　ミカヅチは、意外と優やさしい手付きでザクロとクツシタを抱きかかえているのか、次し第だいに人慣れしていないザクロも落ち着いてくる。

「はぁ、温かい……くそぅ、今まで避さけていたところにも行ったから凍えちまった」
















「はい、温まるもの作っておいたぞ。手元にあるお酒でホットワインにしてみた」

　俺がそう言って【森の血命酒】で作ったホットワインをミカヅチとセイ姉ぇに渡わたし、自分の分もカップに注ぐ。





　ホットワイン【食料】

　満腹度＋10％　追加効果：ＨＰ＋10％、ＡＴＫ＋20、【耐たい寒かん効果】／30分

【森の血命酒】を【妖よう精せい郷きようの花王蜜ハニークラウン】と複数スパイスで味を整えたホットワイン。






「また【森の血命酒】で作ったものかぁ。普ふ通つうに飲んでも旨うまかったからこれするの勿もつ体たいない……はぁ、温まるなぁ」

「少し渋しぶみを感じるけど、甘みとスパイスの香りがあるからあんまり気にならなくて温めたブドウジュースみたい。ユンちゃん、ありがとう」

　そう言うミカヅチとセイ姉ぇは、少しずつホットワインを飲み、俺も口を付ける。

　凍えていない俺でもホットワインの味と温かさと安心感からほっと息を吐き出す。

「話は、どうする？」

「クロードが戻ってきてからしようか」

　ザクロとクツシタを片腕で二匹ひきとも抱き締しめるミカヅチが訊きいてくるので、そう答える。

　セイ姉ぇとミカヅチは、スリープ状態のクロードに目を向けて理解し、少しの間、無言で過ごす。

　そして、しばらくしてクロードもログインしてきたのか、閉じられていた目が開かれ、俺たちに向けられる。

「ふむ。合流はできたようだな。それとミカヅチ……」

「なんだ？」

「何な故ぜ、クツシタとユンのザクロを抱きかかえている？　まぁ、勝手に召喚して出てきたのだろうが……」

「寒かったからな、ちょっと借りてるぞ」

　猫の手……じゃなくて、猫のクツシタごと。ついでに狐きつねのザクロも借りてるミカヅチは、ちびちびとホットワインを飲みながら、少しずつ落ち着きを取り戻す。

「それでセイ姉ぇ、どうしてミカヅチは、あんなに凍えてたんだ？」

「ユンちゃんからのフレンド通信を受けた時に居たのが、17番コースの極ごつ寒かんのアスレチックだったのよ。私は、【氷属性才能】のセンスで寒冷耐たい性せいが若じやつ干かんあるけど、ミカヅチはねぇ」

「それだけじゃない。その前に14番コースの水すい没ぼつアスレチックで水に落ちて濡ぬれたまま突とつ入にゆうしたから冷えたんだ」

　14番コースとは、タロットカードでは【節制】を意味する。

　それのモチーフとして聖せい杯はいが使われるので、細長いステージを横から見れば、Ｖ字になっており、その窪くぼんだところに水が満たされているコースらしい。

　水みず浸びたしのまま極寒の17番コースは、さぞ辛つらかっただろう。

　ミカヅチが凍えている理由は、納なつ得とくできた。

「なるほど、だからか」

「ユンの嬢ちゃん！　お替かわり！」

「はいよ」

　ミカヅチの差し出してくるカップを受け取り、俺は再びホットワインを注ぐ。

「とりあえず、私らは、２番コース以外を一通り調べたが、隠かくされた広間に続く道は、見つけられなかった」

「その代わりに幾いくつかの隠し宝箱は見つけたけどね」

　そう言って、ミカヅチとセイ姉ぇが取り出すのは、アクセサリー系のアイテムだった。

　アスレチックに一つずつ隠されており、コースのモチーフとなったタロットカードに由来した名前や追加効果を持つアクセサリー。

　例えば──





《節制》のアミュレット【装そう飾しよく品】（重量：２）

　ＨＰ＋５％　追加効果：ＨＰ自動回復（小）、水属性耐性（小）




《星》のアミュレット【装飾品】（重量：２）

　ＭＰ＋５％　追加効果：ＭＰ自動回復（小）、耐寒効果（小）






　といった感じの微びレアアクセサリーだ。

「こっちの《節制》は、14番コースの水底。こっちの《星》が17番コースの障害物の氷の中に宝箱が隠されていた」

　全22種類のタロットアクセサリーをコンプリートするのは、ちょっと楽しそうだと思ってしまう。

　そして、俺たちの通ってきた２番コースでは色々と探したと思ったが、タロットアクセサリーを見つけられなかったので、見落としがあるようだ。

「そうなんだ」

「そんな感じかな？　ユンちゃんたちの方はどうかな？」

「俺とクロードは、２番コースで怪あやしい彫ほり込みを天てん井じように見つけたんだ」

　そして、俺とクロードは、三つの円とその周囲を囲むようにアイン・ソフ・オウル──無限光と書かれた内容を伝える。

「ふーん。無限光ねぇ。単純に考えれば、強い光を当てることがトリガーになりそうだな」

「けど、光魔ま法ほうを持たない子は、見つけても入れないことになるわよね」

　俺たちの話を聞いたセイ姉ねぇとミカヅチも俺たちと同じような考えをする。

「あー、だよなぁ。その場で【光属性才能】のセンスを取得しても無限光っていうくらいだから《ライト》の魔法では駄だ目めかもなぁ……って、あっ！　逃にげた！」

　二人は、ホットワインで十分体が温まり、自分の体を貸す必要がないと感じたクツシタがミカヅチの腕からするりと抜ぬけ出し、それに合わせてザクロも脱だつ出しゆつする。

　ミカヅチに抱き締められていたザクロを俺が出で迎むかえると、今まで毛並みを楽しんでいたミカヅチは、少し寂さびしそうな顔をするが、すぐに普ふ段だん通りの雰ふん囲い気きに戻る。

「さて、十分休んだところで、一度そのレリーフの場所を見てみるとするか」

「そうね、そうしましょう。ユンちゃんたち、案内お願いできる？」

　俺とクロードが頷うなずき、俺たちはセイ姉ぇとミカヅチを２番コースのレリーフの場所まで案内するのだった。




　　　　●




「ここが、そのレリーフの場所だよ」

　霧きりに乗せて【混乱】と【呪のろい】の状態異常バツドステータスを振ふり撒まく視界の悪い迷めい路ろを進み、俺とクロードが見つけた怪しい円形の空間にやってきた。

　天井には、三つの円のレリーフを見つけたが、それ以外には、周囲の通路に罠わなが多いくらいだろう。

「うーん。やっぱり、強い光を当てる必要がありそうね」

　セイ姉ぇが罠に引っかからないように周囲を見み渡わたすが、俺たちが話したこと以上の内容は分からなかった。

「けど、私たちの中には、光魔法使える人は居ないだろ？」

　そう言って、俺たちを見回すミカヅチに俺が呟つぶやく。

「あー、ミュウを連れてくればよかったかなぁ」

　光魔法を使うミュウの名前がパッと浮うかび、口にすれば、セイ姉ぇが微び苦く笑しようを浮かべる。

「ほんと、光をどうするかよね。ミカヅチは、何か他ほかに思い浮かぶ」

「そんなの分かれば苦労しないさ。どっかから強い光でも運んでくるとかじゃないか？」

　こうした謎なぞ解ときギミックには、得てしてそういうものがある、と理解するセイ姉ぇとクロードは、苦笑いを浮かべる。

「そうそう都合のいいものはないだろ。第一、その強い光は、どこにある？　また、光を運ぶために必要な鏡のような反射するものはどこにあるんだ？」

　クロードの至し極ごく真っ当な意見だが、俺は、それに気付く。

「あるな。強い光」

「「えっ？」」

　俺の呟きを聞き返すように、セイ姉ぇとミカヅチが俺に振り向く。

「今まで回かい避ひしていたけど、ダメージトラップの一種に収束光線の罠がある。それに物理系の罠の一部に反射するものが隠されてた」

「それ、ホントか？」

「う、うん。ただ、見ただけでギミックとして成立しているのか分からない」

「とりあえず、調べましょう」

　そして、この円形の空間に繫つながる三つの通路の罠を一つずつ調べる。

　俺の【看破】のセンスで見つけ、ミカヅチの六ろつ角かく棍こんで少し離はなれた位置からその場を叩たたくと罠が起動する。

　石柱が迫せり上がったり、壁かべや足元の石材の一部が退どき、その中から矢が飛んでくる、クロードがうっかり発動させた円えん錐すい状の杭くいが飛び出す罠などがある。

　その一つ一つを調べると、鏡のように光を反射するものが仕込まれているのがわかった。

「こいつが、ギミックだな。鏡の位置は、調節できないから、これらが一本の収束光線を誘ゆう導どうすることになるけど、途と中ちゆうでダミーの罠もあるんだな」

　ミカヅチは、発動させた罠を見比べながら、そう考えを口に出す。

　収束光線を反射する鏡の仕込まれた罠で光を誘導することができても、途中のそれ以外の罠は、光の通り道を邪じや魔まするように迫り出てくる。

「このギミックは、気付かずに通路を通過しても偶ぐう然ぜん成功しないようになっているわね。意図的に、順番で罠を発動させないとダメね」

　セイ姉ぇは、俺とミカヅチが調べた通路の一つに向かって、氷ひよう槍そうを当てて罠を起動させ、次々と収束光線の光を誘導していく。

　壁や落とし穴に配置された鏡が光を反射し、石柱や円錐の杭に空いた穴を通過し、穴の中に仕込まれた鏡が、角度を変えて、通路に収束光線が縦横に走る。

　そして、最後の罠が起動し、そこまで誘導された収束光線の先せん端たんが天井に角度を変え、三つの円のレリーフにぶつかる。

　そして、三つの円のうちの一つに光が灯ともる。

「やった。これでギミック達成だ！」

「よく見ろ、まだ足りないぞ」

　俺が喜ぶ中、クロードの指し摘てきしたとおり、光を誘導しただけでまだ隠し広間への道は開いていない。

「どうやら、あと２回、同等の光を当てないと駄目みたいだな」

「そうなると、他の通路の罠も調べて誘導しないとなぁ」

　一つ一つの罠や罠に仕込まれた鏡から誘導方向を計算しないといけないから大変だなぁと俺は、ぼやく。

　セイ姉ぇは、顎あごに指を当てて考え、そして俺たちにある提案をしてくる。

「ねぇ、一つ試ためしたいことがあるけど、いいかな？」

「うん？　セイ姉ぇ、何か思いついた？」

「まぁね。光の出る罠って、何ど処こにあるのかな？」

「えっと……次の罠は、通路の真ん中の辺りに斜ななめ上に向かうやつがあるよ。実際に起動してみるね。──《ボム》！」

【看破】のセンスで見つけた収束光線の罠を視し認にんし、【空の目】のターゲティング能力を利用して、狙ねらい通りに収束光線の罠に衝しよう撃げきを与あたえ、起動させる。

　そして、それを見たセイ姉ぇは、その罠の方向へと歩き──

「多分、この角度かしら──《アイス・ウォール》！」

　セイ姉ぇは、杖つえを掲かかげ、収束光線を遮さえぎるように氷の壁を生み出す。

　その角度がついて生み出された氷の壁は、光の収束光線を受け、表面を熱で溶とかされ、強い光が内部で屈くつ折せつして、進行方向を変えていた。

「うん。魔法で生み出した氷でも光の進路を誘導できそうね。なら──」

　再びセイ姉ぇが杖を振り、生み出した氷の壁を一度崩くずし、新たに氷の足場を作り出す。

　それも天井の三つの円の彫り込みから収束光線の罠を繫ぐ太いケーブルのような氷だ。

　その内部に収束光線の光が入り込み、内部で乱反射して、光が天井の彫り込みまで誘導される。

　輝かがやく氷のケーブルの眩まぶしさに目を細めるが、無事、二つ目の円に光が灯る。

「相変わらず、セイは魔法の使い方が小器用だよな」

「ふむ。魔法の氷でもこうした光の誘導ができるのか」

「成功してよかったわ。それにこれを応用すれば、光魔法の対策ができそうね」

　感心するミカヅチとクロードに対して、セイ姉ぇが微笑ほほえみを浮かべる。

　俺は、ほへぇ、とただ気の抜けたような声しか漏もらすことができなかった。

「セイ姉ぇ、凄すごいよ！」

「ふふっ、ユンちゃん、ありがとう」

　セイ姉ぇは、微笑みつつ俺に一つの提案をしてくる。

「罠を活用して光を誘導するのも一つの方法だし、光魔法で直接円を照らす方法、それに私がやった方法も間ま違ちがいじゃない。多分、これらの方法の他にもあると思うの。ユンちゃんもなにかアイデアはない？」

「アイデア……」

　そうセイ姉ぇに言われて、俺は考える。

　あの三つの円の彫り込みは、何に反応するのだろうか？

　光属性による一定以上のダメージなのか、それともただ単に一定以上の光量なのか、その辺りを検証していない。

　だから、俺は、それを試すことにした。

「俺も試したいことがある」

「うん。ユンちゃんのやりたいようにやるといいよ」

　セイ姉ぇに勧すすめられた俺は、自身の武器である【黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ】を手に取り、もう片方の手にはインベントリから弓矢と光属性の属性石を取り出し、指に挟はさむ。

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

【黒乙女の長弓】に光属性のエンチャントが付ふ与よされ、そして、矢を番つがえて天井に向かって引き絞しぼる。

　番えられた矢には、光属性の淡あわく白い光が長弓から移り、そして放たれる。

　光属性の矢は、三つの円の彫り込みに当たるが──その円の中に光が宿ることはなかった。

「ふぅ……」

「ダメか……」

　俺の行動の一挙手一投足を眺ながめていたミカヅチとクロードは、俺の検証を見つめて緊きん張ちようしていたのか、僅わずかに吐と息いきを漏らし、少しの落らく胆たんの呟きが漏れる。

「単純に光属性の攻こう撃げきじゃないってことは、今度はこれだな」

　だが、俺にはまだ試すことが残っている。

　俺は、インベントリからそのポーションを取り出す。

「ユンちゃん、それは？」

「【閃光液フラツシユ・リキツド】──魔ま法ほう薬やくの一種なんだけど、あんまり効果が強くないんだよね」

　俺は、自じ嘲ちよう気味に【閃光液フラツシユ・リキツド】の説明をする。

　ＥＸエクストラスキルである【魔ま力りよく付ふ与よ】を習得し、調合系センスと組み合わせることでできる魔法薬系のレシピ。

　その中で、武器に塗と布ふすることで《属性付加エレメント・エンチヤント》と同じような効果をもたらす薬である。

　ポーションタイプの魔法薬は、それ以外の使い方としては、投げつければ、弱めの属性ダメージと追加効果が周囲に広がることがある。

　ただ作り手が多くないために、あまり周知されていないポーションである。

「それじゃあ、いくぞ！　全員、目を塞ふさいで！」

　俺は、自身の空いた手で目を保護しつつ、そのポーション瓶びんを天てん井じように投げる。

　真まっ直すぐに三つの円の彫ほり込みに当たったポーション瓶が割れると共に、瞬しゆん間かん的に強い光が周囲に広がる。

「あー、目が！　目がぁぁっ！」

　俺の忠告に反応できなかったクロードが【閃光液フラツシユ・リキツド】の光を直視してしまい、目を押さえながらその場でのたうち回っている。

「結構、強い光だな。セイ、嬢じようちゃん、大だい丈じよう夫ぶか？」

「私は大丈夫よ。ユンちゃんは？」

「俺は、このポーションの生産者だからな。注意点は、自分で分かってるよ」

　ただ、試しに投げて使った時、閃せん光こうを自身で浴びてしまったのは、恥はずかしくて言えない失敗である。

　現に、今クロードが目を押さえてのたうち回るような行動を既にしていたのだ。

　それも【空の目】のセンスで目が良すぎる所せ為いで、強い光を受けてＨＰが大おお幅はばに削けずられたりした。

　そして、天井を見れば──三つの円に光が灯り、ガコンと何かが嵌はまるような音と共に、ゴゴゴッと小さな震しん動どうを感じる。

　そして、天井の一部が空き、三つの円の彫り込みが降りて円柱が姿を現す。

　このギミックが止まるのは、もう少し時間が掛かかりそうだ。

「必要なのは、光量だったようだな」

「これなら、さっきのユンちゃんが投げた【閃光液フラツシユ・リキツド】かしら、それを持っていればこのギミックを誰だれでも簡単に開通することができるわね」

　セイ姉ねぇの言葉に、少しはマイナーな魔法薬のレシピが役立って良かった、と思い、微び笑しようを浮かべる。

「なるほどねぇ。なら、花火とかのジョークグッズでもこのギミックを解除できそうだな」

「そうだな、そういうアイテムの方が、もっと手に入りやすいかも」

「けど、魔法薬かぁ。嬢ちゃんは、他ほかにどんな魔法薬を作れるんだ？」

「一応、各属性のがあるよ。武器に塗ぬれば属性ダメージが付与できるし、投げれば視界を暗くら闇やみにできる【宵闇液ブラインド・リキツド】や周囲に激しい音をかき鳴らす【音響液エコー・リキッド】とかがあるよ」

　ミカヅチの質問に答えると、ミカヅチは、すぐにこの作り手が少ない魔法薬の使い方を提案してくる。

「この【閃光液フラツシユ・リキツド】と【音響液エコー・リキッド】ってやつを組み合わせれば、スタングレネードっぽいやつができるぞ。視覚と聴ちよう覚かくを麻ま痺ひさせることができる。それに【宵闇液ブラインド・リキツド】ってやつは、闇やみ魔ま法ほうの《スモッグ》みたいな攪かく乱らんに使えそうだな」

　主に、対人系のアイテムとして重宝しそうだ、とのミカヅチの言葉に、なるほど、と感心する。

　俺とミカヅチのやり取りをセイ姉ぇが微笑ましそうに見つめ、クロードが閃光の直視から立ち直る。

　そして、天井の彫り込みが下まで降りてくると、円柱の側面から細長い板が伸のびて螺ら旋せん階段を形成する。

「ふぅ、まだ目が痛い。そして、ギミックの解除の後は、これで上に上れ、ということか」

「そうかもな。とりあえず、行こう」

　ミカヅチを先頭にセイ姉ぇ、俺、クロードの順番で現れた円柱の螺旋階段を上り、天井の空いた上を目指す。

　少しだけ天井の奥は薄うす暗ぐらかったが、すぐに光のある広間に辿たどり着く。

　そこがアスレチック同士を繫つなぐ広間に似ていることから、ここが隠かくされた広間であることがすぐに分かる。

　そして、その広間の中央には、一本の巨きよ大だいな樹きが立っており、そのシルエットを見上げる。

　その樹は高さ20メートルはあり、よくよく目を凝こらせば、一本の巨大な樹は二種類の樹木が互たがいに絡からまり、巨大な樹のシルエットを作っていたことに気付く。

「リンゴとイチジク？」

　絡まるように互いに支え合う不思議な巨大な樹には、真っ赤なリンゴと紫むらさき色いろのイチジクのような果実がぶら下がっている。

「ふむ。セフィロトの樹だから、それ関連の果実か。聖書での知ち恵えの実とは、リンゴという説もあれば、イチジクという説もあるが、両方とはな」

　雑学的知識豊富なクロードがそう呟つぶやき、俺たちは巨大な複合樹に近づく。

　そして、そんな巨大な樹の目の前まで来た俺たちの手元に、ふわりとリンゴとイチジクが一つずつ落ちてくる。





　セフィラの果実【素材・食材】

　ＨＰ＋10％、ＡＴＫ＋10、ＤＥＦ＋10　追加効果：ＨＰ＋30％、ＭＰ＋30％

　イチジクに似た特別な果実。原初の人々が食していた神秘の食べ物。




　ダアトの果実【素材・食用】

　ＭＰ＋10％、ＩＮＴ＋10、ＭＩＮＤ＋10　追加効果：ＨＰ＋30％、ＭＰ＋30％

　リンゴに似た特別な果実。原初の人々に食べることを禁じられた神秘の食べ物。






　手元に来た果実は、それぞれ果物系の食用アイテムであった。

　また使用すると一時的に身体系や魔法系のステータスを強化する効果付きに俺は、少し微び妙みような表情を作る。

「ユンちゃん、どうしたの？」

「いや……この効果はいいんだけど、リゥイとザクロやＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターのキョウコさんと分けるのには足りないよなぁ」

　俺の呟きに、そんなことか、と微び苦く笑しようするミカヅチだが、俺にとっては、そんなことではない。

　まぁ、色々と果物を使った料理をするにも一個だけでは数が足りない。

「よし、数が足りないなら……」

「ユン、何をするんだ？」

　若じやつ干かん不安そうにこちらを見つめるクロードだが、俺は、装備センスの一つを【錬れん成せい】センスに切り替かえる。

　最近、【錬金】と【合成】センスが一定レベルに達し、統合先の【錬成】センスが発生し、取得した。

　統合されても取得した【錬金】や【合成】スキルは、そのまま使用できる。

　そして、俺が使うのは──

「やっぱり、これも使える。──《下位変へん換かん》！」

【錬金】スキルの基本である物質変換スキルを利用し、リンゴとイチジクを下位の存在に変化させる。

　そして変化した結果──

「よし、成功だ。これでまた【アトリエール】に新しい果樹が増えるぞ」

　俺は、知らず知らずのうちに弾はずむ声が出る。

　そして、ハッと気付くとジッとセイ姉ぇとミカヅチ、クロードからの視線を集めている。

「え、えっと……何かな？」

「ユンちゃんらしい方法だなぁ、と思って」

　そう言って、生温かな視線を向けてくるセイ姉ぇ。続いてミカヅチとクロードは──

「これでリンゴとイチジクの大量入手先ができたな。今度は果実酒でも頼たのむわ」

「ユン。俺の果実も種子に変えて欲しい。リーリーがそれらの樹を欲ほしがるだろうからな」

　ミカヅチは、どこまでもお酒に関連付け、クロードは木工師であるリーリーのお土産みやげとして俺に《下位変換》を頼んでくるのでその場で種子に変えて、クロードに渡わたす。

　その後、この隠された広間を調べたが、捻ねじれる複合樹以外は何も見つからなかった。

　大人しく入ってきた２番コースに戻もどり、そこから、地下渓けい谷こく側のポータルを目指して、【ヤオヨロズ】のギルドホームに移動し、その日は、のんびりと過ごすのだった。







　　　三章　隠いん者じやと死神







　遠えん征せい３日目のアスレチックでは、昨日と違ちがい、俺とクロードは別々に行動している。

　クロードは、マギさんやリーリーに会いに出かけ、そのついでに昨日の成果であるセフィラとダアトの果実の種をリーリーに渡すようだ。

　セイ姉ぇとミカヅチは、大規模遠征の主しゆ催さい者しやとして【ドワーフの国ルート】だけではなく他の遠征先の様子も確かめに行っているらしい。

「俺もいい加減、ドワーフの国に行かないとな」

　俺の所持センスなら、【混乱】と【呪のろい】の状態異常バツドステータスの２番コースを抜ぬけ、14番の水中アスレチックを【泳ぎ】センスで楽に進み、そこから22番コースという最短経路でドワーフの国を目指してもいい。

　だが、俺は、最もアスレチックの接続数が多い２番コースを抜けた広間で寄り道して、各アスレチックのコースの特性を利用してレベリングしている。

　そして現在いるアスレチックは、エリア全体が暗くされた迷めい路ろになっており、そこを巡じゆん回かいする監かん視しロボット型のＭＯＢから隠れて進む９番コースにいた。

　監視ロボットの要素は、１番コース。迷路は２番コースに似ているが、より暗く、より監視ロボットの索さく敵てき能力が高い。

　また、迷路の中で見つかると、一定間かん隔かくで配置されているチェックポイントに転移させられ、連続で発見が続くと失敗扱あつかいされ、最初の広間まで戻されるルールとなっている。

　そして、常時監視ロボットが巡回し、索敵範はん囲い内の大きな物音や話し声に反応して追つい跡せきしてくる可能性があるので、この薄暗いコースにいるだけでも【隠おん密みつ】センスに経験値が入ってくる。

「ふぅ、何度か危ない場面はあったけど、認にん識しき阻そ害がい系の装備やセンスの効果は確かに強いなぁ」

　明らかに監視ロボットの光に当たったが、【隠密】センスや防具やアクセサリーの認識阻害系の追加効果が重複した結果、数秒程度なら発見から転移までの猶ゆう予よが生まれた。

　その僅わずかな時間に、暗がりに逃にげ込むことができれば、セーフ扱いになるらしい。

「けど、後の人には悪いことしたなぁ」

　俺のセンスや装備の効果によるゴリ押し気味の攻こう略りやくに、自分も行けると感じた後続のプレイヤーが早さつ速そく、監視ロボットの光を浴びて、途と中ちゆうのチェックポイントに転移させられていた。

「とりあえず、もう少し【隠密】センスのレベルを上げてからドワーフの国を目指そう」

　俺は、一度、休きゆう憩けいのために迷路の行き止まりに入り込む。

「それじゃあ──《ストーン・ウォール》！」

　行き止まりの通路に、監視ロボットが入って来られないように、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの《ストーン・ウォール》で通路の一部を封ふう鎖さする。

　だが、ただ石いし壁かべを生み出し通路を封鎖したところで、石壁の色合いの違いなどで監視ロボットに気付かれてしまう。

　だから、【隠密】センスで取得した新たなスキルを併へい用ようする。

「対象は、石壁──《ミミクリー》！」

　俺は、周囲に擬ぎ態たいする【隠密】スキルを石壁に対して発動させる。

　すると、石壁の質感や色合いが周囲の壁や床ゆかに近づき、同化する。

「よくよく見れば、ちょっと擬態した石壁の方が色が薄うすい気がするけど、パッと見ただけじゃわからないよな」

　この《ミミクリー》という擬態スキルは、本来プレイヤー自身が木々や岩などのオブジェクトに同化し、巡回する敵ＭＯＢを待ち伏ぶせたり、気付かれずに接近するのに使われるスキルだ。

　擬態して敵ＭＯＢに気付かれないように背後から接近し、【急所の心得】や【先制の心得】などのセンスと組み合わせるのが、主な使い方である。

　だが俺は、【空の目】のターゲティング能力と組み合わせて自分以外のものを周囲に擬態させることができた。

　それが、擬態石壁による安全地帯の確保である。

　これなら物理的に監視ロボットが入り込む心配もなく、ゆっくりと休憩することができる。

「はぁ、疲つかれた。ちょっと、甘い物食べよう」

『きゅっ！』

　俺の甘い物、という発言に反応したのか、召しよう喚かん石に戻っていたザクロがポフンと音を立てて勝手に現れる。

　その様子に微苦笑を浮うかべつつ、作り置きしたお菓か子しを取り出す。

　最近は、ブドウ系の食材アイテムを大量に集めたので、干しブドウにしてそれを使ったお菓子をいくつか作った。

　その中の一つとしてレーズンバターサンドを取り出す。

　タルト生き地じのサブレにバター、生クリーム、香かおり付けのバニラエッセンス、砂糖、ラム酒に漬つけたレーズンを練り合わせてレーズンバタークリームを作り、サブレ生地に挟はさんで冷やしたお菓子だ。

　練り込んだバターの塩気と砂糖の甘さ、嚙かみ締しめると、じわっとラム酒が染しみ出すレーズンにサクサク生地のサブレが美お味いしい。

　俺とザクロは、小休止して一つずつ手に取るが、監視ロボットが音に反応するのでザクロは、音を立てないように削けずるように食べるので、狐きつねなのにリスやネズミっぽい食べ方になり、小さく笑ってしまう。

　そして、俺もレーズンバターサンドを食べ、レーズンバタークリームの甘ったるさを流すために、インベントリから取り出したお茶を飲んで口の中をさっぱりとさせる。

「よし、行くか」

『きゅっ！』

「ザクロもついてくるのか？　まぁ、いいけど」

　ザクロのような小型の使し役えきＭＯＢなら、こうした迷路にも連れて行ける。

　最初は、自力でクリアを目指したが、成せい獣じゆう化したザクロの能力を使わなければ、召喚したままでもいいかな、と思ってしまう。

　そして、監視ロボットの死角である迷路の行き止まりから出てきたところで、足元に微かすかな冷気を感じ、直後に遠くで大きな声が響ひびく。

『逃げろ！　絶対にやつに捕つかまるな！』

『死に戻りしろ！　自じ爆ばくを使える奴やつは、早く死に戻りしろ！』

『ゴールデンウィーク中にアイツに会うなんて最悪だ！　クソ！』

　隠密行動が必要になるアスレチックで大声で足音も殺さずに駆かけ出すプレイヤーたち。

　そして、そんな騒そう音おんに反応を示す監視ロボットの駆く動どう音。

　その異質な声と雰ふん囲い気きが迷路の中で広がり──

『うぎゃぁぁぁっ！』

　聞き慣れない断だん末まつ魔まの叫さけびに、俺は目を見開き、ザクロがその声に驚おどろき、俺の胸むな元もとに飛び込んでくる。

「なにが起こっているんだ？」

　俺は、認識阻害のマントである【夢む幻げんの住人】の内側に隠かくすようにザクロを優やさしく抱だきかかえ、音の発生源の方向に静かに進んでいく。

　俺は、通路の角で止まり、慌あわただしく動く監視ロボットに見つからないように曲がり角から覗のぞき込んで、奥を慎しん重ちように確認して進む。

（何が、起こっているんだ？）

　監視ロボットを搔かい潜くぐりつつ、このアスレチックに現れた未知の存在への緊きん張ちよう感かんに心しん拍ぱく数すうが上がる。

　既すでに、大声を出して何者からか逃げだそうとしたプレイヤーはいないのか、音の発生方向は静まりかえっている。

　今は、監視ロボットが自身の存在を知らしめる駆動音がやけに響いて聞こえる。

　そして、迷路の中の暗さで分からなかったが、プレイヤーを探し出す監視ロボの光が照らした通路には、紫むらさき色いろの濃のう霧むが広がっていることに気付く。

　本来、この９番コースには、冷気と紫色の濃霧の要素は存在しない。

　そして、その二つの現象に既き視し感かんを覚えるが、思い出せない。

　だが、頭の中に激しい危機感を感じつつ、引くという選せん択たく肢しはなかった。

　ガシャン、という音と共に、目の前の曲がり角の向こう側を照らしていた監視ロボットの光が消え、迷路の床に監視ロボットが落ちる。

　そして、ジャラジャラというアクセサリーの擦こすれるような音と、金属を引き摺ずるような音が微かに聞こえる。

　俺は、通路の壁に背を預けたまま隠れ、そっと壊こわされた監視ロボットの奥に何があるのか慎重に覗き込み、息を吞のむ。

「っ!?」

　思わず叫ばなかった自分を褒ほめたい。

　覗き込んだ曲がり角の向こうには、鳥の嘴くちばしを模したようなペストマスクにつば広帽ぼう子しを被かぶり、カラスの羽根が貼はり付けられた漆しつ黒こくのマントを羽織った存在が立っていた。

　徘はい徊かい型のボスであり、多くのプレイヤーにトラウマを植え付けたＭＯＢ──【死神・グリムリーパー】だった。

　グリムリーパーの漆黒のマントの内側からは、ジャラジャラとした鎖くさり付き鎌かまが床に触ふれて擦れ、その鎖付き鎌の内の何本かは、先さき程ほど光の消えた監視ロボットに突つき立てられている。

　そして、グリムリーパーの奥には、追い詰つめられたプレイヤーたちがおり、手前から順番に大鎌が振ふるわれ、そして倒たおれていく姿が見えた。

　監視ロボットを先に破は壊かいしたのは、アスレチックの特性である発見後にチェックポイントや広間への転移を阻そ止しするためのようだ。

（やばい。来るんじゃなかった。見つからないうちに逃げないと）

　俺は、過去に一度だけグリムリーパーと遭そう遇ぐうし、死に戻もどりしたことがある。

　今回は、他ほかのプレイヤーを襲しゆう撃げきしている最中で、俺にはまだ気付いていないので、その場から離はなれることができそうだ。
















　俺は、胸元にザクロを抱きかかえたまま、気づかれないように息を殺して、一刻も早く立ち去ろうとする。

　その時、グリムリーパーのマントで遮さえぎられていた通路の奥が見え、その奥で死神に追い詰められていたプレイヤーと目が合う。

「た、たすけ──！」

　その直後、グリムリーパーの持つ大鎌がプレイヤーの体に斜ななめから振り抜ぬかれ、ＨＰを失って倒れる。

　だが、最後に腕うでを伸のばして俺に助けを求めたために、背後にいる新たな獲え物ものである俺に気付き、振り返る。

「っ!?　クソ！　──【ボム】【クレイシールド】！」

　俺は、全力でその場から逃げ出し、ありったけのマジックジェムをその場に投げ捨てて駆け出す。

　床から迫せり上がる土壁が通路を塞ふさごうとするが、グリムリーパーは大鎌を振るって土壁を容易に両断し、土壁の向こう側で吹ふき荒あれる【ボム】の多重爆ばく撃げきはマントの内側から伸びる鎖付き鎌を振り回して、散らしていく。

『カカカカッ──』

　こちらを嘲あざ笑わらうような特とく徴ちよう的な声と共に、俺を追い掛かけてくるグリムリーパー。

「最悪だ、会いたくなかった！　《付加エンチヤント》──スピード！」

　自身に速度強化のエンチャントを施ほどこし、迷めい路ろの中を走って行く。

　前回と同じように俺を追い掛けてくるグリムリーパーには、多重爆撃や土壁程度の魔ま法ほうでは、止まらないことは知っている。

　だが、元々グリムリーパーを倒すつもりはない。

　一番相手にさせてはいけない行動は、鎖付き鎌を壁に突き刺さして一気に巻き込み、距きよ離りを詰める高速移動手段だ。

　それにより近づかれたら呆あつ気けなく、あの大鎌が振り抜かれ、倒される未来が想像できた。

　それをさせないためにマジックジェムでありったけの土壁を生み出し、時間稼かせぎに専念し、全力で逃にげる。

「はぁはぁ！　くそ！　出口、どこだ！」

　経験値稼ぎのために９番コースのほぼ真ん中あたりまで来ていたために、コースの出入り口まで遠く感じる。

　その間にも次々と生み出した土壁を引き裂さいて追ってくるグリムリーパー。

「よし！　監かん視しロボットだ！　あれに見つかれば！」

　目の前を巡じゆん回かいして回ってくる監視ロボットを見つけ、そのサーチライトの光に当たり、胸元に抱いたザクロと共に通過した迷路のチェックポイントに飛ばされる。

「よし、ここまで来たら、後はログアウト……って今はできない!?」

　監視ロボットに見つかり短たん距きよ離りを移動したからと言って、グリムリーパーとの戦せん闘とうは継けい続ぞく扱あつかいらしく逃げられない。

　そして、思ったほどグリムリーパーとの距離が離れていないのか、俺の生み出した土壁を壊している音が近くから聞こえる。

「くそっ！　こうなったら隠れてやり過ごすしかない！」

　俺は、逃げながらも見つけた通路の行き止まりに入り込み、《ストーン・ウォール》と《ミミクリー》のスキルを発動させて、通路の奥でしゃがみ込むようにして隠れる。

　周囲に擬ぎ態たいした石いし壁かべの向こう側では、土壁を壊す音が迷路に響く中、途と中ちゆうでその音が途切れる。

　どうやら、俺が生み出した時間稼ぎの土壁が全すべて壊されたようだ。

　そして、途中で巡回する監視ロボットを破壊する音が響き、少しずつ俺の隠れる行き止まりに近づいてくる。

　胸元に抱いているザクロも声を押し殺し、震ふるえて耐たえている。

　カツ、カツ、と歩く足音と鎖付き鎌の鎖が擦れる音が迷路に響き、嫌いやなくらいに緊張感を高める。

（頼たのむ、気付くな！　見つかるな！）

　俺は、他に何か対たい抗こう手段はないか探さぐるためにメニューのセンスステータスを開く。

　現在進行形でグリムリーパーから隠れるという行こう為いをしているために、【隠おん密みつ】センスのレベルが短い間かん隔かくで一つずつ上がっている。

　レベルが17だった【隠密】センスが、18、19、20……と上がっていく。

　センスのレベルが上がるあまりの速さに、余計に恐おそろしくなり、震える。

　グリムリーパーの足音が近づくにつれて、センスのレベルが上がる間隔が速くなり、石壁の手前で足音が止まる。

（……止まった？）

　擬態した石壁の向こう側で、ピタリとグリムリーパーの足音が止まり、静せい寂じやくが周囲に訪おとずれる。

　息を止めて、全神経を尖とがらせて壁の向こうにいるグリムリーパーの姿を想像する。

　センスのレベルが上がる間隔の速さは、まるで俺の緊きん張ちようを表すように思えた。

　そして、何か一つ行動を起こせば、見つかるのではないかという強きよう迫はく観かん念ねんのようなものに囚とらわれ、身動きを取ることができずに身を硬かたくする。

　そして──

　遠くの方で別のプレイヤーの物音が聞こえたのか、そちらの方に向かって歩き出すグリムリーパーの足音が響き始める。

　何とか誤ご魔ま化かせたか、とそっと溜ため息いきを吐はき出し、ザクロを抱き締しめていた腕の力を少し緩ゆるめる。

「なんとかやり過ごすことができたぁ」

『きゅぅ～』

　俺とザクロは、共に迷路の壁に寄り掛かるようにして、脱だつ力りよくする。

　その際、隠れるためにできることはないか開いたセンスステータスが目に入る。

　格上の徘徊型のボスＭＯＢと遭遇して、隠れてやり過ごした結果、【隠密】センスのレベルが29まで急きゆう上じよう昇しようしていた。

　それに伴ともない、隠密系の他のスキルも幾いくつか取得しており、図はからずもパワーレベリングになっているが、今は置いておくとしよう。

　あとは、時間経過による戦闘状態が解除され、ログアウトすれば完全に逃げ切れる。

「危なかったぁ。グリムリーパーに倒されると、特とく殊しゆデスペナルティーがキツイからなぁ」

　グリムリーパーに倒されてしまうと、特殊デスペナルティーで３日という長時間ステータスが低下させられてしまう。

　このゴールデンウィーク中には、起きて欲しくない弱体化である。

「さて、そろそろログアウトできるかな」

　俺が呟つぶやき、メニューを操作しようとしたところで、【隠密】センスのレベルが一つ上がる。

「えっ？」

　なんで？　と思い、辺りに耳を澄すませてみると他のプレイヤーの方に向かっていったグリムリーパーが、すぐに引き返してきた。

　きっと自爆スキルで死に戻りすることで、グリムリーパーの特殊デスペナを回かい避ひしたのだろう。

　そして、再び俺たちの目の前の石壁を通過した時──

『カカカッ──』

「ひっ!?」

　特徴的な声と共に金属が叩たたき付けられるような鈍にぶい音が響ひびき、思わず、悲鳴を上げてしまう。

　擬態した石壁は、土壁ほど容易には破壊できないが、振り下ろされた大鎌の先せん端たんが石壁を貫かん通つうする。

　抉えぐるように引き抜かれた大鎌が空けた穴の向こうには、腰こしを屈かがめるようにしたグリムリーパーのペストマスクの一部が見え、こちらを覗のぞき込んでいるように見える。

　もし、人間だったなら──見つけた、とでも言って、粘ねん着ちやく質しつな声と笑えみを浮うかべるだろうと想像し、鳥とり肌はだが立つ。

「どうする、どうする、見つかった！」

【隠密】センスのレベルが再び急上昇を始め、俺は軽いパニックを起こす。

『きゅ、きゅっ！』

　だが、ザクロの鳴き声に俺は少しだけ落ち着きを取り戻し、その間に、グリムリーパーの大鎌が振ふるわれ、擬態した石壁が少しずつ削けずられ始めている。

「何か、何か方法を！　そうだ！」

　俺は、すぐさまセンスステータスから急上昇してレベル30を超こえた【隠密】センスを成長させ【潜せん伏ぷく】センスを取得する。







所持ＳＰセンス・ポイント30




【長弓Ｌｖ42】【魔ま弓きゆうＬｖ26】【空の目Ｌｖ28】【看破Ｌｖ40】【俊しゆん足そくＬｖ33】【魔道Ｌｖ34】

【大地属性才能Ｌｖ17】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ11】【調薬師Ｌｖ30】【料理人Ｌｖ21】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ26】【潜伏Ｌｖ１】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【調教Ｌｖ42】【念動Ｌｖ９】【錬れん成せいＬｖ3】【彫ちよう金きんＬｖ43】

【生産職の心得Ｌｖ27】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】

【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ15】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】









　──【潜伏】センスを取得しました。

　──【隠密】系スキルとして《シャドウ・ダイブ》を取得しました。






「よし、これで！」

　インフォメーションからのメッセージを受け取り、小さく拳こぶしを握にぎる。

　ミュウのパーティーメンバーのトウトビが以前使っていたスキルだ。

　亜あ空くう間かんに入り込み、影かげの中を移動する隠密系のスキルが今は望みだ。

「──《シャドウ・ダイブ》！」

　俺は、早さつ速そくスキルを発動させて、この暗い影の多い迷路の床ゆかに体を沈しずませていく。

　だが、《シャドウ・ダイブ》の効果は、自分自身にしか適用されないのか、ザクロが床で弾はじかれてしまう。

「くそっ！　ザクロを送そう還かんするか……いや、違ちがう！　ザクロ──《憑ひよう依い》！」

『きゅっ！』

　俺は、ザクロに憑依するように命令を出す。

　影の中に下半身を沈めた俺は、胸むな元もとに飛び込んでくるザクロを受け止め、一体化する。

　これにより、俺の体に狐きつねの耳や三さん尾びが生えるが、同化したことで【隠密】スキルが適応され、共に影の中に入り込むことができた。

　亜空間の影の中に逃げ込むことができた俺とザクロは、その直後にグリムリーパーの大おお鎌がまによって崩くずされる石壁を亜空間の中から見つめる。

『カカカッ？』

　崩れた石壁を大鎌の先で突つつき、退どかしながら、行き止まりの通路にグリムリーパーが入り込んでくる。

　だが、居るはずの俺たちがいないことにペストマスクを被かぶる頭部が右に傾かたむく。

『カァー？』

　カツカツと床や壁を鎖くさり付き鎌や大鎌の柄えで叩いて調べるが、どこも擬態した石壁のようになっておらず、完全な袋ふくろ小こう路じにペストマスクが反対側に傾き、更さらに角度が大きくなる。

　そんな様子を床下の影の中から見上げる俺と憑依したザクロ。

　グリムリーパーは、影の中に潜もぐり込んだ俺たちを見つけることができず、その場を立ち去るのだった。




　　　　●




【死神・グリムリーパー】が出現した地下渓けい谷こくのアスレチックから脱だつ出しゆつするために、ＯＳＯからログアウトして、再ログインして【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立つ。

　その足で、【ヤオヨロズ】のギルドホームに向かえば、ミカヅチとセイ姉ねぇ、クロードが待機して、グリムリーパーの情報収集に努めていた。

「えっと……元気？」

　ギルドの遠えん征せい先で徘はい徊かいボスというイレギュラーが出現した所せ為いで、ギルドホーム全体がどこか慌あわただしさや緊きん張ちよう感かんに包まれてる。

　そんな中で気の抜ぬけた声を掛かけた俺に、セイ姉ぇが駆かけ寄ってくる。

「ユンちゃん！　アスレチックでグリムリーパーが出現して、それでユンちゃん一人でいるって聞いたけど、大だい丈じよう夫ぶだった!?」

「俺は、大丈夫だよ。なんとか撒まくことができたから」

　セイ姉ぇに心配されて、どこかむず痒がゆく感じる俺は、それを誤魔化すように緊張感のない笑みを浮かべる。

　そんな俺の様子に、ミカヅチとクロードが興味深そうに見つめてくる。

「うちのギルドでグリムリーパーに狩かられたプレイヤーは、少ない。自決用アイテムを用意していたのが幸いして特殊デスペナを受けずに戻もどってきている」

「だが、普ふ通つうにグリムリーパーから無傷に逃にげ出せるプレイヤーは、そう多くない。ユン、成長したな」

　何やら楽しそうに微笑ほほえむミカヅチとクロードに、なんと答えれば良いのか分からず、微び妙みような表情を浮かべる。

　そして、心配したセイ姉ぇに手を引かれて、隣となりに座らされて構われ始める。

「さて、ユンちゃんの無事が確かく認にんできて良かったわ。それに特殊デスペナも受けていなくて良かった」

「そうだな。さて、これからの話をするか」

　ミカヅチは、そう前置きする。

「やっぱり、グリムリーパーが出現したから、アスレチック攻こう略りやくは中止？　【ドワーフの国ルート】での遠征は、お預けか？」

　徘徊型ボスであるグリムリーパーが、いつアスレチックから居なくなるか分からない。

　その間、ミュウやタクたちの【地下渓谷深部攻略ルート】やマギさんやエミリさんたちの【海岸進出ルート】に移るべきか、と考える俺にミカヅチが否定する。

「嬢じようちゃんは、何を言っているんだ？　勿もつ体たいないだろ、こんな千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを」

「はい？」

「ふむ。確かにグリムリーパーは、出現当初は強敵だった。多くのプレイヤーが狩られ、凶きよう悪あくなデスペナルティーを負った。だが、ＯＳＯの事情も刻一刻と変わっている」

　ミカヅチの言葉を引き継つぎ、語り出すクロード。

「プレイヤーのセンスレベルの成長、装備の強化、蘇そ生せい薬やくなどの幅はば広ひろい消費アイテムなど。これらを以もつてすれば倒たおせない敵ではない」

「まさか……」

　あの暗い迷路の中を追つい跡せきされ、ホラーチックな展開に巻き込まれた俺は、ミカヅチたちのその考えを拒きよ否ひしたい。

「グリムリーパーの居場所は、特定されているんだ！　こっちから狩りにいくぞ！」

「やっぱりかー！」

　俺が頭を抱かかえて声を上げると、そんな俺をセイ姉ぇが慰なぐさめてくれる。

「確かにグリムリーパーは、強いボスＭＯＢだけど、不意打ちや奇き襲しゆうに特化しているから、逆にこちらから攻せめる分には優位に戦えるはずよ」

　大たい抵ていのボスは、エリアの奥やダンジョンの奥などに待ち構えているために準備をして挑いどむことができる。

　逆にグリムリーパーとの戦せん闘とうは、ほぼ遭そう遇ぐう戦せんの不意打ちから始まる。

　人型に近い小型ボスであるために、場所を選ばず出現する。

　狭せまい通路や足場の悪い山さん岳がく部。ソロや少人数パーティーで遭遇すると、難易度は一気に跳はね上がる。

　だけど、今は、アスレチックの中を徘徊しており、ある程度の居場所をコントロールして戦闘することができるらしい。

「本当に戦うのか？　グリムリーパーと……」

「当たり前だ。むしろ、トップ勢のプレイヤーたちが率先してグリムリーパーを狩ってドロップアイテムを狙ねらっているんだ。半年前は恐きよう怖ふの存在でも今は美お味いしい獲え物ものだ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべるミカヅチから視線を外し、助けを求めるようにセイ姉ぇを見る。

　きっと、セイ姉ぇなら、俺の思いを理解してくれると思い──

「ごめんね、ユンちゃん。実は、グリムリーパーのドロップアイテムに【奪だつ命めい刃じん・デスサイズ】ってユニーク武器があるのよ。だから、私は、ユンちゃんとクロードくんも一いつ緒しよに手伝って欲しいなぁ、と思うの」

　セイ姉ぇは、物ぶつ欲よくセンサーで欲ほしいアイテムが中々手に入らない。

　だが、それでも目当てのアイテムを手に入れるためなら、俺にも戦闘に参加させるつもりだ。

　そして、次に俺と一緒にパーティーを組んで遠征に参加しているクロードを見る。

「いいのではないか？　俺は、ボスに挑むのはやぶさかではないぞ。滅めつ多たに遭遇しないボスなら、挑めばいい」

　それに蘇生薬があるなら、滅多に死に戻りはしないだろう、とクロードは言う。

「いや、その……パーティーバランスが悪いだろ？　前衛はミカヅチ一人だけだし」

「おっ、そうか。それじゃあ、一人で前衛の役割をこなさないとな。それか、嬢ちゃんが前衛代理で挑むか？」

　俺は、何とかグリムリーパーへの挑ちよう戦せんを取りやめさせる理由を探すが、ミカヅチには気にする程度の問題ではないらしい。

「まぁ、全部が全部思い通りに行かないのも醍だい醐ご味みってやつだ！　さぁ、とりあえず、挑みに行くか！」

「はぁ、俺はただドワーフの国に辿たどり着ければ、それで良かったのにな」

「まぁまぁ、ユンちゃん。グリムリーパーを倒したら、そのままドワーフの国に繫つながるアスレチックを案内してあげるから落ち込まないで」

「……なぁ、セイ姉ぇ。もしかして、俺のドロップ運に期待している？」

　俺がジト目をセイ姉ぇに向けると、微笑みを浮うかべたまま視線を逸そらされた。

「そ、そんなことないわ」

「……それと、もう一つ、クロードのパートナーのクツシタ。種族が幸運猫ラツク・キヤツトだから、それにもあやかろうとしている？」

　幸運猫のクツシタは、成せい獣じゆうになったことで対象のＬＵＫのステータスを変化させる支し援えんスキルが使える。

　味方のＬＵＫを上げれば、クリティカルやレアドロップ率の上じよう昇しようなどを引き起こし、敵のＬＵＫを下げれば、攻こう撃げきの命中精度や回かい避ひの低下などを引き起こす。

　幸運と不運を運ぶ黒猫がクツシタという使し役えきＭＯＢなのだ。

「さて、話がついたところで他ほかの奴やつらに横取りされる前に、グリムリーパーを倒しに行くぞ！」

「あっ、ミカヅチ。ちょっと待てよ！」

　俺は、慌ててメニューの装備やアイテムなどを確かめ、歩き始めるミカヅチの後を追う。

　そして、四人でパーティーを組み、【ヤオヨロズ】のギルドホームに設置されたミニ・ポータルから地下渓谷中層にあるポータルに転移する。

「それで役割は、やっぱり前衛一人に後衛三人か？　あと二人パーティー増やさないか？」

「人数が増えると、グリムリーパーの攻撃が変則的になって動きが読みづらくなる。このくらいなら、私一人でヘイトを受け持てる」

「今回は、人数が少ないし、安定重視のフォローに回るわ。回復魔ま法ほうを主体としたヒーラーの動きをするわ」

「それなら俺とユンが後衛からの火力支援か。俺が闇やみ魔法でユンは、弓矢による攻撃。あとは、使役ＭＯＢの召しよう喚かんによるサポート重視でいいな」

「俺は、使役ＭＯＢにリゥイとザクロがいるけど、広間での戦闘だとリゥイが十分力を発揮できないし、ＭＰの管理が大変になるからザクロだけでいいか？」

　俺は、グリムリーパーへの挑戦にまだ少し及および腰ごしではあるが、ミカヅチたちとの戦闘の打ち合わせには、きっちりと自分の意見を出す。

「なら、嬢ちゃんがザクロ。クロードがクツシタだな。今から呼ぶか？」

「そうする。ザクロ──《召喚》！」

「クツシタ──《召喚》！」

　俺とクロードがインベントリから使役ＭＯＢの召喚石を取り出し、それぞれのパートナーを呼び出す。

　その際、今思いついたのか、セイ姉ぇが疑問をミカヅチに投げかける。

「それでミカヅチ？　どこでグリムリーパーを待ち受ける？　入ってすぐの広間？」

「いや、そこだとアスレチックとの接続箇か所しよが少ないだろ？　それに嬢ちゃんがグリムリーパーに遭遇したのはどの辺だ？」

「えっと……９番コース」

「なら、どのコースに移ってるか分からないからな、接続数の一番多い広間まで移動する。そこならば、他のコースへの中ちゆう継けい点として使われる可能性が高い」

「なら、２番コースを進むか」

　そうして、もう何度も通い慣れた２番コースの状態異常バツドステータスの霧きりの立ちこめる迷めい路ろを進んでいく。

　俺は、【看破】のセンスを持っているので先頭に立ち、罠わななどを確認しながら進むが、その際、グリムリーパーが襲おそってこないかビクビクしながら進む。

「そんなに怖こわがるなって、グリムリーパーの出現には予兆があるだろ？」

「それでも怖いものは怖いだろ！　それに追われる系とかも苦手だし……」

　ミカヅチに笑われ、セイ姉ねぇからは微び苦く笑しようをもらうが俺にとっては真しん剣けんなのだ。

　そして無事、２番コースを抜ぬけた。

　各アスレチックとの接続数が最も多い広間には、コースの特性を利用したレベリングをしていた遠えん征せい参加のプレイヤーたちが多く見られていた。

　だが今は、グリムリーパーの出現で避ひ難なんしているようだ。

「さて、どの扉とびらから入ってくるか。ここで待つか」

「なぁ、そう言えば、本当に来るのか？　徘はい徊かい型のＭＯＢだからどっかに行く可能性は？」

「あるな。けど、そうしたら安全にドワーフの国までポータルを開通できるな！」

　カラカラと笑うミカヅチ。

　不本意ではあるが、グリムリーパーと戦う時、下手に探し回って、こちらに不利な場所で戦闘が始まるよりは、ここで待ち構えていた方が幾いく分ぶんか優位に戦える。

　それに運良く？　遭遇せずに別エリアに移ってくれれば戦わずに済む。

　俺は、そのことを祈いのりながら、ザクロとクツシタを構い倒しながら待つ。

　そして──

『きゅっ！』

『うにゃぁー！』

　ザクロは、俺の胸むな元もとに飛び込み、そのまま体の中に入り込み【憑ひよう依い】する。

　三さん尾びの毛を逆立て、頭頂部に現れた狐きつね耳みみが警けい戒かいするように忙せわしなく動く。

　クツシタも撥はねるように飛び起き、クロードの肩かたに駆かけ上がる。

　使役ＭＯＢたちがいち早く接近する脅きよう威いに気付き、遅おくれて、俺の【看破】のセンスも反応を示す。

「ミカヅチ！　13番コースから現れるぞ！」

「やっと来たか！」

　俺の言葉に、ミカヅチが六ろつ角かく棍こんを構えて、13番コースの僅わずかに開く巨きよ大だいな扉を見つめる。

　その扉の隙すき間まから紫むらさき色いろの霧が流れ込み、広間を覆おおい始める。

　そして、扉の隙間から鎖くさり付き鎌かまが飛び出し、広間の中にいる俺たちを襲ってくる。

「セイ！」

「分かっているわ！　──《ウォーター・ラウンド》！」

　セイ姉ぇが水の丸まる盾たてを複数生み出し、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを操作して鎖付き鎌の勢いを殺し、初撃を防ぐ。

　そして、扉の隙間に大鎌を引っかけるようにして鳥を模したペストマスクを被かぶる【死神・グリムリーパー】が姿を現す。

『カカカッ────』

「嬢じようちゃん、クロの字！」

「わかってるよ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！　《属性付加エレメント・エンチヤント》────ウェポン！　《呪加カースド》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　ザクロと憑依した俺は、ミカヅチにありったけのエンチャントを掛かけ、武器の六角棍には、属性石を使い火属性のエンチャントを施ほどこす。

　対するグリムリーパーには、カースドによる弱体化を掛け、成功する。

「クツシタ、頼たのむぞ！」

『うにゃぁぁぁっ──！』

　続いて、クロードの肩に乗るクツシタが、大きな鳴き声を上げると、俺たちの周りに淡あわい金の光が微かすかに飛び交かい、敵対する不気味なグリムリーパーには、より不気味になるような黒いオーラが纏まとわり付く。

　直前に行ったカースドの暗色系の演出と合わさり、より悪い色合いになる。

「うげっ、なんか演出的に余計に不気味になったんだけど！」

「安心しろ！　クツシタによるＬＵＫの低下の演出だ！」

「さて、逆に狩からせてもらうぞ！　死神！」

　全部の準備が整うと共に、ミカヅチが六角棍を手に駆け出す。

　グリムリーパーは、そんなミカヅチに右のマントの袖そでから鎖付き鎌を何本も射出するが、ミカヅチが最小限の動きで回避し、打ち落として接近する。

　そして、打ち落とされずに後ろの俺たちへと迫せまる鎖付き鎌は──

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

「──《アクア・バレット》！」

　赤い尾おを引く矢が放たれ、その尾から分かれる５本の魔法の矢が次々と鎖付き鎌と相そう殺さいする。

　それでも防ぎきれない攻撃をセイ姉ぇの水球が打ち落として防ぐ。

「セイ姉ぇ、ありがとう」

「大だい丈じよう夫ぶよ。それより、クロードくんは、ミカヅチの援えん護ごを」

「承知した。──《シャドウ・ブリット》《グラビティ・ポイント》！」

　クロードが杖つえを構え、魔法を唱える。

　上段には、影かげで作られた弾だん丸がん。下段には、空間の歪ゆがみが球状の形を取った魔法がそれぞれ横に五つ並ぶ。

　クロードが杖を振ふるのに合わせて、駆けるミカヅチを避さけるように弧こを描えがく軌き道どうで影の弾丸と歪みの球体がグリムリーパーに殺さつ到とうする。

　迫る闇魔法の攻撃をグリムリーパーは右の鎖付き鎌と左の大鎌で払はらい、影の弾丸を斬きり裂さき、そのままの勢いで歪みの球体を斬り裂こうとする。

『カカ、カカッ──!?』

　斬り裂こうとした歪みの球体が粘ねん性せいのあるもののように大鎌に纏わり付き、そして迎げい撃げきできなかった歪みの球体がグリムリーパーの体に当たり、同じように纏わり付く。

『カカカッ──！』

「くくくっ、《シャドウ・ブリット》を囮おとりにしての本命の《グラビティ・ポイント》の味はどうだ？」

　クロードがそう言うと、次々と歪みの球体を受けて、グリムリーパーの肩が下がり、大鎌が自然と下げられる。

「でかした、クロの字！　はぁぁっ！」

　そのまま飛び掛かるように六角棍を振り抜くミカヅチ。

　そして、それを防ぐためにグリムリーパーは、片かた腕うでで軽々と振り回していた大鎌の柄えを両手で握にぎって支え、鈍にぶい動きでミカヅチの攻こう撃げきを防いでいる。

「あの、グリムリーパーが防戦一方……なんで？」

「闇やみ属性の上位【暗黒属性才能】のセンスで習得できる《グラビティ・ポイント》の魔法スキルは、当たった相手の行動を阻そ害がいする効果がある」

《グラビティ・ポイント》の重力球が当たると、動きを鈍くすることができる。

　その効果は、俺が好んで使う《マッド・プール》と同じ枠わく組ぐみの行動阻害の補助魔法である。

　だが《マッド・プール》は、軽量系ＭＯＢには効果が薄うすく、飛行能力のあるＭＯＢには無効化され、更さらに範はん囲い系の魔法であるために味方も巻き込むことがあるのでそれが原因で不人気魔法である。

　対して、《グラビティ・ポイント》は、重力球が当たった相手に効果があるので、《マッド・プール》のような制限がない点から上位互ご換かんと言える。

「さぁ、説明は、これくらいだ。俺たちも攻撃に加わるぞ。──《シャドウ・バレット》《ダーク・スピア》！」

「わかった。──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　クロードが影の弾丸と闇の槍やりを次々とミカヅチを避けるように放つ。

　俺もミカヅチの打撃を避よけるグリムリーパーの行動を予測し、着地点を狙ねらって、強きよう烈れつな弓矢の一撃を放つ。

　カースドによる速度低下と重力球による行動阻害でいつものような高速戦せん闘とうを封ふうじられたグリムリーパーは、徐じよ々じよにミカヅチの打撃を受けてＨＰを減らしていく。

『カカッ！』

　だが、奇き襲しゆう特化とはいえボスＭＯＢである。

　ミカヅチの打撃に合わせて重い大鎌で六角棍を弾はじき上げ、返す刃やいばでミカヅチを斬り裂き反撃する。

「ぐっ！」

　大鎌の斬ざん撃げきを肩から斜ななめに受けたミカヅチは、一撃でＨＰ６割を失う。

　一いつ瞬しゆんでＨＰの半分以上を失い、運悪く【気絶】の状態異常バツドステータスが発生するが──

「ミカヅチ、集中力を切らさない！　──《メガ・ヒール》《リセット》！」

　セイ姉ぇの叱しつ責せきの声と共に放たれる回復魔法でＨＰが元に戻もどり、状態異常バツドステータスも消え失うせる。

「すまん！　セイ！　はぁ！」

「凄すごいなぁ……」

「ああ、攻撃を受けることを見み越こして回復魔法を用意していたのだろうな。それに他ほかにも幾いくつかの魔法を待機させているようだ」

　クロードの解説に、セイ姉ぇは、【遅ち延えん】系センスを使い、回復魔法をいつでも発動できるように待機状態で維い持じしているようだ。

　そんなセイ姉ぇとミカヅチの連れん携けいに感心しつつ、俺たちも後衛での援えん護ご射しや撃げきでグリムリーパーとの戦いに貢こう献けんしていく。




　　　　●




　ミカヅチとグリムリーパーとの戦いは、終始ミカヅチの優勢で進められていく。

　グリムリーパーのＨＰが残り３割を切る中、ミカヅチの猛もう攻こうや俺とクロードの後衛からの攻撃と合わせて、もう一息といったところまで追い詰つめる。

「なんか、意外と呆あつ気けない？」

「ユンちゃん、油断は禁物よ。けど、どんなに脅威に感じても正体や攻略法さえ見つけてしまえば、結局は呆気ないものよ。──《メガ・ヒール》！」

　俺の呟つぶやきに、セイ姉ねぇがそう答えながら、ミカヅチのＨＰを回復させる。

　グリムリーパーの速度が遅おそくなっていると言っても攻撃力は依い然ぜん高いために適度な回復は、欠かせない。

　そんな中──

「そろそろ、《グラビティ・ポイント》の行動阻害効果が切れるぞ！」

「はぁ!?　まだ倒たおし切れていないぞ！　クロの字！　重ね掛がけしろ！」

「さっきから狙っているが、俺の攻撃だけ的確に避ける！　無理だ！」

　俺の隣となりで杖を構えるクロードがミカヅチに警告を放ち、戦闘に僅かな不和が見られる。

　確かに、ミカヅチが激しく攻せめ立てる間に俺やクロードも攻撃や補助魔法を使う。

　俺の場合は、【空の目】のターゲティング能力と魔法スキルを組み合わせており、視し認にんする限り、ほぼ確実に当てられる。

　そのために、カースドによる弱体化を切らさぬように、重ね掛けしている。

　だが、クロードの放つ《グラビティ・ポイント》の重力球は、一度警戒されてしまった結果、弱体化しても元々高速戦闘をしていたグリムリーパーによって容易に回かい避ひされてしまう。

　そして──

『カァァァッ──！』

　歓かん喜きのような鳴き声を上げ、大おお鎌がまを片手で軽々と振り始め、今まで封じられていた鎖くさり付き鎌がマントの内側から何本も溢あふれるように床ゆかにこぼれ落ちる。

「それを使わせるかぁ！」

　ミカヅチが追い打ちを掛けるように六ろつ角かく棍こんを振り抜ぬく。

　だが、放たれた鎖付き鎌が広間の壁かべに突つき刺ささり、マントの内側で勢いよく鎖を巻き上げ、俺たちから距きよ離りを取る。

「逃にがすかぁ！　はぁぁっ！」

　ミカヅチは、インベントリから六角棍と同じ長さの黒鉄製の金属棒を取り出す。

　それを肩かたに担かつぐようにして構え、逃げたグリムリーパーに投げつけるが、狙われたグリムリーパーは、鎖付き鎌を上方の壁に突き刺し、俺たちの頭上を高速移動して避ける。

「チッ、逃がしたか」

「ひぇっ!?　なに、あれ!?」

　勢いよく投げられた金属棒は、グリムリーパーのいた壁に勢いよくぶつかり、壁を陥かん没ぼつさせて突き刺さっている。

　投とう擲てき攻撃なら、マギさんの投げ槍などを見たことがあるが、ここまでの威い力りよくは無かったように思う。

　そして、狙われたグリムリーパーだが、ミカヅチに狙われないように鎖付き鎌を別の壁に突き刺し、俺たちの頭上を高速移動している。

「チッ、これじゃあ遅すぎるか」

『カカカッ──』

　そんな俺たちを嘲あざ笑わらうように見下ろし、鎖付き鎌で自由に頭上を飛び交うグリムリーパーは、更にマントの内側から大量の鎖付き鎌を俺たちの方に落としていく。

「うわっ、危ない！」

　グリムリーパーから落とされた鎖付き鎌が振り子のように床面を削けずり、俺たちを狙うように跳はね上がり、襲おそってくる。

「ちっ、今度は、こっちが防戦に回ったな！」

　クロードは、悪態を吐つきながら、肩に乗っていたクツシタを腕うでの前に抱だきかかえ、頭上のグリムリーパーの動きを目で追いながら、襲いかかってくる鎖付き鎌を必死に避けていく。

「なんとか、動きを止めないと──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

『カカカッ──』

　頭上を睨にらみ付け、アーツの弓矢を放つが、軽々と避けられる。

「弓矢でも遅いか……って、うわっ！」

　そして、足を止めた俺に鎖付き鎌が襲いかかり、思わず、顔を庇かばうように両腕を交差させるが、鎖付き鎌に斬り裂かれる痛みが訪おとずれることはなかった。

『きゅっ！』

「そうか、ザクロが守ってくれたのか」

　そっと目を開くと憑ひよう依いしたザクロの尻しつ尾ぽによる【自動防ぼう御ぎよ】で鎖付き鎌を捕つかまえて、攻撃を防いでくれた。

　そして、グリムリーパーは、俺たちを一いち瞥べつして腕を引くようにして鎖付き鎌を巻き上げ、ザクロの尻尾に摑つかまれた鎖付き鎌を引き戻す。

「このままじゃ、埒らちが明かない！　全員大だい丈じよう夫ぶか？」

「私は、平気よ！　ユンちゃんとクロードくんは？」

「俺は、ザクロが守ってくれたから平気！」

「俺は、クツシタを守ってボロボロだ！」

　ザクロが守ってくれる俺とは対照的に、クロードは、クツシタを守るために肩や背中に鎖付き鎌を受けたのか、ダメージを受けている。

　右手に長杖、左手にクツシタを抱かかえるためにポーションを使う暇ひまがなく、すぐさまセイ姉ぇが待機させていた回復魔法を消費してクロードを回復させる。

「さて、残るＨＰは３割で相手は、本気。ちょっと見通しが甘かったかな？」

　そう呟くミカヅチ。

　確かに倒せない相手ではないが、クロードの重力球による行動阻害の効果が消え、相手が自由に動き始めた。

　それに攻撃が前衛のミカヅチに集中していたのが、自由に動き、分散し始める。

『カカカッ──！』

「やっぱり、弱いところから狙う！　他のＭＯＢとは、行動ルーチンが違ちがうか！」

　上方の壁に鎖付き鎌を突き刺し、それを支えにこちらを見下ろすグリムリーパーは、クロードの近くに鎖付き鎌を放ち、鎖を巻き上げて高速接近する。

　そして、クロードの側そばに降り立つグリムリーパーは、大鎌でクロードと胸むな元もとに抱えるクツシタを両断しようと一いつ閃せんするが──

「──《アイス・ウォール》！」

　地面に降り立ったグリムリーパーとクロードの間に分厚い氷ひよう壁へきが迫せり上がる。

　氷壁に大鎌の一閃が食い込み、クロードとクツシタを守る。

「すまない！」

「余よ所そ見みをするなよ！　お前の相手はこの私だ！」

　クロードは、バックステップを刻んで氷壁越ごしのグリムリーパーから距離を取り、グリムリーパーは氷の壁に食い込んだ大鎌を抜くのに手間取り、その背後からミカヅチが獰どう猛もうな笑えみで襲い掛かる。

『カカカッ──！』

　グリムリーパーは大鎌を引き抜く勢いから半回転して、ミカヅチの一撃を弾き返し、鎖付き鎌を壁に打ち込み、高速で高所へと離り脱だつする。

『カカカカカッ！』

　嘲笑うような鳴き声のグリムリーパーを俺たちは、睨むように見上げる。

「ＨＰは残り３割。それに後衛の方を積極的に狙ってきやがる」

　ヒットアンドアウェイの戦い方をする俺としては、こうしてやられる側に立つと地味に苛いら立だちを覚える。

　そして、次の襲しゆう撃げき相手は──

「セイ姉ぇか！」

「──《ウォーター・ラウンド》！」

　無数の水の丸まる盾たてを生み出し、次々と放たれる鎖付き鎌を防ぐセイ姉ぇ。

　だが、セイ姉ぇの後方の床に一本の鎖付き鎌が突き刺さり、回り込むような軌き道どうでグリムリーパーが移動する。

　ヒーラー主体の動きで回復魔ま法ほうを【遅延】スキルで常時ストックしていたために、グリムリーパーの攻こう撃げきを防ぐ魔法を展開できない。

「っ!?　──《グラム・ソード》！」

　咄とつ嗟さに、杖つえに水の刃やいばを生み出し、至近距離で打ち合いを始めるセイ姉ぇだが、元々後衛の魔法使いであるためにすぐに押し負けてしまう。

「うくっ、きゃっ!?」

　大鎌の振ふり抜かれる一撃を杖の柄えで受け止め、後ろに大きく跳とんで勢いを殺す。

　その際にストックされた回復魔法を自身に使い、受けたダメージを回復させる。

「セイ姉ぇ！　追撃はさせない！　──《シュートボム》！」

　俺は、セイ姉ぇへの追撃を防ぐためにグリムリーパーに矢を放ち、避よけた先に《シュートボム》を座標発動させ、着地狩がりする。

　自ら突っ込む形で爆ばく発はつの中に飛び込み、突き抜けていくグリムリーパーは僅わずかにダメージを負う。

　そして、爆発を抜けた直後、俺の方に方向転てん換かんして向かってくる。

「よし、こっちに来たぞ！」

　猛もう烈れつな方向転換と共に放たれる鎖付き鎌の射出を憑依したザクロの尻尾が弾はじき防ぐ。

　だが、防ぎ切れない鎖付き鎌が俺の太ももや脇わきを掠かすめる。

　その攻撃で【身代わり宝玉の指輪】が代わりにダメージを引き受けるが、一回ごとに宝石に罅ひびが入り、グリムリーパーが間近に迫せまってくる時には、宝石が砕くだけ散っていた。

『カカッ！』

「──《ストーン・ウォール》！」

　グリムリーパーとの間に石いし壁かべを生み出す。

　互たがいの視界が遮さえぎられる中で、グリムリーパーは、勢いづいた大鎌の一閃で石壁を一気に切り崩くずす。

　だが、その向こう側には、既すでに俺はいない。

（危ねぇぇ……）

（きゅぅ～）

　石壁を生み出した直後、隠おん密みつスキルの《シャドウ・ダイブ》で石壁の影かげに入り込んだ直後、頭上を大鎌が振り抜かれるのが見えた。

　その鋭するどい一撃にザクロと共に冷ひや汗あせを搔かきながら、石壁の影からグリムリーパーの影に移る。

　そして──

「やっと、捕まえた」

《シャドウ・ダイブ》による緊きん急きゆう回かい避ひから影を伝って背後に回り、半身だけ影から姿を現した俺は、憑依したザクロの三さん尾びで背後から羽は交がい締じめにする。

　それぞれの尻尾が鎖付き鎌を放つ右みぎ腕うでと大鎌を持つ左腕、そして首に巻き付き押さえ込む。

「この距離なら、外さない！　──《弓きゆう技ぎ・鎧よろ通いとおし》！」

　至近距離での弓系アーツ。

　その効果は、防御無視の貫かん通つう攻撃と物理防御の低下だ。

　更さらにグリムリーパーの体に巻き付いたザクロの尻尾に狐きつね火びが灯ともり、グリムリーパーの体を燃やし始める。

　零ゼロ距きよ離りからの強きよう烈れつな一撃とじりじりと狐火で焼かれるスリップダメージにＨＰを残り２割まで減らす中で、この拘こう束そくから逃のがれようとするグリムリーパーが腕や首に力を込こめる。

「ユンちゃんのチャンスをふいにしないわ。──《アイシクル・ロック》！」

「そのまま、動きを封ふうじ続けろ！　──《グラビティ・ポイント》！」

　セイ姉ねぇがグリムリーパーの両足を氷結させ、地面に縫ぬい付け、クロードが重力球による行動阻そ害がいを放つ。

　そして、グリムリーパーの正面に回り込んだミカヅチは──

「全力で行くぞ──《多段撃》《六ろく連れん旋せん打だ》！」

　的確にグリムリーパーの顔面に連続の突つきを放ち、その衝しよう撃げきが押さえ込むザクロの尻尾を伝って俺の体に響ひびく。

「はぁぁぁぁっ！　これで沈しずめぇぇぇぇっ！」

　顔面に連続の突きを放たれ、ペストマスクがボロボロになり、外れて落ちる。

　その内側に見える骸がい骨こつの頭部目がけてミカヅチの六ろつ角かく棍こんが振り下ろされる。

「ヤバッ──」

　その衝撃に下手したら巻き込まれると感じた俺は、ザクロの尻尾の拘束を解き、再び足元の影の中に沈み込み、亜あ空くう間かんに退たい避ひする。

　その直後、爆音が頭上に響く。テクスチャーを隔へだてた向こう側で強引にグリムリーパーの頭部が床ゆか面めんに叩たたき付けられた。

　振り下ろされた一撃が激げき突とつした床面には、放射状の罅割れが広がり、罅割れたテクスチャー越ごしにグリムリーパーと目が合った気がした。

『カカッ──』

　その特とく徴ちよう的な鳴き声と共に、ＨＰを失って光の粒りゆう子しとなって消えるグリムリーパー。

　それに伴ともない、《シャドウ・ダイブ》でグリムリーパーの影に退避していた俺も隠かくれ場所を失い、押し出されるように姿を現す。

「……ふぅ、終わったぁ～」

『きゅっ！』

「ザクロもお疲つかれ様。頑がん張ばったなぁ」

　戦せん闘とうが終わり、俺との憑依を解除したザクロがポン、と俺の目の前に姿を現し、抱だきかかえる。

　そして、グリムリーパーとの戦闘が終わって脱だつ力りよくした俺は、罅割れた床に座り込む中、セイ姉ぇとクロードが小走りで近づいてくる。

「やったよ！　ユンちゃん！　私、レアドロップ手に入れたよ！　けど、２個ダブったー！」

「おー、セイ姉ぇ、おめでとう！　けど、２個って？」

　珍めずらしく物ぶつ欲よくセンサーに掛からずに目当てのユニーク武器を手に入れたようだ。

　実際に、ユニーク武器の【奪だつ命めい刃じん・デスサイズ】を２つも取り出して見せるセイ姉ぇ。

　俺もメニューからグリムリーパーからのドロップを確かく認にんすれば、確かにアイテムが２個ドロップしている。

「あれ？　何でアイテムが２個あるの？　普ふ通つう１個だよな」

「ああ、それは、クツシタの支し援えん効果だな。レアドロップ率の向上とドロップ判定回数の増加だな」

「ほんと！　クツシタちゃん、ありがとうー！」

　そう言って、クロードの肩かたに乗るクツシタを抱きかかえて、撫なでまくるセイ姉ぇ。

　そんなセイ姉ぇの反応にクツシタも満まん更ざらではない様子で撫でられるのを大人しく受けている。

「マジかぁ。私は、ドロップ判定の回数増えなかったから確率だな。しかも、通常ドロップ、運悪いなぁ」

「安心しろ。俺も通常ドロップ１個だ」

「嬢じようちゃんは、どうだ？」

　ミカヅチとクロードがドロップの不幸自じ慢まんをしているところで俺に話が振られる。

「お、俺は──【守しゆ護ご霊れいの紫むらさき水すい晶しよう（大）】と【退たい病びよう返へん呪じゆの匂におい袋ぶくろ】だ」

「あー、グリムリーパーの微びレアドロップの内容だな。どっちも悪くないんじゃないか？」

【守護霊の紫水晶】は、アンデッド系のＭＯＢからごく稀まれにドロップする共通レアドロップで、強いＭＯＢほどサイズが大きいので、グリムリーパーの強さを測る目安になる。

　以前、エミリさんたちと偶ぐう然ぜん復活させたウォータードラゴン・ゾンビからドロップしたものは、中サイズだったので、【錬れん金きん】センスのスキル換かん算さんで10倍の強さがあっただろう。

「宝石の方は、アクセサリーに使うかな。普通の宝石よりステータスへの補正が高いし、もう１個のドロップは──ユニークアクセサリーか」





　退病返呪の匂い袋【装そう飾しよく品】（重量：１）

　追加効果：身体耐たい性せい（小）、精神耐性（小）






　複合的な状態異常バツドステータスに対する耐性アクセサリーに、ステータスへの補正がなく、耐性効果も低めだが、適用範はん囲いが広く汎はん用よう性は高い。

「……でも、なんで匂い袋？」

【死神・グリムリーパー】がアンデッドだから【守護霊の紫水晶】がドロップしたのは分かる。

　だが、なぜ匂い袋がドロップしたのか分からず、実際にインベントリから取り出して匂いを嗅かいでみると、意外といい匂いがした。

「ああ、それは、ペストマスクの嘴くちばしの部分に香かおりの強い物を詰つめていたのが由来だな」

「へぇ、そうなんだ」

　俺は、そう納なつ得とくしつつ、匂い袋を仕し舞まい、戦いの後を眺ながめる。

「うへぇ、ボロボロだなぁ」

　グリムリーパーが鎖くさり付き鎌かまを突き刺さしての高速移動で壁かべの何ヶ所かは穴が空いており、床にはミカヅチが叩たたき付けて割った場所やグリムリーパーの大鎌の斬ざん撃げき痕こんが残っている。

　これらの破は壊かい痕は、時間経過で自然回復するが、他ほかのプレイヤーが見たら、驚おどろくだろうなと思ってしまう。

「さて、行くか？」

「えっ？　行くって、何ど処こに？」

「忘れたのか？　グリムリーパーを倒たおし終えたら、ドワーフの国まで連れて行ってやる、ってよ」

　そう言って、楽しそうに笑うミカヅチは、この広間から最短でドワーフの国に繫つながる14番コースと次の21番コースを進んでいくのだった。







　　　四章　ドワーフの国と蒸留酒







　セイ姉ぇとミカヅチの案内で俺とクロードは、ドワーフの国を目指す。

　14番コースの水すい没ぼつアスレチックは、セイ姉ぇが生み出した氷の足場を渡わたった。

　21番コースは、無重力アスレチックとなっており、通路の間を巨きよ大だいな地ち球きゆう儀ぎを模した球体や平面の足場の岩が行き交かい、ぶつかり合い、障害物となっている。

　その球体や岩を足場にして、すこしずつ進んでいく中で、ミカヅチは、慣れた様子で次から次へと足場を蹴けって進む。

「おー、無重力。なんか、面おも白しろい」

　ふわっと浮うかぶ体に、しばらくは無重力に体を任せる。

　バランスの取り方は、【登山】センスの練習でハーネスを着けて宙づりになった時の経験が生きているのか、安定する。

　使し役えきＭＯＢのザクロとクツシタは、初めての無重力に足をばたつかせてその場でクルクルと回り始めた。

『きゅ、きゅぅ～』

『うにゃぁ～』

「はははっ、楽しそうだな」

　ザクロとクツシタを見て笑うクロードは、グリムリーパーに使った行動阻そ害がい魔ま法ほうの《グラビティ・ポイント》を自身に使い、無重力通路の地面をスタスタと歩き、クツシタを捕つかまえた後、ミカヅチを追う。

「嬢ちゃんやクロードも早く来い！　あと、うっかりオブジェクトに挟はさまれて死に戻もどりするなよ」

「ほら、ユンちゃん、行こう」

　セイ姉ぇは弱めの水魔法を使い、その反動で無重力通路を進んでいく。

「わかった。ほら、ザクロは、俺に摑つかまれ」

　そう言って片かた腕うでを差し出せば、ザクロが三さん尾びを腕に絡からめて、抱だき付いてくる。

「よし、ザクロは、しっかりと摑まったな。──《キネシス》」

【念動】センスの魔法は、軽い物しか動かせず、あまり性能も良くない。

　普ふ段だんは、高所からの落下の際に落下ダメージ軽減に使ったり、少し離はなれたところにある物を引き寄せる時に使ったりと地味な魔法だ。

　だが、この無重力通路では、移動の推進力として使えるので、セイ姉ねぇやミカヅチ、自身に重力を加えて床を歩くクロードの後をゆっくりと追う。

　その途と中ちゆう──

「ユンちゃん、目の前に邪じや魔まなものがあるから避よけて進みましょう」

「うーん。動かせない？」

　大きな球体が俺たちの前を遮さえぎるように回っている。

「破は壊かい可能オブジェクトだから壊こわせるけど、壊した破は片へんが無重力通路を飛び交い、襲おそってくるから避けた方が無難だな」

「うーん。あっ、でも《キネシス》で動かせるかも？」

　ミカヅチの注意を聞き、納得するが、ふと試ためしたいことが浮かぶ。

　俺は、目の前の大きな球状を対象に《キネシス》を発動させる。

　遠くに押し出すように力を加えると逆に自分が、遠くに押し出され、引き寄せて退どけようとすると、逆に自分が引き寄せられる。

　どうやら、《キネシス》では質量差で軽い俺の方が簡単に押し負けてしまうようだ。

「あははっ、何やってるんだよ」

「いや、ちょっと試しただけだし」

　ミカヅチに笑われ、恥はずかしさに顔を背そむけてそう言い訳をする。

　だが、無重力で自分より質量のあるものを引き寄せる際に、自分が引き寄せられることを逆に利用し、壁や天てん井じよう、自分より大きなオブジェクトに《キネシス》を発動させて進む。

　すいすいと泳ぐように進む俺に、セイ姉ぇやミカヅチも感かん嘆たんの声を上げる中、21番コースを抜ぬけて、巨大な鉄てつ扉ぴの前に辿たどり着く。

「さて、このアスレチックの終点の広間。そして、その先にドワーフの国がある」

　ミカヅチに案内され、グリムリーパーの影えい響きようで人のいない広間を抜けて、どんどんと下り坂の洞どう窟くつを進む。

　そして、俺が見たものは──

「うわぁ……ドワーフの国ってこんな風になってるのか」

　そこには、逆ピラミッド状に空いた地下空間が広がっていた。

　天井はドーム状になっており、滑なめらかに磨みがかれた岩がん盤ばんに光源が設置されており、ドーム状の岩盤が光を反射して地下なのに、かなり明るい。

　段々に中央に収束するように作られた石の階段と道には、それぞれ接する壁をくり貫ぬき、中に住居が作られている。

　そして、一番底である四角く作られた広間には、中央のポータルを囲むようにＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターの市場が作られており、そこでは遠目にアイテムが販はん売ばいされている。

　そして、何より目を引くのは──

「ドワーフ……あれがドワーフなのか」

　成人男性のドワーフは、俺の胸むな元もとくらいの背のずんぐりむっくりした手足を持つ髭ひげを生やした小さなおっさんだ。

　そのおっさんドワーフたちの手には、ハンマーやピッケルなどが握にぎられており、この地下の岩がん窟くつ都市の所々で金属を叩たたく音が聞こえる。

　子どもや女性のドワーフは、成人ドワーフより一回り小さく髭が生えていないが、褐かつ色しよくの肌はだが特とく徴ちよう的だ。

　そんなドワーフの国でドワーフ以上に目立つ存在もいた。

「カラクリ魔ま導どう人形……そっかぁ、ドワーフの国から来ていたのかぁ」

　体格の小さなドワーフたちに付き従い買い物や仕事を手伝う男性タイプのカラクリ魔導人形たち。女性タイプのカラクリ魔導人形は店番をしている。

　このドワーフの国の頭上には、荒こう野やエリアが広がっている。

　カラクリ魔導人形のパーツが採さい掘くつできる荒野エリアとの位置関係を考えても、おかしくはないのかもしれない。

「さて、ここがドワーフの国だな。早さつ速そく、ポータルを開通させるか」

　ミカヅチの案内に、余よ韻いんも情じよう緒ちよもなく呟つぶやくクロードは、石の階段を降りた市場の中央のポータルまで来る。

　その移動途中、俺は、ＮＰＣの露ろ店てんを興味深げに見るが、ドワーフたちの作るアダマンタイト製の武器や防具、この地下深くで発はつ掘くつされた骨こつ董とう品の数々に感嘆の声を上げ、ミカヅチは、途中の露店でお酒とおつまみを買って、セイ姉ぇに窘たしなめられる。

　そうしたドワーフとカラクリ魔導人形の露店を抜けて、ポータルの場所に辿り着く。

　ポータルに触ふれて、新たな転移先を登録した俺とクロードは、このゴールデンウィークの大規模遠えん征せいの目的の一つを達成することができた。

「ふぅ、本当にドワーフの国に来ることができたんだな」

「ふふっ、ユンちゃん、お疲つかれ様。このあとどうする？　私がこの場所を案内する？」

　セイ姉ぇの言葉に、俺とクロードが顔を見合わせ頷うなずき合う。

「うーん。お願いしたいけど、やっぱり自分で面白そうな場所を探すのが楽しみだから遠えん慮りよしておく」

「うむ。俺も自分で探すことにする」

　そう言うとミカヅチは、残念と肩かたを竦すくめる。

「それじゃあ、私は寄りたいところがあるけど、ユンちゃんたちは来る？」

「寄りたいところ？」

「ええ、発掘屋ってお店があるの」

　ドワーフの国の案内は断ったが、発掘屋には興味があったので、俺たちは、セイ姉ぇについていく。

　セイ姉ぇは、見分けの付きにくい岩窟都市を迷わず歩き、宝箱にピッケルとスコップを交差させた石の看板の掛かかっているお店へと入る。

「いらっしゃい。ここは発掘屋だべ！」

「こんにちは。なにかいいものは発掘できましたか？」

　訛なまり声のドワーフのＮＰＣに、セイ姉ぇが石でできた割わり符ふを渡す。

「48時間発掘コースの割り符だべな。それなら結果は、これだべ！」

　そう言って、中身の入った大きな籠かごを太い腕で軽々と運び、カウンターに乗せてセイ姉ぇに引き渡す。

「セイ姉ぇ、これは？」

「発掘屋よ。コースごとにこのドワーフの国の地下採掘場で採れたアイテムをくれるのよ」

「そうだべ。いらないアイテムは、隣となりのカカアのカウンターで買い取りしているんだべ」

「へぇ～」

　そう言って、セイ姉ぇの依い頼らいした採掘品の籠を覗のぞき込むが……

「折れた剣けんや鉱石とか……」

「ううっ、折角20万Ｇの48時間コースを選んだのに……」

　どう見ても元が取れていない様子だ。

　さっき、グリムリーパーからユニーク武器を２個もドロップした反動か、物ぶつ欲よくセンサーも働き、狙ねらったアイテムは手に入らない様子だ。

「ちなみにセイ姉ぇは、何が欲ほしいんだ？」

「【機き殻かく魔ま杖じよう・クリフォト】ってユニーク武器。まぁ……何い時つもガラクタばかりだけど」

　少し遠い目をするセイ姉ぇに、今までどれだけこの発掘屋にお金を注ぎ込んだのか少し心配になる。

　その一方でクロードもこっそりと48時間コースを購こう入にゆうしている。

「うむ。ロマンを買ったと思えば安いものだ！　はははっ！」

『うにゃっ！』

　腕を組み、高笑いするクロードの頰ほおにうるさいとばかりに、クツシタの肉球が押し付けられている。

　そして、セイ姉ぇは──

「資金はあるからまだ続けられるけど……うーん。売っても二束三文にしかならないガラクタや鉱石はどうしようかしら」

　そう言って、錆さびたり、折れた武器や鉱石を眺ながめるセイ姉ぇ。

「なら、俺が買い取るか？　武器や鉱石なら溶とかしてインゴットに変えることもできるよ」

「ほんと？　なら、お願いしちゃおう──あ、あああああっ!?」

　そう言って、メニューに仕し舞まったガラクタを確かく認にんしていたセイ姉ぇが突とつ然ぜん、大きな声を上げて驚おどろく。

　その声にミカヅチとクロードが何事かと振ふり向き、肩を落として落らく胆たんしているセイ姉ぇを見る。

「ユンちゃん……ユンちゃんが前にプレゼントしてくれたアクセサリー、壊れてた」

　セイ姉ぇは手元を掲かかげるように見せると以前プレゼントしたアクセサリー【蒼あおと銀のミスティックリング】に大きな罅ひびが入っていた。

「なんだ、そんなことか……」

「そんなことじゃないわ！　ユンちゃんがプレゼントしてくれた大切な指輪よ！　きっと、グリムリーパーとの打ち合いの時に壊れたんだ」

　ミカヅチの言葉に、セイ姉ぇが反論し、直後に再び肩を落とすので、慰なぐさめの言葉を掛ける。

「そのくらいなら、また修理して耐たい久きゆう度を回復して元通りにできるよ」

「……ホントに？」

「ああ、確か使われている素材はブルライト鉱石で作ったけど、素材をブルライト鉱石とミスリル鉱石との合金にすれば、性能をアップグレードすることもできるよ」

　その話を聞いて、肩を落としていたセイ姉ぇが安あん堵どする。

「直すなら【アトリエール】の工こう房ぼう部でも強化できるから、壊れたアクセサリーは預かるね」

「うん、ユンちゃん、お願い」

　そう言って、壊れたアクセサリーと共にガラクタなども受け取る。

　その際──

「そうだ。私のアクセサリーの耐久度が尽つきた、ってことは一いつ緒しよに作ったミュウちゃんのアクセサリーも」

「そうだなぁ。同時期に作ったからそろそろ壊こわれるかも。それに、その前にもタクにアクセサリーを渡わたしたんだっけ……」

　ミュウには、【スノーホワイト・ブレスレット】というビーズアクセサリーのブレスレットを渡し、タクには【黒のガードリング】という黒鉄製の指輪を渡してある。

　タクの方は【耐久力向上】の追加効果があるので、中々壊れにくいが、それでも使っていれば耐久力は減る。

　どちらも俺のレベルアップした【彫ちよう金きん】センスで修理とアップグレードが可能である。

「とりあえず、一度メッセージだけ入れておくか」

　暇ひまなら一度、以前プレゼントしたアクセサリーの状態をチェックしたいことを伝える。

　その際、カウンター越ごしにいた発掘屋のドワーフＮＰＣが声を掛けてくる。

「あれま、そこのお嬢じようさんは、ワシらみたいに鍛か冶じもやるんだべか？」

「うん？　一応、【細工】センスでアクセサリーを作るかな？」

「それなら、ワシらの王様のドーヴェに会いに行くべ。あの人は、鍛冶の王様だべ。金属を扱あつかう人は、みんな一度あの人に挨あい拶さつするんだべ」

　俺にアドバイスしてくる発掘屋のドワーフＮＰＣだが、ドーヴェってだれ？　とミカヅチに振り返る。

「あー、ドワーフの国の設定は、一番金属を扱うのが上う手まい者が国王をやるって設定らしい」

「それで、今の王様がそのドーヴェってドワーフＮＰＣよ」

「そう言えば、私らは、【鍛冶】や【細工】系のセンスを持ってないからそんなアドバイス貰もらえなかったけど、行ってみるか」

　そう言って、ニシシッと笑うミカヅチだが、確かに、鍛冶の王様であるドーヴェというドワーフＮＰＣについては、気になる。

「そのドワーフの王様ってのは、何ど処こにいるんだ？」

「この国で一番高い鍛冶屋がドーヴェの工房だべ」

　発掘屋のドワーフが逆ピラミッドの向かい側の上方を指差し、その辺にいるドワーフに尋たずねれば、わかると教えてくれる。

「まぁ、とりあえず行ってみるか」

　俺は呟き、ドワーフの王・ドーヴェの鍛冶屋を目指すのだった。




　　　　●




　俺たちは、特に迷うことなくドーヴェの鍛冶屋に辿たどり着いた。

　俺が先頭に立って鍛冶屋の扉とびらを開けると、そこは普ふ通つうのカウンターがあるお店のようだ。

　奥の工房からは金属を打つ音と熱気が微かすかに流れてくるので、鍛冶屋だと分かる。

　そして、カウンターには、つまらなそうに肘ひじを突ついて座っているドワーフの少女がパッと表情を明るくしてこちらに声を掛けてくる。

「いらっしゃい！　ドワーフの国一番の鍛冶師ドーヴェの工房にようこそ！」

　そう言って、挨拶してくるドワーフの少女に少しほっこりとしつつ、用件を伝える。

「えっと、発掘屋のドワーフにここに行くように言われたんだ。一応、【彫金】センスを持ってるんだ」

「あー、地上の職人さんのお目通りかぁ。ちょっと待ってね」

　そう言って、ドワーフの少女が奥で、おとーちゃん、お客さん！　と声を掛けている。

　そして、金属を叩たたく音が止やみ、奥から一人のドワーフが姿を現す。

「ワシが、ドワーフの王のドーヴェ。この岩がん窟くつ都市一番の鍛冶師じゃ。して、外の人間が何用か」

　他ほかのドワーフＮＰＣに比べたら、一回り体格はいいが、それでも俺より頭一つ分小さなドワーフのおっさんに、またほっこりしつつ、話し掛ける。

「発掘屋のドワーフからここに来るように勧すすめられたんだ」

「ふむ。なら、同業者か。手と道具を見せてくれんか？」
















「なら、これでいいか？」

　そう言って、俺は、インベントリから愛用の黒鉄製のハンマーと掌てのひらを見せる。

　俺の手を揉もむように触ふれ、黒鉄製のハンマーを確かめたドーヴェは、納なつ得とくするように頷うなずく。

「まぁ、及きゆう第だい点じゃな。ミスリル程度なら外の世界の炉ろでも加工はできるじゃろう」

「えっと、それって……」

「ワシについて来なさい」

　そう言って、俺たちは、ドーヴェに案内されて奥の工房に案内される。

　そして、奥の工房では、作業を手伝うカラクリ魔ま導どう人形が鉱石や商品を運ぶ中には──

「あっ、アダマンタイト鉱石とそれを使った武器だ」

「マギが苦戦している、って奴やつだな。最近になってようやく少しだけ成功しているようだな」

【アダマンタイト鉱石】は、マギさんが現在挑ちよう戦せんしている鉱石の一つだ。

　だが、レベルを上げて何度も繰くり返し挑戦して、慣れたことでインゴット化するまで進んだが、それでも成功率は２割を切るほどだ。

　そんな俺とクロードとの会話に、ドーヴェが口を挟はさむ。

「地上で使われる魔法炉は、ワシらドワーフの使う炉に比べれば、一段劣おとる。そんな設備でアダマンタイト鉱石のインゴット化は、困難なはずじゃ。その職人は、優ゆう秀しゆうなのだな」

　そう言って、こちらを見ずに語るドーヴェの言葉に、マギさんが褒ほめられたことに、自分のことのように嬉うれしく思う。

「さて、お主らが使う魔法炉では【アダマンタイト鉱石】やそれ以上に硬かたく熱に強い鉱石の加工は困難じゃ！　だから、ワシらドワーフは、この【魔導炉】を使う！」

　そうして案内されたのは、横に五つ並ぶ鍛冶の炉だ。

【アトリエール】に導入している魔法炉よりも一回りも大きな中規模設置型の設備。

　結けつ晶しよう状の場所に触れることでＭＰを蓄たくわえ、その力を火力に変えるのだが、その火力上限が魔法炉に比べて高く、炉の中の火の色が青白く安定している。

　ただ、その分、ここは余熱で部屋全体が暑い。

「すごい……これがより上位の炉」

「そうじゃ。ドワーフの技術を見せつけるためにこれが存在する」

「……いいなぁ、この魔導炉を【アトリエール】に入れたい」

【アトリエール】の工房部に魔法炉を導入する時は、煉れん瓦が職人のＮＰＣのクエストを受けることで購入と設置をすることができる。

　俺は、期待の籠こもった目でドワーフの王・ドーヴェを見る。

「ここの設備なら、いつ使っても構わん」

「マジで！　これだけの火力なら金属加工が容易になるし、【砂結晶】を溶かすのも早くなる！」

「ただし！　魔導炉は、高火力な高こう炉ろじゃ。その熱を間近で浴びることがどれほど危険か分かっておるか？」

　ギロリと睨にらむような目で見てくるドーヴェに俺は、ごくりと生なま唾つばを飲み込み頷く。

　高熱を発する魔法炉でも難易度の高い金属加工をする際には、炉の限界近くまで温度を高めて作業する。

　その際の余熱は、【炎えん熱ねつダメージ】としてプレイヤーのＨＰをじりじりと削けずっていくので、それより上位の魔導炉のダメージ量がどれだけ高いのか分からない。

　だから、いきなり魔導炉を導入するのではなく、一度お試ためしで使わせるために、ここがあるのだろう。

　その後、使用感を理解したら、購こう入にゆうや設置という手て筈はずになるのだろう。

「分かった。とりあえず、【耐たい熱ねつ効果】のあるものを用意しておく」

「ふむ。賢けん明めいじゃな」

　ドーヴェは、ふん、と鼻を鳴らし、睨んでいた視線を切る。

　そして、俺は、セイ姉ねぇやミカヅチに振り返ると、二人はこの魔導炉の並ぶ部屋の熱気を和やわらげるために手で扇あおぎ、耐たえていた。

「暑いなぁ。けど、この炉の存在は、うちのギルドの鍛冶職人たちも欲ほしがるだろうな」

「そうね。魔導炉の入手方法だけでも聞きましょうか」

　そんな話をしていたセイ姉ぇとミカヅチにドーヴェが目を向ける。

「なんじゃい。鍛冶師でもないのに魔導炉を欲しがるのか」

「ああ、うちのギルドの生産職のために用意したい」

「魔導炉の設置は、ドワーフの王であるワシの許可制じゃ。ワシを認めさせるんじゃな」

　そうして、俺たちのインフォメーションに新たなクエストが発生したことが知らされる。





　──【クエスト：ドワーフの鍛冶王への貢みつぎ物】

　ドワーフとの友好の証あかしとして貢ぎ物を用意せよ。──友好度（０／[image: 300]）






「友好度を満たすタイプのクエストだ。けど貢ぎ物を用意って……そもそも、これって賄わい賂ろ？」

「そんな訳あるかい。こうした貢ぎ物は、技術を教える当然の対価じゃ」

　髭ひげを撫なでて答えるドーヴェになるほどと納得して、セイ姉ぇたちを見回す。

「それでドワーフへの貢ぎ物って何かな？　やっぱり珍めずらしい金属？」

「あとは、ここは地下だから地上の珍しいものとかは、どうかな？　あとは、便利なアイテムとか」

「便利なアイテムかぁ。そうなると、鍛冶をするから耐火クリームや【耐熱効果】を付ふ与よするクールドリンクがいいかな」

　火属性の素材を混ぜ込むことで一時的に耐火効果を付与する【属性軟なん膏こう】やハクガの葉の方を使ったクールドリンクを数十個単位で取り出して、近くのテーブルに置いて、ドーヴェに渡す。

「これなんか、どうかな？」

「うーん？　ほぅ、火除よけの軟膏と熱冷ましの飲み物か。熱冷ましの材料を冷やした酒と炭酸と合わせるとスッとして旨うまい酒になるんだよなぁ」

『──【耐火クリーム】の譲じよう渡と：10Ｐｔ、【クールドリンク】の譲渡：10Ｐｔ追加。残り20／[image: 300]』

「ああ、受け取ってくれるんだ」

「ワシらの必ひつ需じゆ品だからの。じゃが、あんまり連続で渡わたされてもすぐに必要になるわけでもないから困るが」

「ふむ。同じアイテムを連続で渡して友好度を上げようとしても増えないか、マイナスになるということか。なら、これなんてどうだ？」

　次にクロードが取り出したのは、【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】でパティシエのフィオルさんが作ったチョコレート菓が子しだ。

　一口サイズの飾かざり付けられたチョコが綺き麗れいに箱に詰つめられている。

「ほぉ、こいつは綺麗な菓子だのぉ。ほほぉー、黒くて甘い。それに、ほんの少しじゃが酒精が入っておるのか」

『──【チョコレート菓子】の譲渡：30Ｐｔ。残り50／[image: 300]』

「まさか、俺の耐熱アイテムがクロードの出したお菓子に負けた……」

　俺は、そう呟つぶやきながらも嬉しそうにチョコレートを食べるドワーフ王を見る。

　その姿に、ポイント的に負けたが、その喜ぶ小さなおっさんの姿を見ると、なんかどうでも良くなる。

　確かに、俺の渡した属性軟膏やクールドリンクは、日用品的な扱あつかいだ。

　対してチョコレートは、趣し向こう品ひんであるために、反応に大きな違ちがいがあったようだ。

「けど、何を渡せば、好感度が上がるんだ？」

「ドワーフなんだから、お酒じゃないのか？　クールドリンクの素材とお酒と炭酸でスッとするお酒ができるって言ってたし、クロの字が渡した洋酒入りのチョコも喜んでたし」

　そんな、ミカヅチじゃあるまいし……と思ったがドーヴェから、酒があるならくれ、という期待の籠もった視線を受ける。

「一応はあるけど……」

　そう言って俺は、【砂結晶】のガラスに色付けして作った二種類の瓶びんに入ったお酒を３本ずつ取り出す。

　片方は、以前ミカヅチに渡したサムヤマブドウから作った【森もりの血けつ命めい酒しゆ】という赤ワイン。

　そして、もう片方は、キノコエリアと呼ばれる場所から回収した碧へき白はくブドウから作った【霧きりの白精酒】という白ワインだ。

　赤の【森の血命酒】は、ＨＰや身体系のステータスに影えい響きようを与あたえ、白の【霧の白精酒】は、ＭＰや精神系のステータスに影響を与える。

「ううっ、本当はビーフシチューでも作る時に使おうと思った料理酒なんだけど……」

　お酒の飲めない未成年プレイヤーだが、【アトリエール】で仕込んで料理酒代わりに使おうと思っていたのに……

「はい。これで【魔導炉】の設置許可ください」

　俺が若じやつ干かん涙なみだ目めになりながら、現在手持ちのお酒系のアイテムを渡す。

「ほほぉー！　酒じゃい！　酒じゃい！　味見するかのぅ」

　調合で作るのにかなり手間と時間が掛かかる二種類のお酒を一本ずつ目の前でラッパ飲みするドーヴェ。

「その白いやつは、まだ私も飲んだことないやつだ！」

　ミカヅチからそんな抗こう議ぎの声が上がるが、ドーヴェは構わず飲む。

「うむ。うまいがまだ酒精が弱いのぅ。もっと、喉のどを焼くような酒を次は頼たのむ」

『──【森の血命酒】の譲渡：50Ｐｔ、【霧の白精酒】の譲渡：50Ｐｔ。残り[image: 150]／[image: 300]』

「うわぁ、今まで渡したものよりも友好度のポイント高い」

　俺の呟きに、もう方向性はこれでいいような気がする。

「これより強い酒なんて持ってないぞ」

　未成年プレイヤーの俺にお酒系アイテムを持っていないかと、期待されても困る、とぼやく。

「なら、今回の件は、私に任せてもらおうか？」

「ミカヅチ？」

　俺が振ふり返り、小首を傾かしげると、ミカヅチが不敵な笑えみを浮うかべている。

　隣となりのセイ姉ぇも静かに頷くので、ミカヅチに任せるらしい。

「さぁ、まずは、【ヤオヨロズ】のホームに戻もどるか」

「戻ってどうするんだ？」

「とりあえず、宴えん会かいだ！　【死神・グリムリーパー】を討とう伐ばつした記念だ！」

　また宴会か、と胡う乱ろんげな目で見つめるが、ミカヅチは俺の視線を受けても一歩も引かない。

「ユンの嬢じようちゃんは、そんな目で見ないでくれ。宴会をするにも理由があるのさ」

「その理由ってなんだよ」

「まぁ、それはギルドホームについてからだ」

　そう言って、ドワーフ王・ドーヴェの工こう房ぼうを後にして、ポータルから【ヤオヨロズ】のギルドホームに転移する。

　そこで、セイ姉ぇがギルドメンバーたちに宴会の準備を指示するために一いつ旦たん別れる。

　一方、俺とクロードは、ミカヅチに案内されて【ヤオヨロズ】のギルドホームの裏手にある別べつ棟むねに向かった。




　　　　●




「さて、これが私に任せろって言った理由さ。壮そう観かんだろ？」

　ミカヅチに案内されてきたのは、【ヤオヨロズ】のギルドホームの別棟にある酒蔵だ。

　吹ふき抜ぬけの別棟では、いくつもの生産素材を組み合わせて酒系のアイテムの調合の試行錯さく誤ごが行われ、できたお酒を蒸留する大型施し設せつまで完備しているのだ。

「ほんと……こんなのいつの間に作ったんだよ」

「同好の士を集めて作らせた。昔は、アルコールの薄うすい果実酒くらいだったが、今じゃ、幅はば広ひろい種類の酒が造れるぞ。もちろん、ギルドの資金には手を付けず、私個人のポケットマネーから出したものさ」

　ミカヅチが説明する銅製の蒸留器は、稼か働どうされており、温められたアルコールが蒸気となり、冷れい却きやく管で冷やされ、隣の銅の蒸留器に溜たまる。

　またそこでも温められて、更さらに蒸留され、どんどんとアルコールの濃のう度どを高めている。

「これだけ稼働しているなら、もうドワーフ王に贈おくる蒸留酒があるんじゃないのか？」

「酒はあるにはあるが、全部予約済みだ」

　ミカヅチは、俺の隣にいるクロードを顎あごで指し示すとクロードが説明してくれる。

「俺もこの施設の建造に資金を出したからな。【コムネスティー喫茶洋服店】では、フィオルのお菓子やコーヒーの香かおり付け用の酒を予約している」

「そして、この施設で好みのお酒を作るだけで大赤字！　いやぁ～、毎日の資金稼かせぎが辛つらい！」

　そう言って笑うミカヅチに、ならお酒を飲むのやめればいいのに、と思う。

「こんな感じの蒸留施設があるけど、できてるものは売約済み。実際に私らがドワーフ王に贈る蒸留酒が完成するまでには、時間が掛かるのさ」

「だから、待つ間に宴会か？　まぁ、そういうことなら数日くらいは待つよ」

　なんとなく、宴会をする理由に使われたような気がしないでもないが、納なつ得とくする。

「さて、それじゃあ、ギルドホームに戻って宴会の準備でもするか！」

　そして、俺たちは、再びギルドホームの方へ戻り、宴会の準備を手伝う。

　そして──

「ユンお姉ねえちゃん！　グリムリーパーの討伐おめでとう！」

「ユン、お疲つかれさん」

「ミュウ、それにタクたちもお疲れ様」

　同じ遠えん征せい先だったために、ミュウとタクのパーティーが合流して一いつ緒しよに【ヤオヨロズ】のギルドホームにやってきて、声を掛けてくる。

「はい、これ遠征先のエリアで見つけたお土産みやげ。何に使うか分からないけど、あげるね」

　そう言って、色々な敵ＭＯＢのドロップアイテムを押し付けてくるミュウに微び苦く笑しようを浮かべていると、あっ、と思い出したように声を上げる。

「それから、アクセサリーの修理とアップグレードの件だけど、お願いできるかな？　実は、今までの戦せん闘とうで、時々ビーズが欠けちゃって直したいと思ってたの」

　ミュウは、そう言って自身の手首に巻かれたブレスレットを丁てい寧ねいに外し、俺に手て渡わたしてくる。

「ああ、任せろ。ちゃんと、直すだけじゃなくて、性能も良くしてみせる」

　俺が引き受けると、安心したような笑みを浮かべ、今度はタクと替かわる。

「ユン、俺のも頼むわ。お前から貰もらってから、何度も助けられたアクセサリーだから、性能が上がって返ってくるなら、ありがたい」

　タクも自身の指に嵌はめられた黒鉄製の指輪を引き抜き、俺に手渡してくれる。

「ありがとう。二人とも、そう言ってくれると、生産職冥みよう利りに尽つきるよ」

「それじゃあ、私は、あっちの方に行ってるね！」

「じゃあな、ユン。俺は、ギルド内のオークションの方に行ってるわ」

　ミュウたちは、【ヤオヨロズ】で行われているＧＶＧギルド・バーサス・ギルドの対戦スクリーンの近くに陣じん取どり、近くの料理を食べながら観戦する。

　タクたちの方は、セイ姉ねぇが本日余分に多くドロップした【奪だつ命めい刃じん・デスサイズ】が目玉の団内オークションを楽しみにしているようだ。

「さて、俺もセイ姉ぇの方に行くか」

　目当ての二人と出会えた俺は、使し役えきＭＯＢのリゥイとザクロを呼び出し、セイ姉ぇとミカヅチの居場所に合流する。

「ユンの嬢ちゃんは、私とセイの近くだ！　ほら、グリムリーパー討伐の主役だからな！」

「はいはい」

　俺が近づくと、ミカヅチが俺の座る場所を指定してくる。

　セイ姉ぇとミカヅチの近くに腰こしを下ろし、始まった宴会をぼんやりと眺ながめながら、リゥイとザクロと共に料理を楽しむ。

　用意されたジュースを飲み、好きなものを食べたりして、ほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　今日一日、珍めずらしく密度が濃こかったなぁ、と思い返す。

　グリムリーパーと遭そう遇ぐうし、無事に逃にげ出したこと。

　セイ姉ぇたちと協力して、そのグリムリーパーを討伐したこと。

　そのままの勢いでドワーフの国を訪おとずれたこと。

　そして、そこで上位の炉ろである魔ま導どう炉ろを見つけたこと。

　色々あったことを思い出しながら、ぼんやりと宴会の喧けん噪そうに耳を傾かたむけ、心ここ地ちのいい気分で居る。

「どうしたの、ユンちゃん？　疲れてる？」

「うーん。場に酔よってるみたい。でも、気分は悪くないかな？」

　もしお酒が飲めたのなら、ほろ酔い状態の楽しさと表現できたのかもしれない。

『きゅぅ～』

「うん？　ザクロもどうした？　楽しいのか？」

　ザクロの方に目を向けると、覚おぼ束つかない足取りの様子に抱だき上げる。

　そして、けふっと小さな咳せきをすると共に、少しお酒の匂においが鼻を突つく。

「悪い、嬢ちゃん。リゥイが美う味まそうに酒を舐なめるから成せい獣じゆうのザクロも行けると思って舐めさせたら、そうなった」

　俺がちょっと目を離はなした隙すきに、ミカヅチが勝手にお酒を飲ませたようだ。

　流石さすがに未成年プレイヤーには飲ませない配はい慮りよはあるが、使役ＭＯＢには配慮できなかったようだ。

「リゥイは……すごく、美う味まそうに飲むな」

　非常に生き生きと底の浅いお皿に注がれたお酒を飲むリゥイ。

　ザクロがお酒を飲んで酔っているので、やめるように言うが、非常に不服そうな視線を向けてくるので、ほどほどに、と許可する。

「それにしてもリゥイはお酒に強いけど、ザクロは、お酒に弱いのかぁ」

　酔ったザクロは、機き嫌げん良さそうに三さん尾びを揺ゆらし、【酩めい酊てい】の状態異常バツドステータスを受けていた。

「セイ姉ぇ、悪いけど水出してくれるか？」

「わかったわ。それと、ミカヅチがごめんなさい」

　セイ姉ぇは、俺とザクロに謝りながら、酔い覚ましの水を用意してくれる。

　俺は、それをザクロに少しずつ飲ませる。

「セイ姉ぇ、ありがとう。それにしてもお酒で引き起こされる【酩酊】に効果のある薬はないんだよなぁ」

　俺がそう呟つぶやくと、ミカヅチは、リゥイと共に酒盛りしつつ訊きいてくる。

「あれば、便利なんだけどなぁ。そしたら、酒が飲み放題なのに」

「だから、ないんだろ？　酔い止め薬を飲んだら平気とか、危ないって」

「そう言えば、酒を使うポーションとかってないのか？」

「お酒を使ったポーション？　まぁ、あるっちゃあるけど、ネタポーションだぞ」

　実は、【中級薬くす師し技術書】というレシピ本の中には、お酒を使ったレシピが何種類か存在する。

　その中にある薬酒と呼ばれるタイプのポーションは、ＨＰとＭＰを同時に回復させる効果がある。

　また回復量は、ハイポーション並でＳＰセンス・ポイント取得による回復制限がない。

　そして、それをネタアイテム扱あつかいされる原因が、確率で【酩酊】の状態異常バツドステータスが付き、更に短時間で複数回使うと、どんどんと確率が上がっていくのだ。

　だから、１回目はセーフでも２回、３回と短時間に使うと【酩酊】によって戦せん闘とう継けい続ぞくが困難になる。特に未成年プレイヤーが使ったら、一発【酩酊】というネタアイテムだ。

「だから、戦闘での安定性が欠けているから使えないぞ」

「ダメかぁ。お酒系のアイテムの価値が上がれば、あの蒸留施設も黒字になるのにな。そうしたら、私の飲む酒代くらい稼いでくれるようになればいいのに。まぁ、個人で楽しむ分には良さそうだな」

「飲むんじゃないアルコールなら、香こう水すい系のアイテムに使えるかなぁ。後は、炎ほのお系アイテムと組み合わせてのダメージアイテムとか」

【魅み了りようの香水】やその上位の【誘ゆう引いん香こう】などの香水系アイテムなどに使える他ほか、ダメージアイテムへの転用もできる。

　ただ、高こう濃のう度どアルコールによる火か炎えん瓶びんは、あまり効率的なダメージアイテムではない。

　基本、ＮＰＣ産の汎はん用よう素材よりプレイヤーの作る素材の方が性能が高くなるので、性能を上げる場合の中間素材として提供するだけで、需じゆ要ようは生まれる。

「あとは、俺も研究していることだとアルコールを使った混合結けつ晶しようかなぁ。濃度の高いアルコールが手に入るなら作ってもいいかも」

「なんだ、その混合結晶って？」

　ぽつりと呟いた俺の言葉に、ミカヅチが反応する。

　混合結晶は、相あい性しようのいい特定の素材やポーションに一定濃度以上のアルコールを混ぜることで薬効成分を結晶化させる抽ちゆう出しゆつ方法とその応用により結晶を合成する方法によって作られる。

　これを使えば、一部の既き存そんのポーションよりも効果の高いポーションを作ることができることを説明する。

「そんな方法があったのね？　けど、割と思いつきそうなことよね」

　セイ姉ぇの言う通り、ＮＰＣの薬屋のオババから購こう入にゆうした【中級薬師技術書】のレシピやプレイヤーの有志が提供してくれたアイテムレシピを載のせた【ネタアイテム全集】などで成分結晶の作り方が紹しよう介かいされている。

　ただ──

「使い道がちょっと限定的なんだよなぁ。手間の割に作ってもあんまり売れるタイプのものじゃないんだよなぁ」

　限定的だが、この抽出法を極きわめれば、【万能薬】と呼ばれるようなポーションを作り出せると俺は考えている。

「それは、今この場でできるのか？」

　ミカヅチが俺たちの目の前のテーブルに、ドンと琥こ珀はく色いろのお酒を取り出し、訊いてくる。

　俺は、少し考えて、できると答える。

「まぁ、一応簡単なのならできるかな」

　本当は、蒸留して純じゆん粋すいなアルコールにして最適なアルコール度数を割り出したいのだが、これでも構わないと思った。

「それじゃあ、作るぞ」

　俺の手元を凝ぎよう視しする、セイ姉ぇとミカヅチの前で、二つのコップにお酒を半分くらい注ぎ、そこに、片方には強度４の解毒ポーションと解かい痺ひポーションを、もう片方には気付け薬と沈ちん静せい薬やくを注ぎ混ぜる。

　三色の液体が混ざって濁にごる中で、【料理】センスの《促そく進しん》スキルを使い、早送りのようにコップの中を変化させる。

　濁りが徐じよ々じよに上下に分かれていき、下の方に色つきの結晶が沈ちん殿でんし、変化が止まる。

「はい。これで完かん了りようかな。あとは、アルコールを捨てて、結晶を乾かん燥そうさせて適量のお湯を注げば──」

　ミカヅチの目の前で蒸留酒と状態異常バツドステータス回復薬との混合液を捨てて、底に溜たまった結晶を集める。

　そして、それを【調合】の乾燥スキルで乾かわかし、お湯を注いで結晶を溶とかし直す。





　未完の汎用ポーション【消しよう耗もう品】

【解毒１】【解痺１】




　未完の精神ポーション【消耗品】

【解乱１】【解かい怒ど１】






　出来上がったのは、身体系と精神系の複合状態異常バツドステータス回復のポーションだ。

「まぁ、今あるもので作るなら、これが限界かな？　効果量もかなり落ちちゃったし」

　正直、プレイヤーが作ったアルコールで作ったのは初めてなので、俺としては、様々な改善点や検証するべきことがあり、不満な結果である。

　だが、ミカヅチは、二種類の複合状態異常バツドステータス回復薬を見つめる。

「これがアルコールによる抽出法と混合結晶、それに複合状態異常バツドステータス回復薬。うちのギルドメンバーたちに研究させてみるかな」

「俺でも簡単に作れたからすぐにできると思うぞ。必要なのは、アルコールの濃のう度どだからそこは、試行錯さく誤ごするしかないな」

　個人的な感想を口にする一方で、ミカヅチが少しだけ悔くやしそうな表情をするのを俺とセイ姉ぇが見る。

「こいつが早く見つかって完成してれば、【迷めい宮きゆう街がい】の状態異常バツドステータスの多いダンジョンや地下渓けい谷こくのアスレチックも少しは楽だっただろうな」

「けど、これから後に来るプレイヤーには、有用なアイテムになるから、その苦労は先せん駆く者しや特有のものよ」

　ミカヅチの呟きに、セイ姉ぇがそう窘たしなめれば、それもそうだな、と同意するように笑う。

　その時、ミカヅチが何を考えていたのかは、分からなかったが、少しだけ楽しそうにしながらお酒を舐めるように飲んでいた。




　それから余談であるが、後日【ヤオヨロズ】の蒸留施し設せつが更さらに拡大した。

　その理由は、【調合】センスのアルコールによる成分抽出法とそれによって作られる混合結晶が研究され、【ヤオヨロズ】で、高品質の複合状態異常バツドステータス薬が作られた。

　それにより、多くの【調合】プレイヤーが【ヤオヨロズ】の後を追うように複合状態異常バツドステータス回復薬のレシピ研究を始め、アルコール需要が高まる。

　それに便乗して、【料理】系ギルドや趣しゆ味み系プレイヤーたちもお酒造りに参入した。

　その結果、複合状態異常バツドステータス回復薬のレシピが普ふ及きゆうし、多くの中ちゆう堅けんプレイヤー向けのダンジョンやエリアの難易度が下がり、ＯＳＯの中級者と上級者の層の差が少しだけ縮まった。

　そんなＯＳＯでの大きなアイテムの動きの裏には、ミカヅチだけではなく、【生産ギルド】で実務を務めているクロードも関かかわっているのではないかと思う。

　だが、そんなことは大した理由ではなく、ＯＳＯ内で流通したプレイヤー産のお酒の数や種類が増えてミカヅチは、満足そうである。

　俺も度数の高いアルコールが安定して手に入るので複合状態異常バツドステータス回復薬を【アトリエール】の商品に加えることができ、更に複合状態異常バツドステータス回復薬の発展先である【万能薬】の研究が進む環かん境きようが整った。

　ついでに、より強度の高い毒薬などの状態異常バツドステータス薬などが作りやすくなったのも個人的に嬉うれしかったりする。

　それは、このゴールデンウィークの大規模遠えん征せいの約１ヶ月後のことである。







　　　五章　魔ま導どう炉ろとアクセサリー再び







　ゴールデンウィークの４日目と５日目は、リアルの予定があったために、遠征に参加せずに、ＯＳＯのログインは短時間だけとなる。

　その間に、クロードとは連れん絡らくを取り合い、ドワーフ王・ドーヴェに贈おくるお酒の様子などを聞いた。




　そして、ゴールデンウィークも折り返しになる６日目──

　俺たちは、ミカヅチが用意した二種類の蒸留酒を詰つめた樽たるを持って、ドワーフ王・ドーヴェに会いに行った。

「ほー！　これは、種類の違ちがう蒸留酒じゃな！　それも樽丸ごととは、これは、認めんわけにはいかんな！」

『──【蒸留酒（ウィスキー）】の譲じよう渡と：[image: 100]Ｐｔ、【蒸留酒（ブランデー）】の譲渡：[image: 100]Ｐｔ。残り[image: 300]／[image: 300]』

　クエスト【ドワーフ王への貢みつぎ物】が達成された直後、ドーヴェが鍛か冶じのハンマーで目の前で酒さか樽だるを割り、近くに置かれた酒しゆ杯はいで掬すくうように飲み始める。

「こりゃ美う味まい！」

「もう、おとーちゃん！　ちゃんと貰もらったんだからお返ししないと！」

　ドーヴェの娘むすめであるドワーフ少女のＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターが申し訳なさそうに会え釈しやくして、代わりにあるものを渡わたしてくる。

「これが、おとーちゃんが渡す【魔導炉設置許可書】です。これで魔導炉を作る素材を探しに行くことができるはずです」

　クエスト報ほう酬しゆうとして渡されたのは、俺たちの目的である【魔導炉設置許可書】だ。

　これは、高こう炉ろなどの【鍛冶】系生産設備を販はん売ばいしてくれるＮＰＣに提示することで販売リストに魔導炉が追加されるアイテムだ。

　それと共に、魔導炉の設置には、素材の持ち込みが必要らしく、必要素材の一覧として大量の素材アイテムが記されている。

「これで【ヤオヨロズ】にも上位の炉を導入する前段階に来たな」

「けど、この素材は、ちょっと大変ね」

　ミカヅチは、自身に渡された【魔導炉設置許可書】をメニューで確かく認にんし、セイ姉ねぇと共に必要素材を見て困ったように笑っている。




　魔導炉の設置に必要なものは──


・お金[image: 1000]万Ｇ

・超ちよう耐たい熱ねつレンガ×[image: 1000]個

・粉末状のレッドライト×[image: 300]個

・生命の水×[image: 300]個

・積層炭×[image: 500]個

・メガポーション×[image: 300]個

・ＭＰポット×[image: 300]個

・ワイバーン亜あ種しゆの骨×20個

・ミスリルインゴット×20個

・土精せい霊れいの石×５

・火精霊の石×５

・魔導核かく×１






「分からない素材もあるけど、まぁ、こんなものか？」

「ミカヅチ、そんな気軽に言わないでくれ……」

　俺は、頭を押さえながら、【魔導炉設置許可書】に書かれている素材の作成レシピとこれまでの知識から手に入る素材を見ていく。

「超耐熱レンガは、魔導炉の中間用素材なのね。レシピもドワーフの女の子から貰ったけど、これは……大変そうね」

　セイ姉ぇは、ドーヴェの娘のドワーフ少女のＮＰＣから【魔導炉設置許可書】と共に渡された【超耐熱レンガ】のレシピを見て呟つぶやく。

【超耐熱レンガ】を[image: 1000]個分用意しなければならないが、それ以上にこれは魔導炉専用の中間素材だ。

　そのためだけに[image: 1000]個分の素材を揃そろえ、【細工】系センスで作成するか、ＮＰＣに素材を持ち込み、中間素材の【超耐熱レンガ】を作ってもらう必要があるらしい。

　単独で集めるには、一日二日で揃うような素材ではなく、また作成レシピの素材の半分は新規の素材である。

　他ほかにも必要なレッドライトの粉末、生命の水、積層炭までは、わりとありふれた素材であるが数が膨ぼう大だい。

　次のメガポーションやＭＰポット、ミスリルインゴットは、お金で解決することもできるが、こちらも数が多い。生産職である俺が用意するにしても、作成に必要な素材と手間が多く掛かかる。

　ＭＯＢの討とう伐ばつドロップ枠わくの素材にあるワイバーン亜種の骨とは、飛ひ龍りゆう山脈内部のダンジョンに出現するクエストボスの灰色のワイバーン亜種からドロップされる。

　ただ出現させるには、クエストアイテムによって呼び出す必要があり、ワイバーン亜種の強さは、レイド級ボスである。

　また、ワイバーン亜種の骨は、レアドロップではないものの、他の生産素材としての用よう途とがあり、需じゆ要ようもそれなりに高い。

「後の【土精霊の石】は、ボスＭＯＢのゴーレムのレアドロップって分かるけど、【火精霊の石】と【魔導核】ってのは、分からないな」

「まぁ、多分、要求素材の数的に、敵ＭＯＢのレアドロップ枠だろうな」

　楽観視するミカヅチだが、確かに、ドロップする敵ＭＯＢさえ見つければ、後は人数を揃えて試行回数で挑いどむだけの強さがあれば、難しくはない。

　それに、ミカヅチたちは、ＯＳＯ最大手ギルド【ヤオヨロズ】である。

「汎はん用よう素材の多くはギルドの倉庫にあるし、それ持ち出すか。あとは、暇ひましているギルドメンバーに集めさせれば問題なし」

「そう言えば、一時期、レアドロップ狙ねらいでワイバーン亜種を狩かり続けていたわねぇ。その副産物で大量の骨があるから数は足りているわ。あと、ミスリルインゴットは、ラングレイくんやオトナシくんたちに頼たのめば作ってくれるわね」

　大体、現時点でセイ姉ぇとミカヅチは、半分くらいの素材が揃う目め処どは立っているようだ。

　あと足りないのは、超耐熱レンガ[image: 1000]個分の素材とＭＯＢのレアドロップ素材くらいだ。

　そして、俺たちから少し離はなれて静かにしていたクロードは──

「よし、手配完かん了りようだ」

「クロードは、どこかに連絡していたのか？」

「【生産ギルド】の方で市場価格に影えい響きようしない範はん囲いで魔導炉の必要素材の購こう入にゆう指示を出しておいた。これでいつでも【転売ギルド】が値段を釣つり上げようとしてもカウンターできる」

「あー、うん。それは、必要だ」

　つい最近、βベータ版から復刻リメイクされた【シンボル】システムとそれを使ってダンジョンを生成する【スターゲート】が実装された。

　そのダンジョン生成に必要な【シンボル】アイテムの価格が【転売ギルド】によって釣り上げられたのは記き憶おくに新しい。

　あの時の【シンボル】の価格高こう騰とうは、時間と共に自然に治まったが、あまりいいこととは思えない。

「多少の需要の増加で値段が上がるのは仕方がないが、釣り上げて魔導炉の普ふ及きゆうが遅おくれれば、その分ＯＳＯ全体での【鍛冶】や【細工】系センスの成長が遅れる」

　俺やセイ姉ぇは、クロードの言葉に色々と考えているんだなぁ、と感心する。

「さて、必要な設置許可書はもらったけど、この後はどうする？　私とセイは、【地下渓けい谷こく深部攻こう略りやくルート】を目指すつもりだ」

　ちょうど、ゴールデンウィークも折り返しになり、最初に選んだ遠えん征せい先から他の遠征先に移るプレイヤーも多い。

「俺は、ミュウやセイ姉ぇ、タクから預かったアクセサリーをアップグレードしたいから少しドワーフの国や地下渓谷の中層辺りにいる予定」

「それなら、ユンと別行動するか。引き続きアスレチックの方でレベリングするかな」

　そう言って、それぞれがやりたいことを選び、その場でセイ姉ぇやミカヅチ、クロードたちが移動するのを見送る。

　そして、全員がいなくなったところで俺は、インベントリの手持ちの素材を確かめる。

「アップグレードには、ちょっと足りないかなぁ」

　セイ姉ぇの【蒼あおと銀のミスティックリング】のアップグレードには、ブルライト鉱石とミスリル。あと、ミスリルインゴットの作成に聖水が必要だ。

　ミュウの【スノーホワイト・ブレスレット】は、金きん属ぞく糸しとガラスビーズと金属ビーズ、そして、宝石を嵌はめ込んだ台座とパーツごとにアップグレードか別で作った物と置き換かえなければいけない。

「金属糸は、ミスリル製でいいかな？　ビーズは、砂結けつ晶しようとミスリル粉末、レイライトを混ぜて溶とかせばできるかな。でも、あとで採さい掘くつに行かないと足りなくなるな」

　光属性の魔ま法ほう金属であるレイライト鉱石が足りず、光属性のミスリル合金で作られる金属ビーズ分は足りなそうだ。

　頭の中でアップグレードの素材とデザインを決めていく中で、一番大変なのは、タクの【黒のガードリング】だ。

　黒鉄製の指輪のアップグレードとして現状最良なのが、アダマンタイト鉱石。

　また、目の前には借りられる魔導炉があり、地下渓谷の中層からはアダマンタイト鉱石が採掘できる。

　だが──

「今の俺にアダマンタイト鉱石の加工、できないよなぁ」

　そう、ぽつりと呟く不安に頭を振ふり、生産職が失敗を恐おそれるな、と思い、自分の頰ほおを軽く叩たたく。

「今はできなくても、いつかやる！　よし、やるか！　その前に、素材を集めないと」

　やる気を出した俺は、素材集めのためにドワーフの国のポータルに向かう。

　その途と中ちゆう、ちょうどポータルから見知った二人組が現れる。

「ラングレイにオトナシ、やっぱり来たんだな」

「上位の炉ろがあるって聞いたからな。昨日、ミカヅチさんたちに連れてきて貰ったんだ」

「僕らは、これから向かうところだけど、場所ってどの辺かわかる？」

　どうやらラングレイとオトナシは、昨日の内に、ポータルだけ開通させて今からドーヴェの工こう房ぼうに立ち寄るらしい。

「あの辺りの工房だよ。ただ、どこも似たような色合いの街だから、ＮＰＣのドワーフに訊きけば、道を教えてくれると思う」

　俺が場所を指差すと、二人は、大体理解したのか頷うなずく。

「サンキュー。ユンの方は、もう魔導炉の性能を確かめてきたのか？」

「いや、先に素材を集めて、このアクセサリーのアップグレードの時に借りようと思うんだ」

　そう言って俺は、ラングレイとオトナシに、ミュウとセイ姉ねぇから預かったアクセサリーを見せる。

「おおっ、それは、セイさんのか！」

「懐なつかしい。半年以上前に作ったアクセサリー。あの時は、楽しかったね」

　以前ラングレイとオトナシと共に、色々なネタを出し合い、アクセサリーを作った。

　その時、ミュウとセイ姉ぇにプレゼントしたアクセサリーを作っていたので、当然二人は、このアクセサリーに見覚えがあった。

「そういうことなら、俺たちは先に魔導炉を借りて待ってるな。色々と生産系の話を駄だ弁べりながら、久しぶりに作るか」

「僕もクナイとか、色々作って待ってるね」

「じゃあ、また後でな」

　俺は、ラングレイとオトナシと一いつ緒しよに作る約束をして、その場から離れる。

　ある程度の素材は、【アトリエール】にストックされているためにそれを持ち出し、それでも足りない素材は、【生産ギルド】や露ろ店てんを巡めぐって買い付ける。

　そのためにミュウとセイ姉ぇのアクセサリーのアップグレード分の素材はすぐに確保できたが、タクの【黒のガードリング】のためのアダマンタイト鉱石はない。

「タクのアクセサリーの方は、また別で作ればいいかなぁ」

　俺はそう呟きながら、再びドーヴェの工房に戻もどれば、そこでは既すでに、ラングレイとオトナシが作業をしていた。

「お邪じや魔ましまーす」

　俺は、小声でゆっくりと熱気の籠こもる工房に入り込み、こちらに気付かない二人の作業を後ろから眺ながめる。

　今は、オトナシが主体の作業をしているのか、魔導炉から溶け出た闇やみ属性のダークライト鉱石を叩いてインゴットにしている。

　その脇わきには、先にオトナシが作ったミスリルインゴットの鋼板が置かれていた。

「ラングレイ、いくよ」

「よし、任された！」

　オトナシの合図と共に、再び炉に投げ込まれ熱せられたダークライトインゴットは、赤熱し、炉から取り出されるとラングレイが大きめのハンマーで叩き、火花が散る。

　そして、オトナシがすかさず、片手でハンマーで何度か叩き全体の歪ゆがみを整えて、ラングレイが力強くダークライトインゴットを伸のばしていく。

　繰くり返し折り曲げたり、伸ばしたりを繰り返したダークライトに積層炭が溶よう接せつ剤ざいとして塗と布ふされ、それを挟はさむようにミスリル鋼板を乗せて叩いて接合する。

「相打ち……俺とマギさん以外の人がやるの初めて見た」

　俺の小さな呟つぶやきも聞こえないほど集中する二人は、額に大量の汗あせを流しながら作業に没ぼつ頭とうする。

　そして、ダークライトを芯しんとしてミスリルで覆おおい、徐じよ々じよに形を作っていく。

　幾いく度どとなくラングレイのハンマーで伸ばされ、オトナシに歪みを整えられてできたのは、真まっ直すぐな片かた刃ばの刀だ。

　それを聖水の冷れい却きやく水すいに浸つけて冷やせば、側面には綺き麗れいな銀色が浮うかび、峰みねと刃にダークライトの黒い色が際きわ立だつ。

「ラングレイ、お疲つかれ様」

「おぅ、おつかれさん」

　そう言って、とりあえず形になった忍にん刀とうを掲かかげるオトナシ。

　この後、砥と石いしで磨みがき、鋭するどさと刃を立たせる必要がある、と呟くオトナシは、膝ひざから崩くずれ、そして遅れるようにラングレイも真後ろに倒たおれていく。

「ちょ!?　おい、二人とも！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　慌あわてて駆かけ寄る俺は、二人のステータスを確かく認にんすると、ＨＰを大おお幅はばに失っており、更さらに極度の【炎えん熱ねつダメージ】を受けたために一時的に行動不能になっていた。

　俺は、大慌てで二人にポーションとクールドリンクを飲ませた後、引き摺ずるようにして魔導炉の前から引き離す。

　その際に、稼か働どう中の魔導炉の側そばに炎熱ダメージの対策を十分取らずに寄ったために、俺もクラッと目眩めまいのようなものを感じたが、距きよ離りを取って落ち着くことができた。

「魔導炉って、やべぇ。中ちゆう途と半はん端ぱな炎熱対策は、駄だ目めだ」

　俺は、そう呟き倒れたラングレイとオトナシが目を覚ますまで、少し対策を考えるのだった。




　　　　●




「ユン。すまない、助かった！」

「ううっ、頭がまだクラクラする」

　長身のラングレイが頭を下げ、眠ねむたげな目のオトナシが顔を顰しかめて頭を押さえている。

「二人とも大丈夫か？　とりあえず、水分補給にこれでも飲むか？」

　炎熱ダメージの影響を和やわらげるためにクールドリンクを飲ませたが、それでは足りないとジュースやお茶を二人に渡わたす。

　二人は、魔導炉の熱さに喉のどが渇かわいたのか、遠えん慮りよ無く飲んでいく。

　そして、落ち着いたのか長い息を吐はき出し、生き生きとした表情で俺を見てくる。

「それにしても凄すごいな。魔導炉の火力が高いから、あのミスリルの加工が大分楽だ」

「そうだね。僕も難易度が下がったのを感じたよ」

「それほど、なのか？」

　青白い炎ほのおを宿す魔導炉に目を向ける。

「最初から魔法炉の最大火力並の炎が安定して出るから無理に火力を高めるトレントウッドを入れる必要はないし、ＭＰを消費すれば、ミスリルなんかの加工が格段に楽になる」

「それに、高温で溶かすから下位の金属インゴット化は、かなりの確率で上質化するよ」

　そう言って、俺が来る前に試ためしたのか、オトナシが幾いくつかの金属インゴットを取り出す。

　普ふ通つうなら『上質な』と付く鉱石を使って作られるものだが、魔導炉の効果によって普通の金属鉱石でも一定確率で品質が向上するようだ。

　そして、中には、上質な鉱石アイテムを使ったのか、【錬れん金きん】スキルの《上位変へん換かん》でも作り替かえることが難しい『最上質な』と付くインゴットに変わっていた。

　ちなみに《上位変換》で最上質なインゴットを作るには、【錬金】スキルを使っていない上質なインゴット10個を素材にしなくてはいけない。

　単純に鉄インゴット[image: 100]個分を変換することは、できなかったりする。

「凄い！　最上質な鉄インゴット！　こんなのも作れるのか！」

　俺が感心しながら、そのインゴットを確かめるように手に取る。

　そして、【炎熱ダメージ】の抜ぬけたラングレイとオトナシは立ち上がる。

「よし、もう一度やるか！」

「そうだね。今度は、アダマンタイトを」

「って、待て待て！　ちょっと待て！　さっき倒れたばかりだろ！」

　慌てて、立ち上がった二人の服の裾すそを摑つかみ、引き留める。

「せめて、安全に生産を続けられるように【耐たい熱ねつ効果】のあるものを使えよ！」

「あー、忘れてた。そう言えば、さっきも全然、十分じゃなかったな」

　そう言って、頭の後ろを搔かくラングレイと止められて若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうなオトナシ。

「やるなら、俺の持ってる【耐熱効果】のあるアイテムを使え。あと、適度な休きゆう憩けいもな」

「そうだな。ついでにどの程度の【耐熱効果】で安全に魔導炉で生産できるか検証するか」

　そうして、俺たちは生産しながら、魔ま導どう炉ろとの適切な関かかわり方を模も索さくすることになる。

　今は、クールドリンクで【耐熱効果】を付ふ与よしているが、それでも不十分であるために、二人には、火属性耐性の【属性軟なん膏こう】を塗ぬってもらった。

「【属性軟膏】は、塗ったな？　それである程度、耐火性は得られるから」

「ありがとう。さっきよりも楽だけど、それでも暑いね」

　そう言うオトナシは、魔導炉の前で服の袖そでで汗を拭ぬぐいながら、生産の準備に取り掛かかる。

「それじゃあ、二本目を作ろうか」

「だな。さっきより楽だから、今度は大物を作るか」

「なら、アダマンタイトのインゴットを作ろう」

　オトナシは、炉にアダマンタイト鉱石を投げ込み、溶とけ出たアダマンタイトを型に流し込み、インゴット化するために叩いて形を整える。

　炉の火力は、ラングレイとオトナシのＭＰを消費して、青白い炎を維い持じし続け、常に熱気を振りまく。

　これを見学するだけでも辛つらいので俺もクールドリンクと《属性付与》で耐熱効果を高め、適てき宜ぎ【炎熱ダメージ】で緩ゆるやかに減るＨＰをポーションで回復させる。

　そして、俺に比べて炉の近くで作業をしている二人は、幾いく分ぶんか速いペースでＨＰが減っているが、それでもインゴット作りの手を止めない。

　アダマンタイトという難易度の高い金属の加工に、一いつ切さいの気が抜けないのか二人とも真しん剣けんな表情でインゴットを叩たたき続ける。

　工こう房ぼうに響ひびく金属を叩く音と炉の明るさに目を細め、作業を見守っていると──

「あっ！　ヤバッ！」

「っ!?」

　二人が驚きよう愕がくの声を上げると共に、インゴットを戻した炉の炎が一いつ瞬しゆん揺ゆらめき、徐々にその炎が青白い炎から赤い炎に変わっていく。

　そして、オトナシが慌てて、アダマンタイトのインゴットを引き抜けば、そこには熱は帯びているが、歪いびつに固まっているアダマンタイトができていた。

「失敗だね。時間が足りなかった」

　オトナシは、不純物を取り除き切れていないインゴットを冷却水に浸ひたすと、大きな音を立てて罅ひび割れ、光の粒りゆう子しとなって消えたアダマンタイトを眺める。

「あー、中途半端に終わっちゃった。大体、どれくらいの時間だった？」

「そうだな……」

　オトナシに尋たずねられたラングレイは、俺に助けを求めるように目を向けるので、答える。

「二人が炉にＭＰを注いでから大体10分ってところ」

「ありがとう。そうなると、さっきは【炎熱ダメージ】に耐たえられなくてＨＰが尽つきかけた。今度は、炉に使うＭＰ消費が激しくて制限時間が決まってる感じだな」

　そう言って、今までの炉とは違ちがう癖くせについて考えるオトナシとラングレイ。

【炎熱ダメージ】に耐えつつ、【魔導炉】を長期稼働させるＭＰも確保しつつ、鍛か冶じの腕うでも上げる必要が出てきたようだ。

　今の、オトナシとラングレイのステータスだと一度の稼働時間が最大10分前後らしい。

「まぁ、大物を作るのは、難しいけど、短時間で作れるものなら耐えられるかな」

「だな。さて、次は、ユンも試してみるか？」

「ああ、そうだな。ちょっと使わせてもらうよ」

　俺は、ラングレイとオトナシとは別の魔導炉の前に立つ。

　近くに寄ったことで、余計に【炎熱ダメージ】の強さを肌はだで感じつつ、ミスリル鉱石を炉の中に入れて、インゴット作りを行う。

　溶け出たミスリルを黒鉄製のハンマーで叩き、整え、不純物を取り除く。

　そして、取り除いた灰色のインゴットを再び溶かし、形を整え、聖水に浸けて一気に冷まし、白銀色のミスリルができる。

「ふぅ、こんなものかな？　感覚的には、ちょっと楽になった感じかな」

　そう呟き、できたミスリルインゴットを持って、ラングレイとオトナシの方に戻る。

「ちょっと癖がある感じの炉だな」

「だよな。さて、俺らも魔導炉との付き合い方を探す必要があるな」

　そうした工く夫ふうなどについて話す俺たちは、横に五つ並ぶ魔導炉をそれぞれが一つずつ借りて、生産活動をする。

　俺は、ミュウとセイ姉ねぇのアクセサリーのアップグレードに着手する。

　まずは、ミュウのアクセサリーから作業に入る。

「ラングレイ、【砂結けつ晶しよう】って余ってる？」

「ああ、ビーズアクセサリー作りで結構ストックがあるから持って行っていいぞ」

「サンキュー」

「代わりに、そこにあるミスリルの金属糸を一つくれないか？　作るのが困難で手に入らないんだ」

「いいよ。あとで渡すね」

　ラングレイは、俺の揃そろえた素材の中の一つを指差す。

　ミスリルの金属糸を含ふくむ金属糸作成のレシピは、エミリさんのレシピ提供により【ネタアイテム全集】に掲けい載さいされているはずだ。

　だが、今のところミスリルの金属糸を作成できるのは、俺や【素材屋】のエミリさんのような上位の【錬金】センス持ちか、レティーアの使し役えきするＭＯＢであるラナーバグが好物を食べた際の副産物くらいしか入手方法がない。

　そうした理由から彫ちよう金きん師しのラングレイは、ミスリルの金属糸は、喉から手が出るほど欲ほしいようだ。

　俺は、ラングレイの協力でミュウのアクセサリー作りに必要な素材を一通り揃えた。

「さて、とりあえず、一度バラさないとなぁ」

　そう呟つぶやき、ミュウの【スノーホワイト・ブレスレット】に使われている金属糸を切り、それぞれのビーズを種類ごとに分けて、小さなケースに入れる。

「あー、使われてた金属糸の方が千切れる一歩手前だったか。バラバラになる前に見ることができて良かった」

　そう言いつつ、乳白色のガラスビーズと銀のビーズを、種類や大きさで細かく仕分けていく。

　ガラスビーズの幾つかは罅が入っており、見た目重視のクラックガラスのようなものは、わざと内部に罅を作ったので、耐久面に難があったようだ。

「うーん。デザインだけで色々と考えが足りなかったところがあったなぁ。まずは、台座やフックとかのところから直すかな」

　アクアマリンの嵌はまった台座から宝石を外し、確かく認にんする際に気がつく。

「あっ、アクアマリンにも罅が入ってる。これだと、宝石も取り替えないとなぁ」

　入れ替える宝石の方も必要であることを考え、そして銀の台座をミスリルに作り替えていく。

　その後、細かな金具などもミスリルの金具に置き換かえていき、そしてついにビーズ作りの方に移っていく。

「まぁ、とりあえず、金属ビーズから作るかな」

　配合などを調べるのが大変なガラスのビーズを後回しにして、先に金属ビーズの方を作成する。

　ミスリルやレイライト単体で作られる金属ビーズとレイライトとミスリルの合金の金属ビーズを用意するのだ。

　以前、ブルライトとミスリルの合金で船ふな釘くぎを作った経験から上う手まく光属性のミスリル合金を作り出すことができた。

「ふぅ、できた。とりあえず、こんな感じかな」

　以前、ミスリル合金を作った時よりも大分楽に感じつつ、細かなビーズを一ひと粒つぶずつ作る方が大変だった。

　できた金属ビーズをケースに仕し舞まい、続いて、金属の粉ふん砕さい機で砂結晶を始めとした素材を粉末状にしていく。

「さて、次はガラスのビーズだけど……」

　以前は、【燐りん魂こん鉱石】の粉末を混ぜた砂結晶を炉で溶かして、乳白色のガラスを作った。

　今回は、何を混ぜれば、より強度がありつつ白っぽい色が出せるか悩なやんでいると、休憩に入ったラングレイが様子見にやってくる。

「ユン、ミスリルの金属糸を貰もらいにきたけどいいか？」

「ああ、それなら、これ持って行っていいよ」

　俺が一つのミスリルの金属糸の束を渡わたすと、受け取ったラングレイが、こちらの手元を覗のぞき込んでくる。

「なんか、悩んでいるみたいだな」

「ん、ちょうど白っぽいビーズを作るのに何を混ぜようか考えていたところ。前は【燐魂鉱石】を使ったんだよなぁ」

　俺は、腕を組みながら目の前に並べた生産素材を眺ながめていると、ラングレイがアドバイスしてくれる。

「それなら、レイライトとミスリルを粉末にしたものを混ぜるといい色合いになるぞ」

「ホントか!?」

「ああ、確か光属性系のビーズアクセサリーに使うなら、性能的にそっちの方が上のはずだ。あとは、混ぜる金属粉末の量で濃のう淡たんが変わるから、粉末の分量とかを考える必要があるな」

「わかった！　早さつ速そく作ってみるよ！」

　先さき程ほど、金属ビーズを作った時の余りのインゴットを粉砕機に掛け、出てきた金属粉末を砂結晶と同じ分量を混ぜて、魔導炉に入れ、溶け出てきたガラスをビーズに加工する。

　そして、でき上がったビーズの色合いを見て、混ぜる金属粉末の分量を調整する。

「ユン、ちょっと俺にもやらせてくれないか？」

「ん？　どうした？」

「俺のとっておきのビーズ作りを見せてやるよ。まぁ、アクセサリーの性能に関わりの無い技術的な部分だけどな」

　そう言って、魔導炉の前をラングレイに譲ゆずると、今溶け出しているガラスを手早くビーズに加工していく。

　その際、まだ柔やわらかいビーズを回しながら、その表面にミスリルインゴットの粉末を散らすように振ふりかける。

　すると、白色ビーズの表面にミスリルが張り付き、ラメのようにキラキラと輝かがやくビーズができあがる。

「っと、こんな感じで固まる前に表面に金属の粒つぶを埋うめ込んだり、粉末を散らしたりする技法もあるんだ」

「すごい！　これならもっと幅はば広ひろい種類のやつができる！」

　ラングレイの技法に興奮し、声を上げ自分でもやってみたくなり、再び場所を交代してもらう。

　その後は、何種類ものガラスのビーズを作り、できたビーズを以前と同じ配置でミスリルの金属糸に通し、ミュウの【スノーホワイト・ブレスレット】のアップグレードを行う。

　次に、セイ姉ぇの【蒼あおと銀のミスティックリング】は、ミュウの物ほど手間が掛かからず、ブルライト鉱石が使われた指輪をブルライトとミスリルの合金でアップグレードさせて直すだけで済んだ。

　最後に、属性石を強化素材とした追加効果の付ふ与よを行い、仕上げを行って完成となる。




　　　　●




「よし、ミュウとセイ姉ぇの分は、これで完かん了りようだな」

　俺は、そう呟きながら回復した耐久度と向上した性能のアクセサリーを並べてみる。





　蒼と銀のミスティックリング【装そう飾しよく品】（重量：１）

　ＤＥＦ＋10　ＩＮＴ＋５　ＭＩＮＤ＋15

　追加効果：【ＩＮＴボーナス】【水属性向上（中）】【魔ま法ほう上じよう昇しよう（小）】




　スノーホワイト・ブレスレット【装飾品】（重量：１）

　ＤＥＦ＋10　ＭＩＮＤ＋15

　追加効果：【回復効果（小）】【範はん囲い強化（小）】【光属性向上（中）】






　現状の俺ができる全すべてを注ぎ込んでアップグレードしたアクセサリーだ。

　ステータスも上がり、更さらに素材に上位のものを使ったので、新たな追加効果を付与できるようになった。

　なので、新しく付与する追加効果は、実際にミュウとセイ姉ぇと相談しながら、慎しん重ちように選んでいこうと思う。

　そして、残ったのは、タクの【黒のガードリング】のアップグレードだ。

　素材として最良なのは、アダマンタイトであるが、俺が加工できないものは選せん択たく肢しには入らない。

「アップグレードの素材は、ウーツ鋼か、隕いん星せい鋼が現実的かなぁ」

　ウーツ鋼は、鋼はがねをベースに積層炭を混ぜて折り重なるように鍛きたえることで独特のダマスカス模様が生まれる金属インゴット。

　隕星鋼は、隕星鉱石から製せい錬れんしたインゴットで性能的には、黒鉄以上でありつつ【装備重量軽減】の効果がデフォルトで付いてくる。

「隕星鋼の方でいいかなぁ。ウーツ鋼とステータスでの差は、あんまりないけど、隕星鋼なら【装備重量軽減】や色んな効果が後付けしやすいよな」

　とりあえず、隕星鋼でアップグレードを考えている俺だが、一つ問題がある。

「素材の鉱石がないし、今じゃ手に入らないか……」

　隕星鋼のインゴットを作るには、【隕星鉱石の欠片かけら】が大量に必要である。

　その【隕星鉱石の欠片】は、恐きよう竜りゆう平原のエリアの夜間に降る隕石から拾い集めることができる。

　そのために、手に入れるには、どこかから購こう入にゆうするか、夜まで待つ必要がある。

「時間空いちゃったなぁ」

　悩む俺には、時間があり、目の前には魔ま導どう炉ろがあり、近くにはアダマンタイト鉱石が採さい掘くつされる場所がある。

「うん。ダメ元でやってみるか」

　俺は一人頷うなずき、魔導炉の周囲を片付ける。

「おっ、ユンは、どこか行くのか？」

「ちょっと、アダマンタイト鉱石を採掘してくる！　戻もどったら、作業の続きをするつもり」

　俺が細かな彫金の彫ほり込みをしているラングレイと作り上げたばかりの刀を研といでいるオトナシに声を掛けると、二人は無言で片手を上げて反応してくれる。

　その様子に微び苦く笑しようを浮うかべながら、ドワーフの国から地下渓けい谷こく中層にポータルで移動する。

「よし、掘ほるか！」

　俺は、マギさんに新しく鍛え直してもらった隕星鋼のピッケルを担かつぎ、地下渓谷の採掘ポイントを探して掘っていく。

　隕星鋼のピッケルは、【装備重量軽減】の追加効果があるので、軽々と持ち上げられ、振り下ろす際は、重量感のあるものを突つき立てる不思議な手て応ごたえを覚える。

　地下渓谷の狭せまい崖がけ道みちを通る時は、先日取得した【潜せん伏ぷく】センスの《シャドウ・ダイブ》を使って影かげの中で敵ＭＯＢをやり過ごし、アダマンタイト鉱石を集めていく。

　そして、ある程度のアダマンタイト鉱石が集まったところでドーヴェの工こう房ぼうに戻る。

「ただいまー。ラングレイとオトナシは、まだ居るか……って、うわぁぁぁっ！」

「……死ぬ、マジで死ぬ」

「か、完成のためなら……本望……」

　熱気の籠こもるドーヴェの工房に入ると、壁かべに背中を預けて煤すすけた様子のラングレイと煤けた金かな槌づちを持ったまま冷たい床ゆかに倒たおれ込むオトナシが居て、思わず声を上げてしまう。

「ちょっと、何があったんだよ！　なんでそこまでダメージ受けてるんだよ！」

「……アダマンタイトをベースに複数金属の鍛たん接せつをやってたら失敗して爆ばく発はつした」

「……粉末魔法薬の量が多すぎて燃料力が強すぎたのが不ま味ずかったね」

　慌あわてて二人を介かい抱ほうする俺は、ラングレイとオトナシの言葉に胡う乱ろんげな目を向ける。

「危ないだろ。ほら、メガポーションならすぐに回復する」

「すまん。助かった」

「ありがとう、次は、気をつける」

　諦あきらめないんだな、と思いながら、周囲に散らばった魔法薬に触ふれて確かめる。

「これは……」

　足元に落ちている失敗したと思おぼしきアダマンタイトとミスリルの鋼板を見る。

　付着する粉末から【溶熱粉マグマパウダー】という魔法薬を鍛接剤として大量に使ったのが分かる。

　だが、ミスリルの鋼版側に穴が空くほどの爆発に対して、アダマンタイトの鋼板は、多少歪ゆがんでいるだけである。

「やっぱり、単体で完結している特とく殊しゆ金属だから、合金にはできねぇかぁ」

「ギルドの検証班が図書館で調べた内容通りに、他ほかの金属と鍛接も合金もできない」

　どうやら、アダマンタイトとは、それ単体で自己完結している金属のようだ。

　そのために、ラングレイとオトナシの好こう奇き心しんからの努力は、ことごとく超ちよう硬こう度どのアダマンタイトによって阻はばまれる結果となる。

「はぁ、疲つかれた～。俺は、ちょっとログアウトして休きゆう憩けいするな」

「僕もログアウトして休む。流石さすがに、刀を作り続けたのは疲れた」

　二人は、凝こり固まった体を解ほぐすように背を伸のばしたり、肩かたを回した後に、ログアウトしていく。

　俺は、二人の背中に、ごゆっくりと小さく呟つぶやき見送るのだった。

　そして、ドーヴェの工房を眺ながめてから先程まで使っていた魔導炉の前に座る。

「よし、やるか！」

　右手には、愛用の黒鉄製のハンマーを握にぎり、魔導炉にアダマンタイト鉱石を５個投入して、溶とけ出すのを待つ。

　そして、溶け出たアダマンタイトを型に流し込み、インゴットにするために叩たたき始める。

「ぐっ、硬かたい！」

　全力でハンマーを叩き付けるが、いつもの響ひびくような金属音ではなく、不快な鈍にぶい音が鳴る。

　ダメだと思いながら、ハンマーを振り続けるが、金属の快音は五回に一回程度しか鳴らない。

　逆に、硬い金属にハンマーを叩き付けた反動から手が痺しびれ、段々と右手の感覚がなくなってくる。

　それでも意地でハンマーを握り、振り下ろし続けるが、快音の響く間かん隔かくが五回に一回から徐じよ々じよに広がっていく。

　また、アダマンタイトから熱が早く抜ぬけていくので、素す早ばやく炉に戻し、再加熱しなければならないが、そのタイミングを見誤り、インゴットが真っ二つに割れて光の粒りゆう子しとなって消える。

「難しい……思っていた以上にシビアだ」

　俺は、光の粒子を見つめながら、一度ハンマーを置いて、痺れた手を揉もみ解す。

　痺れた手は、ステータス不足による反動のようなものだ。

　他にも、使っている黒鉄製のハンマーを採掘用ピッケルと同じように隕星鋼に替かえるのも必要である。

　だが、今は手持ちの道具やスキルを駆く使しして、できるところまでやってみようと思う。

「久しぶりに、全力で挑いどむか。《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　俺は、攻こう撃げきと速度強化のエンチャントを自身に施ほどこす。

　更に、インベントリから取り出した強化丸薬ブースト・タブレツトを飲み込み、自身のＡＴＫを一時的に強化して、ハンマーを握り直す。

　再び魔導炉で溶かしたアダマンタイトを型に流し込み、ハンマーを振ふり下ろす。

「今度、こそ！」

　連続で振り下ろすハンマーの手応えと金属音が、少しだけ良くなったことに気付く。

　だが、それでも【彫ちよう金きん】センスのアシスト通りには、行えずに回数を追う毎ごとに、少しずつ叩くタイミングにズレが生じる。

「ぐっ、やっぱり、まだ叩く速さが足りないか！」

　もっと速く、もっと的確に、と思いながら、熱が抜け始めたインゴットを炉の中に戻し、一息吐つく。

　そして、思い出したかのように感じる熱気と噴ふき出す汗あせに、かなりの【炎えん熱ねつダメージ】を受けていることに気付く。

「マギさんも、ラングレイも、オトナシもこんな暑さの中やってたのか……」

　いくら【耐たい熱ねつ効果】を付ふ与よしても、アダマンタイトを精せい錬れんするのに必要な温度は、厳しいものがある。

　それに、一息吐いているように見えるが、その間にも炉の火力維い持じにＭＰが吸われ続けているために、時間を無む駄だにはできない。

「再開だ！」

　熱を取り戻したインゴットを取り出し、再び叩き始める。

　そして、それを繰くり返し、炉にインゴットを戻すタイミングでじりじりと減るＨＰとＭＰを睨にらみ、エンチャントでステータスを誤ご魔ま化かしながら挑み続け──失敗する。

「流石に……これは、辛つらい」

　今度は、俺が倒れそうになりながらもインゴットを叩き続ける。

　合計で五回ほどアダマンタイトに挑ちよう戦せんし続け、一回毎に全力で打ち込む。

「……ふぅ、これも失敗か」

　叩く回数が増えるほどに、持ち上げるハンマーが重く感じ、思うように叩けない。

　そんな限界ギリギリの状態で俺は、ハンマーを振り下ろす。

　その衝しよう撃げきでインゴットが砕くだけ、光の粒子となって消える。

「だぁぁっ、感覚的には、まだまだ足りない！」

　アダマンタイトのインゴット化には、俺自身に足りないものがあり、それを超こえても、インゴットをアクセサリーに加工するのは、更さらに敷しき居いが高く感じる。

　だが、失敗しても俺の中では、経験値としてセンスに蓄たくわえられる。

「次に行く……って、もうアダマンタイトがない……」

　俺のアダマンタイトのインゴット化の挑戦は、結局失敗に終わり、時間も大分経たっているので一度、ログアウトした。

　そして、タクの【黒のガードリング】をアダマンタイトで作るのを諦め、夜のログインでは、予定通り【隕星鋼】で作るための素材集めをする。

　使し役えきＭＯＢのリゥイとザクロを連れて、恐竜平原にやってきた俺は、空からランダムに降ってくる隕いん石せきを追い掛かけて、【隕いん星せい鉱石の欠片かけら】を拾い集める。

「リゥイ。いつも乗せてくれてありがとう。ザクロも鉱石を拾い集めるの手伝ってくれてありがとう」

　俺を乗せて平原を縦横に駆かけるリゥイと散らばる鉱石の欠片を三さん尾びを自在に操あやつり拾い集めるザクロを労ねぎらう。

　予備も含ふくめた【隕星鉱石の欠片】を集めた後は、【恐竜平原】のセーフティーエリアまで戻ってきて、使役ＭＯＢたちとの触れ合いを楽しむ。

　リゥイのサラサラとした鬣たてがみを撫なで、体をブラッシングしたり、ザクロにせがまれて全身をマッサージして過ごした。

　その際、グリムリーパーからドロップした【匂におい袋ぶくろ】を取り出し、星空を見上げれば、リラックスできそうな匂いと雰ふん囲い気きに全身の緊きん張ちようが緩ゆるむ。

「うん。今なら、いい物が作れそうな気がする」

　適度に力の抜けた穏おだやかな気持ちでゆったりと過ごす。

　少しだけ辺りを見回せば、遠くに【隕星鉱石の欠片】を集めるために駆け回るプレイヤーたちが見える。

　きっと俺と同じように【隕星鋼】のインゴットか【星】のシンボルが欲ほしいプレイヤーなのかなぁ、などと思いながら、その日はのんびりと過ごす。

　そして、遠えん征せい７日目は、再び魔ま導どう炉ろの前までやってきた。

「よし、今日もやるか！」

　素材を集め、英気も養った。

　アダマンタイトで作ることは諦めたが、それでもいい装備を作る気持ちはある。

　早さつ速そく、【隕星鉱石の欠片】を投入し、流れ出た金属を黒鉄のハンマーで叩き、気がつく。

「あっ、なんか、すごいいい手応え」

　アダマンタイト鉱石を相手にしていたためだろう。

【隕星鋼】に対する最初の一振りの手応えがしっくりとくる。

　その後も続けて、リズミカルにハンマーを振るい、腹の底に心ここ地ちよい金属音が響く。

　以前、自身で初めて【隕星鋼】のインゴットを精錬した時と比べると、決して簡単だったり、楽になったというわけではない。

「この適度な緊張感……すごく、いい！」

　アダマンタイト鉱石を打つことで、知らず知らずに金属を打つ正確さが鍛きたえられていたのかもしれない。

「よし、完成！　それと、これを使って仕上げる！」

　そうして、ミスすることなく【隕星鋼】をインゴットにすることができ、そのままの勢いで、タクの【黒のガードリング】のアップグレードを行う。

　黒鉄製のハンマーで叩き、リングと同じ形状に仕上げていく。

　シンプルなデザインのリングであるために、細かな部分での調整は必要ないが、黒鉄の色合いから【隕星鋼】の藍あい色いろに変わるために、色合いだけは黒にするために一手間加える。

「さて、これを使うかな」

　まだ熱い【隕星鋼】のリングの表面に【二に乃の椿つばき】から絞しぼった椿油を満まん遍べんなく塗ぬり込み、火力を落とした炉の炎ほのおで炙あぶる。

　それを何度か繰り返すことで油が蒸発して、黒くなり、艶つややかな皮ひ膜まくが【隕星鋼】のリングの表面を覆おおう。

「最後の仕上げは、【シェイド濃のう緑りよく染せん料りよう】で煮にて綺き麗れいにする、と」

　リーリーが栽さい培ばいしている【シェイド結けつ晶しよう樹じゆ】から作られた染料の液体を小さな鍋なべに注ぎ、魔導炉の余熱で沸ふつ騰とうさせる。

　その中に油を塗ったリングを沈しずめれば、熱せられたリングの熱で染料液が沸騰する。

「あとは、30分くらいこのまま煮ておけばいいかな」

　これで藍色だった金属の表面は、染料のシブにより黒っぽい色合いになるはずだ。

　この表面処理の方法は、【彫金】のちょっとした技法の一つだ。

　ステータスには変化はないが、金属装備の表面に皮膜を作ることで耐久度がちょっと上がるメッキのようなやつだ。

「さて、煮出しは、こんなものでいいかな？　うん、中々いい色合い」

　黒い皮膜に覆われて自然な艶を得たリングの水気を拭ふきながら、ステータスを確かく認にんする。





　黒のガードリング【装そう飾しよく品】（重量：１）




ＤＥＦ＋20　追加効果：ＤＥＦボーナス、ＡＴＫ付加エンチヤント、ＤＥＦ付加エンチヤント、ＩＮＴ呪加カースド、身体系状態異常耐たい性せい（小）、耐久力向上（中）、装備重量軽減（小）






「うーん。まぁ、こんな感じかな」

　満足のいくアクセサリーを仕上げることができた。

　ただ多くの追加効果を付けており、また【隕星鋼】の素材の性質で【装備重量軽減】がある。

　そのために、ミュウやセイ姉ねぇのアクセサリーと違ちがい、新たな追加効果を付与するだけの容量が存在しない。

「まぁ、とりあえず、修理とアップグレードが終わったことを伝えるか」

　俺は、フレンド通信でミュウたちにメッセージを送り、一つの仕事を無事に終えることができた。







　　　六章　地底エリアと溶よう融ゆう石







　ゴールデンウィークの十連休も、もう８日目。

　大型連休を活用した大規模遠征も残り数日となる。

　ミュウたちのアクセサリーの修理とアップグレードという一仕事を終えた俺は、【アトリエール】で作業していた。

「キョウコさん、鉢はち植うえに土と肥料を混ぜたけど、こんな感じでいいかな？」

「はい、あとは人差し指の第二関節ほどの深さの穴を作ってその中に種を入れて優やさしく土を被かぶせましょう」

　キョウコさんの指示で植木鉢に種を植えている。

【ヤオヨロズ】の大規模遠征での当初の目的であるドワーフの国に辿たどり着き、あとはのんびりと【アトリエール】で過ごそうと思っていた。

「よし、植木鉢である程度育ったら植え替かえするかな」

　色いろ違ちがいの二つの植木鉢には、【錬れん金きん】スキルの下位変へん換かんで種に変えた【セフィラの果実】と【ダアトの果実】の種が植えられている。

　たっぷりと畑の土と中級肥料を混ぜた植木鉢を【アトリエール】と隣りん接せつするガラスハウスの温室に、俺は、ＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターのキョウコさんと運ぶ。

　その後ろで新たな果物の樹きに興味があるのか、リゥイとザクロが俺たちについてくる。

「ユンさん、また珍めずらしい植物の種を集めましたね」

「そうだな。その内、薬草畑以外にもフルーツ系の樹木を纏まとめた果樹園にしたいなぁ」

　俺の呟つぶやきに、愛あい嬌きようのある顔立ちのキョウコさんが楽しそうに笑う。

　そして、温室のガラスハウスの一角に置くと、リゥイが、植木鉢の上に水球を生み出し、優しく細かな水を撒まいているのを、楽しげに見つめながらキョウコさんと話をする。

「俺が遠征で不在中とかは、何か問題はあった？」

「畑などの収しゆう穫かくは普ふ段だん通り、良好です。ただ、いつもよりポーションなどの消しよう耗もう品の売れ行きがいいので、その補ほ充じゆうをお願いします」

「わかった。やっぱり休み中だと、ログインする人が多いからよく売れるなぁ」

　メガポーションやＭＰポット、回復量の高い蘇そ生せい薬やくなどの一部の高性能アイテムは、変わらず購こう入にゆう制限を掛けている。

　だが、それ以外の商品は、少しずつ購入制限を緩かん和わしている。

　汎はん用よう性の高いアイテムは、多くの生産職が作り、市場に溢あふれている。

　なので、わざわざ購入制限を掛かける必要がなくなったのが理由にある。

「あとは、何度か、アイテムの買い占しめをしようとしたお客さんもいたので、注意とご理解をお願いして、購入制限一いつ杯ぱいまでご購入していただきました。なので、その購入しようとしたアイテムは、在庫を多めにお願いします」

「それにしても買い占めかぁ。アイテムの中間素材か、または特とく殊しゆなレベリングに使用するためか、それとも、ただの転売目的か？　まぁ、その辺は分かったよ」

　無論、需じゆ要ようが増えても買い占めするプレイヤーはいるので、購入制限の撤てつ廃ぱいではなく、購入数の拡大という処置に留とどめている。

　俺は、キョウコさんに畑の管理を任せて、【アトリエール】の工こう房ぼう部に籠こもる。

「やっぱり、俺のお店を放置して遠征に行きっぱなし、ってのも問題あるよなぁ」

　マギさんやリーリー、クロードも遠征の合間に、自身のお店に戻もどってお店の管理や武器などの注文や修理を受けている。

　俺は、消耗品を中心として扱あつかうので、注文は受け付けていないが、減っている商品は適てき宜ぎ補ほ充じゆうする必要がある。

　そして、今もハイポーションやＭＰポーション、状態異常バツドステータス回復薬などを調合しながら、店てん舗ぽ部から声掛けしてくるプレイヤーの対応をする。

「あっ、今日は、ユンさんがいるのね！」

「お店にリゥイとザクロが居たからもしかして、と思ったらホントにいた！」

　お店に入ってきたのは、いつも来てくれる二人組の女性プレイヤーだ。

　俺は、工房部から店舗部に移動し、カウンター越ごしに挨あい拶さつする。

「いらっしゃい。いつもありがとな」

「【ヤオヨロズ】の遠征の方に参加してるって聞いたから、ずっと居ないのかと思ってたわ。それじゃあ、私は、ハイポ20本とＭＰポーション10本」

「私は、ハイポで回復量制限が掛かってるからイエローポーションを30本と、蘇生薬は制限いっぱいの５本で」

　彼女たちから注文を受けて、カウンター裏にあるアイテムボックスからアイテムを取り出す。

　俺が商品を揃そろえている間──『回復量制限が掛かったならメガポを買えば？』『メガポはお値段がちょっと高いし、沢たく山さん買い揃えられないじゃん』などと女性プレイヤーたちに購入個数の制限に関して目の前で言われているので苦にが笑わらいを浮うかべるしかない。

「悪いな。メガポは、素材とか手間の関係で制限を掛けたままで」

「いえいえ！　そんなことないですよ！　ここのメガポは、他ほかよりも安いし性能がいいですから！」

「そんな、ユンさんが気にする必要はありませんし！　私たちも背せ伸のびすれば、買えるくらいですから！　むしろ、メガポ１本だけでも買えば戦せん闘とうでの安心感がありますし、これから沢山買えるくらい強くなる、って気になります！」

　慌あわてて励はげましの言葉をくれる女性プレイヤーたちに俺は、クスッと小さく笑えみが零こぼれ、自身のインベントリからアイテムを取り出す。

「ありがとう。なら、二人が頑がん張ばれるようにちょっとしたお菓か子しをオマケするな。休きゆう憩けいの時にでも食べてくれ」

　俺が以前、多めに作ったレーズンバターサンドを３つずつ渡わたす。

　それを受け取った二人組の女性プレイヤーは、目を輝かがやかせる。

「うわぁっ、本当にいいんですか!?」

「やったぁ、ユンさんの手作りだ！」

　一応【料理】センスを使い、サムヤマブドウのレーズンを使ったために、ちょっとした効果はある。

　それを嬉うれしそうに受け取る二人が会計を済ませ、冒ぼう険けんに出かけるのを微笑ほほえみながら見送る。
















「やっぱり、こっちの方が俺の性しように合ってるよな」

　のんびりと好きなことで過ごして、お店の番をしながらプレイヤーと軽く交流する。

「よし、調合の続きをやるか！」

　冒険に行くプレイヤーからやる気を貰もらい、お店に補充する消耗品などを作り上げていく。

　ただ、慣れた作業なので程ほどなくして必要な分も揃えることができる。

　なので、空いた時間には、連休でいつもよりちょっと多いお客さんを相手にしながら、のんびりと過ごしていた。

　残りの休みは、このまま過ぎていけばいいのに……と思ったが、そうはいかないようだ。

「ユン、邪じや魔まをするぞ」

「あ、クロード。どうしたんだ？　こっちに直接来るなんて」

　珍しいな、と思いながら俺は、カウンター越しにクロードに挨拶する。

「少し【生産ギルド】関係で人手を借りたいことがあってな？」

「手を借りたいこと？」

　俺が首を傾かしげると、クロードは話し始める。

「ドワーフ王・ドーヴェの工房では、魔ま導どう炉ろを無む償しようで借りられるが、あれを見てどう思う？」

「どう？　って、一杯並んでるなぁ、としか思わなかったかな？　たしか五つ並んでいたよな」

「そうだ。だが、一度に数十人単位の生産職が集まるとどうなると思う？」

「あっ……」

　クロードの指し摘てきは、その数十人単位の人が一度にやってくる事態が発生する可能性があるということなのか。

「そうなると、混雑する？　確かに精々二人一組でも一度に使えるのは10人くらいだ。でも、あの魔導炉の空間だけ別サーバーで複数を用意されてるかもしれないぞ」

「その可能性はある。だが、それでも出入り口は、混雑するだろ。または、もっと悪い場合だとどこかのギルドがその出入り口を物理的に独どく占せんするという可能性もある」

　その場合だと、工房の持ち主であるドーヴェが排はい除じよしてくれるのだろうか。ちょっと、気になる。

「まぁ、そうしたことが既すでに予見できるからな、早めに魔導炉を【生産ギルド】の方に設置しようと思ってるんだ。そうすれば、無料とは言わないが、予約によるレンタルにして利用者の管理をすることができる」

「そう言えば、必要素材で集めやすいものは、先に集めていたよな」

「ああ、とりあえず、超ちよう耐たい熱ねつレンガとボスＭＯＢのレアドロ枠わく以外の素材は、７基分の素材は用意した。残りの素材は【ヤオヨロズ】の面々と合同で集めていくことになる」

　どうやらミカヅチたちも３基分の魔導炉をギルドに設置するつもりらしく、合わせて10基分の素材を集めようとしているらしい。

「その素材集めに人手がいるんだ。だからユンには、超耐熱レンガの素材集めを手伝って貰いたい」

　素材集めは、ＯＳＯでの俺の数少ない特技である。

　だが、ギルド【ヤオヨロズ】や【生産ギルド】に加入していないために、クロードが俺にこの話をする理由が分からなかった。

「まぁ、ユンには、メリットのない話だな。集めるなら、お祭り騒さわぎでタダで集めるのではなく、市場価格が決まった段階での金銭のやり取りだろうな」

「じゃあ、どうしてその話を……」

　あっさりと俺にメリットがないことをクロードは認める。

　だが、次の話を聞いて、この話を俺に持ってきた理由に納なつ得とくする。

「これは、ちょっとしたサプライズの話だ。【ヤオヨロズ】や【生産ギルド】が必要分の魔導炉を作るが、集める際の余よ剰じよう分の素材は、どう扱うか話し合ったんだ」

「それって……」

「死蔵させるくらいなら、普段から世話になっている鍛か冶じ師しのマギに魔導炉をプレゼントしよう、という話が出ているんだ」

　今までもマギさんは、多くのプレイヤーに金属製の武器や防具を提供し続けた。

　その実績などを考えて、マギさんに魔導炉１基分の素材を贈おくり、これからも更さらに強力な武器を鍛きたえ上げて欲しいということだろう。

「なるほど。そういうことなら、俺も全力で手伝うよ。マギさんにはお世話になっているし」

　そんなマギさんへのサプライズなら、幾いくらでも手を貸すつもりだ。

「それで、俺は何を手伝えばいいんだ？」

「ユンには、俺と一いつ緒しよに【超耐熱レンガ】の素材の一つ【溶よう融ゆう石】を集めるのを手伝って貰いたい。地下渓けい谷こくの底から繫つながる地底エリアという場所で集めることができる」

　ドワーフ王・ドーヴェから教えて貰った必要素材の詳しよう細さいによれば、【超耐熱レンガ】は、レンガ用の粘ねん土どと【溶融石】を含ふくむ数種類の素材を混ぜて、焼き上げる必要があるらしい。

「とりあえず、10基分の【溶融石】は、[image: 1000]個集める必要がある」

「[image: 1000]個かぁ。多いのかなぁ？　まぁ少しずつでも集めるか。ただ、地底エリアかぁ、俺たちで地下渓谷の底まで行けるのかなぁ？」

「それに関しては、ミカヅチとお前の姉がパーティーを組んでくれる手て筈はずになっている」

　なんだ、結局このゴールデンウィーク中は、俺とセイ姉ねぇ、ミカヅチ、クロードでパーティーは固定か、と微苦笑を浮かべてしまう。

　そして、俺は、リゥイとザクロを召しよう喚かん石に戻して、クロードと共に地下渓谷中層のポータルに転移する。

　そこには、セイ姉ぇとミカヅチが先に待っていた。

「セイ姉ぇ、ミカヅチ、こんにちは」

「ユンちゃん、来てくれてありがとう」

「マギさんへのサプライズなんだって？　手伝いに来たよ」

　セイ姉ぇと挨拶を交かわし、その際に、直したが渡す機会が無かったアクセサリーを返す。

「そうだ。これ、アップグレードして直したよ」

「わぁ！　よかった、ちゃんと直ったのね！　ありがとう、ユンちゃん！」

　罅ひびが入ったことを悲しんでくれたセイ姉ぇだが、ちゃんと直ったことを大きく喜んでくれるので生産職としては、嬉しさや気き恥はずかしさを感じる。

　セイ姉ぇは、受け取った指輪を早さつ速そく指に嵌はめて、嬉しそうに眺ながめる。

　そんなセイ姉ぇの後ろから覗のぞき込むようにして見てくるミカヅチが俺に声を掛かけてくる。

「さぁ、他にもミュウちゃんやタクたちは、既に地底エリアにいるが、【溶融石】がまだ目標数の10分の１も達成できてない」

「それって、なにか理由があるのか？」

「まぁ、それに関しては、実際に現地を見せた方が早いだろうな」

　そう言って、俺はミカヅチに先導されて地下渓谷をどんどんと降りていく。

　つづら折りの道を進むと地表から染しみ出し、渓谷の壁かべを伝う水が集まり、独特の湿しつ気けと寒さが発生しており、また、暗い地下渓谷を光る苔こけなどが淡あわく照らす。

「滑すべって落ちるから、気をつけろよ。……いや、この高さなら蘇そ生せい薬を使えるから底に叩たたき付けられてからの復活の方が時間短縮になるか？」

「やらないって、そんな危ない方法……」

　ミカヅチが先頭に立ち、敵ＭＯＢを蹴け散ちらし、セイ姉ぇが後方から凍こおらせていく一方、俺とクロードは、苔や濡ぬれた岩場で足を滑らせないように気をつけながら進む。

　そして、渓谷の底には、足首辺りまで冷たい水が溜たまっており、壁や底の微かすかな亀き裂れつから水が染み込み、どこかに流れている。

　そんな地下渓谷の底を白い息を吐はきながら、見回す。

「うわぁ……ちょっと、凄すごい光景かも。そして、めっちゃ寒い」

　地下渓谷の底に向かうほどに寒さを覚え、冬服の方のオーカー・クリエイターを着込んでいるのに耐たえられずに、【ホットドリンク】も飲んで移動していた。

「さぁ、あそこが地底エリアに通じる転移用のオブジェクトだ」

　ミカヅチが指差す先には、一段高い場所に台座のような転移オブジェクトが用意されていた。

　俺は、足元の水を撥はねないようにゆっくりと歩き、台座に近づく。

　俺たちは、一段高い台座の上に乗り、足元の五ご芒ぼう星せいのオブジェクトの中に入り込む。

「さぁ、覚かく悟ごしろよ！　ここから先が地底エリアだ！」

「なぁ、覚悟しろってなにを──」

　いきなり不ふ穏おんなことを言うミカヅチにその理由を尋たずねようと問い掛けるが、俺の言葉を遮さえぎるように足元の五芒星が輝き、俺たちは地底エリアに転移させられた。
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　台座の五芒星が輝かがやき、一いつ瞬しゆん目を閉じた俺は、目ま蓋ぶたの裏の光が収まると共に、ゆっくりと目を開ける。

「……ここが地底エリア」

　広い赤茶けた大地は罅割れ、その隙すき間まから赤い光が明めい滅めつを繰くり返す。

　頭上は、低い闇やみに覆おおわれた暗黒の空にも見えるが、【空の目】の暗視性能だから、頭上に天てん井じようがあることが見える。

「地底エリアっていうより地じ獄ごくって表現が近いなぁ」

　遠くには、ミュウが言っていた人工物の塔とうらしきものがこの転移オブジェクトの台座から見えた。

　そして、何より──

「めっちゃ暑い！　って言うか、暑すぎる！」

【寒冷ダメージ】で鈍にぶい痛みと手先が悴かじかむような寒さの発生する地下渓谷から【炎えん熱ねつダメージ】が発生するほどの灼しやく熱ねつ地獄の地底エリアに飛ばされたために、思わず声を上げてしまう。

　慌あわてて、防具を夏服仕様のオーカー・クリエイターに切り替かえ、クールドリンクを飲んで落ち着く。

「あはははっ、予想通りの反応だな」

「むぅ……確かに、ミュウから暑いって聞いてたけど、ここまでとは思わなかった。一言言ってくれればいいのに」

　ふて腐くされるように呟つぶやく俺に、ミカヅチが半笑いのまま謝りながら答えてくれる。

「悪い、悪い。けど、少しは先せん駆く者しやと同じ体験を味わえたからいいだろ？　それに、ほら──」

「きゃっ!?」

　そう言ったミカヅチが、セイ姉ぇに肩かたを回して抱だき締しめる。

「もっとズルいのは、セイだぞ。【氷属性才能】のセンスの副次的な効果で【寒冷ダメージ】は軽減されるし、セイ自身が魔ま法ほうで冷気を出してるから、暑い場所だとくっつくとひんやりして気持ちいいんだ」

「ちょっと、ミカヅチ！　恥はずかしい、やめて！」

　恥ずかしそうに身を捩よじり、ミカヅチの拘こう束そくから抜ぬけ出すセイ姉ぇ。

　その様子に俺とクロードは、黙だまって魅み入いってしまった。

　セイ姉ぇのちょっと珍めずらしい一面を見た気がする。

「ん、んっ！　それじゃあ、ユンちゃん、クロードくん！　ポータルを登録してから【溶融石】の集められる場所に行きましょう」

　セイ姉ぇは、なんでもないように咳せき払ばらいして、俺たちを正気に戻もどす。

　転移オブジェクトの台座の側そばにあるポータルで新たな転移先を登録した後、ミカヅチたちと共に目的地に向かう。

「ところで、俺たちは、どこを目指しているんだ？」

「溶よう岩がん湖の近くだ。ほら、あそこ」

　地底エリアのポータルから西の丘きゆう陵りようを指差すミカヅチと共に丘おかの天辺まで移動する。

　その丘の向こう側には、一段下がるようにすり鉢ばち状の盆ぼん地ちが広がっており、その中央に溶岩湖が存在し、その中を悠ゆう々ゆうと泳ぐ巨きよ大だいな岩の塊が見えた。

「……なんだ、アレは？」

「あれこそが【溶融石】を採さい掘くつできる超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢのマグマギガンテだ」

　溶岩湖の溶岩を纏まとい、それが冷えて固まった岩石の外がい殻かくを持つマグマギガンテ。

　周期的に、溶岩湖から盆地に上がり、決まったコースを徘はい徊かいする際、外殻の岩石の一部が自然と剝はがれ落ちる。その岩石を採掘すると【溶融石】が混じっていることがある。

　だが、マグマギガンテから剝がれ落ちる素材を集めるだけでは、目標の[image: 1000]個を達成するには、根気がいるらしい。

「と、いうことでマグマギガンテの外殻を引っぺがすぞ」

「いやいや、無理だって！　グランドロックと同じサイズのボスなんて倒たおせるわけないじゃん！」

「別に倒せとは言ってないさ。背中から採掘するのと変わらない。ただ、溶岩の熱とかうっかり取り残されると溶岩湖に一緒に沈しずむだけだ」

「そんな即そく死しコースとか、いやだぁぁぁっ！」

　俺の叫さけびに呼応するように薄うす暗ぐらい地底エリアに重い咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　溶岩湖に浮うかぶマグマギガンテは、外殻に覆われた顔を上げて、咆哮を上げると背中の岩石が赤熱するように輝き出す。

　そして、内側から弾はじけるように岩石の外殻が砕くだけて、上空へと打ち上げられる。

　それは、大小無数の溶よう岩がん弾だんとなって、盆地の周辺にいるプレイヤーの頭上に降り注ぐ。

　だが、プレイヤー側も既すでに対処方法を身に着けたのか、集団で防ぼう御ぎよ魔法を張って溶岩弾に耐えている。

　そんな光景に俺は、震ふるえる。

「なんて、恐おそろしい即死級の攻こう撃げきを仕し掛かけてくるんだ」

「けど、あの攻撃で降ってくる溶岩弾も一応外殻から剝がれた採取物だから【溶よう融ゆう石】が採掘できるんだ。それでも中々数が集まらないんだよなぁ」

　ミカヅチの呟きを聞き流しつつ、溶岩弾をやり過ごしたプレイヤーを見れば、早さつ速そく協力して溶岩弾を砕いて【溶融石】を探している。

「おーい！　助っ人連れてきたぞー！」

「あー！　ユンお姉ねえちゃん、セイお姉ちゃん！」

　ミカヅチは、そんな作業をしていたプレイヤーに声を掛けながら盆地に降りていくと、真っ先にミュウが気がつき、こちらに駆かけ寄ってくる。

「わぁ、セイお姉ちゃん、冷やっこい。はぁ、生き返る」

「ちょ、ミュウ!?」

「ミュウちゃんもくっつくの!?」

　俺とセイ姉ぇは、ミュウに抱だき付かれ、驚おどろきの声をあげる。

　二人で困ったような表情になりつつも引き離はなせないのは、ミュウには甘いためだろうか。

　そして、少しの間、俺たちに抱き付いていたミュウは、満足したのか離れる。

「ユンお姉ちゃんも手伝いに来てくれたんだね！」

「何ができるか分からないけど、手伝いに来たよ。それとほら、ミュウは、これ」

　俺は、ミュウから修理で預かっていたアクセサリーを渡す。

「わぁっ！　ちゃんと直ってる！　それに性能も上がってる、凄い！」

「はいはい。とりあえず、さっきの溶岩弾から採取できるアイテムくらいは集めようか」

　俺は、インベントリから隕いん星せい鋼のピッケルを持ち、周囲をそれとなく観察する。

　他ほかのプレイヤーを見れば、手分けして特に大きいサイズの溶岩弾を砕いて採掘して素材を集めている。

「俺は、大サイズの溶岩弾でもやるか」

　あまり時間を掛けると、溶岩弾のようなオブジェクトは自然消しよう滅めつしてしまう。

　早速、降ってくる時クレーターを生み出した俺の身長ほどの溶岩弾を見つけ、ピッケルを振ふり下ろす。

　だが、表面は冷えているが、内部にまだ熱量を持っていた溶岩弾は、隙間から高温ガスを噴ふき出してくる。

「うわっ!?　熱っ！」

「──《アイス・エイジ》！」

　そんな高温ガスを噴き出す溶岩弾をセイ姉ねぇが氷魔法で急速に冷やし、ガスの噴ふん出しゆつが収まり始める。

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　ダメージ受けてない？」

「ありがとう、セイ姉ぇ。ただビックリしただけ」

　俺は、セイ姉ぇにお礼を言いつつ、改めて溶岩弾に隕星鋼のピッケルを振り下ろす。

　そして、返ってくる手て応ごたえから言えば、地下渓けい谷こくの採掘ポイント並の硬かたさだろう。

　下手に採掘しようとすると、道具の方が先に壊こわれてしまいそうだ。

　だが、アダマンタイト鉱石すら採掘できる隕星鋼のピッケルは、着実に大きな溶岩弾を砕き、その中から灰色の塊を手に入れることができた。





　溶融石【素材】

　マグマギガンテの体表から滲にじみ出る可燃性体液と溶岩が混ざって固まった物質。金属との溶よう接せつ剤ざいとしては、最高級品として扱あつかわれる。






　更さらに溶岩弾を砕いていけば、鉄や黒鉄、銀、ミスリル、アダマンタイトなど様々な鉱石を採掘することができる。

　それを見ていたミカヅチが軽く手を打ち鳴らしながら、話しかけてくる。

「幸先がいいなぁ、流石さすが、いい運持ってる。その１個を当てるのもかなり大変なんだ」

「まぁ、実際に採掘してなんとなく分かったよ」

　俺は、時間経過で自然消滅する溶岩弾のオブジェクトを眺ながめながら呟く。

　大きな溶岩弾は、マグマの熱を持っているので近づくのも危ないし、何より大きくて硬いために相応の装備がないと採掘効率が上がらない。

　そんな中で目当ての【溶融石】が採れるのは、たったの１個。

　俺が採掘できたのは、【採掘ボーナス】のある微びレア装備の【土輪夫ドワーフの鉄輪】や大事なものに鉱石系の採取・採掘率が微び妙みように上がる【陸りく皇おう亀がめのメダル】を持っているために、他の人より出やすいだけである。

　目標[image: 1000]個を地道に集めるより、大量確保の方法が欲ほしくなるのも分かる。

　そして、そんな俺は、ピッケルを担かついだまま、ミュウとセイ姉ぇに案内されて溶岩湖の周辺を少しだけ探たん索さくする。

「よーし！　次は、あっちの大きな溶岩弾を崩くずすぞ！　急げよ！　順番に消えるからな！」

　魔法使いが風と水魔法で大きな溶岩弾の熱を奪うばい、そして採掘役のプレイヤーが溶岩弾を叩たたいて崩し【溶融石】を探す。

　その間、溶岩湖周辺の敵ＭＯＢに襲おそわれないように戦せん闘とう系プレイヤーが周囲を警けい戒かいする。

　それらの作業を大体10人前後のグループで【溶融石】を探している。

　その作業グループの一つで、見知ったプレイヤーと顔を合わせる。

「さっき、ミュウちゃんが駆け出したのが見えたけど、やっぱりユンが来てたのか」

「タク、お疲つかれ様。さっき、ミュウやセイ姉ぇにも渡したけど、はい」

【溶融石】の採掘の護衛をしているタクやタクのパーティーとも会うことができた。

　その際、インベントリから修理したアクセサリーを無事に渡すことができる。

「サンキュー、って見た目はあんまり変わってないけど」

「それは、黒く見えるように表面を被ひ膜まく処理したんだよ。使われてる素材は、【隕星鋼】で強化してある。ほら、ちょうど、俺のピッケルと同じ素材」

　先さき程ほど、溶岩弾を砕いたピッケルをタクに見せると、俺の後にいるミュウが羨うらやましそうな声を上げる。

「いいなぁ～。私もユンお姉ちゃんとお揃そろいが良かった」

「いや、同じなのは、ピッケルの素材だけだからな。別にお揃いって訳じゃないし」

　俺がミュウの発言にツッコミを入れる一方、タクの方は早速、受け取ったアクセサリーを嵌はめている。

「【隕星鋼】のアクセサリーって相場[image: 300]万Ｇを超こえなかったか？」

「素材は、全部自分で集めたからお金は掛かかってないぞ。まぁ、素材代だけを考えると、[image: 100]万から[image: 150]万Ｇくらいかな？」

　俺が値段について告げると、タクが神しん妙みような顔になるので、慌あわてて言葉を付け加える。

「べ、別にそのお金を払はらえとか言わないぞ！　言わば、俺の【彫ちよう金きん】センスで作るアイテムを試ためしてもらうテスターとしてタダで渡しているんだ！」

「分かったよ。ただ、何かあったら、手伝うから教えろよ」

　割と真ま面じ目めな顔でタクが言ってくるので素す直なおに頷うなずき、そして普ふ段だんの雰ふん囲い気きに戻る。

「それにしても元々重量が１だったのに、【装備重量軽減】が付いてるんだな」

「それは、使った【隕星鋼】の素材による追加効果。１以下にはならないから無む駄だな追加効果っぽいけど」

「いや、そんなことないだろ？　更にアップグレードで重量のある素材を使った場合には、追加効果が引き継つがれるから将来的には意味があるんじゃないか？」

　例えば、重量１の【隕星鋼】からアダマンタイトで強化する際、アクセサリーの重量が３に増える可能性がある。その場合、【装備重量軽減】の追加効果が引き継がれ、重量が３から２に軽減されることもあり得るだろう。

「なるほど、そういう考え方もあるのか」

「ありがとう。改めて大事に使わせてもらうよ」

　そして採さい掘くつの護衛に戻もどるタクを見送り、俺は、ミュウやセイ姉ぇたちとこの溶よう岩がん湖の周辺を観察していると、ふとあることに気がつく。

「なぁ、なんでみんな大きな溶岩弾を採掘しているんだ？」

　マグマギガンテから放たれた溶岩弾は大小様々なサイズのものが周囲に散らばっているが、採掘するプレイヤーは、小さいサイズや中くらいのサイズには目もくれず、大きなサイズのものを積極的に狙ねらっているのだ。

「ああ、溶岩弾の大きさによっても【溶融石】の採掘率が変わってくるらしいんだ」

「サイズによって変わる？」

「正確には、大きなサイズの溶岩弾以外からは採掘できないんだよ」

　それを聞いて、【溶融石】のフレーバーテキストの一文に注目する。

「確か『マグマギガンテの体表から滲み出る可燃性体液と溶岩が混ざり固まった物質』だったか」

　そうなると、【溶融石】が生成されるのは、マグマギガンテの体表と溶岩の外がい殻かくの中間ということになる。

「だから、【溶融石】が集まらないのか。でも、どうやってそんな部分の外殻を採掘するんだ？」

「マグマギガンテが溶岩湖から上がってくれば、攻撃のチャンスなんだが、与あたえたダメージ量に応じて、剝はがれる外殻の大きさも変わる」

　何度か試したが、ダメージを与えて外殻を削けずっても溶岩湖に戻れば、外殻が元に戻ってしまう。

「だから、短時間で大ダメージを与える方法を考えてるんだ。そこで、ユンの嬢じようちゃんのエンチャントで攻撃プレイヤーの火力を底上げしてもらいたい」

「なるほどなぁ。そうやって、特大サイズの外殻を引き剝がすのかぁ」

　俺は、ミカヅチの採掘プランに耳を傾かたむけながら、他のプレイヤーも話し合いに加わり、作戦の細かな調整を行う。

　俺は、その作戦を聞き、【合成】と【付加エンチヤント】センスを使い、手持ちの【隕星鋼】のインゴットで作戦に必要なアイテムを作成する。




　　　　●




　マグマギガンテの外殻剝はく離り作戦の概がい要ようは、シンプルに火力を高めて壊す、だ。

　剝離する外殻の大きさは、受けたダメージの量によって変わる。

　強力な一いち撃げきか、短時間での連れん鎖さボーナス込こみの連撃ダメージ、もしくは地道に表層を削っていくかで【溶よう融ゆう石】の層を引き剝がす。

　そのために、それぞれ得意なことが違ちがうプレイヤーたちは、足止めや表層削り、ダメージディーラーなどの役割に割り振られた。

「そろそろ、上がってくるぞ！　全体、準備はいいか！」

『『『うぉぉぉぉっ！』』』

　ミカヅチが味方プレイヤーを鼓こ舞ぶし、その言葉にプレイヤーたちがそれぞれの武器を上げて呼応する。

　それにより、ミカヅチの【クラン】のセンスの効果によって味方プレイヤーは、ステータスの補正が得られる。

「やっぱり、こう集団で集まると壮そう観かんだなぁ」

「むぅ、私も前衛の方が良かったなぁ」

「まぁまぁ、ミュウちゃん。それとユンちゃんには、期待しているわ」

　俺は、先頭で鼓舞するミカヅチを眺めながら、ミュウとセイ姉ぇと共に後衛に配置された。

　他にも後衛には、クロードやミュウパーティーのリレイとコハク、タクパーティーのミニッツとマミさんたちもいる。

　マグマギガンテは、溶岩湖の南側から盆ぼん地ちに上がり、少しその周囲を活動して再び溶岩湖に戻る。

　その間が外殻を砕くだき、【溶融石】を引き剝がすチャンスである。

　そして、マグマギガンテが溶岩湖から上がり、作戦が始まる。

「──魔ま法ほう班、まずは表面を冷やせ！」

「それじゃあ、行くわ。──《メイルシュトローム》！」

『『『──《メイルシュトローム》！』』』

　セイ姉ねぇを始めとする水魔法使いたちが、いくつもの渦うず巻まく水を生み出し、マグマギガンテの外殻に浴びせていく。

　本来は、渦巻く水の内部に敵ＭＯＢを捕とらえて、ダメージを与える水魔法である。

　だが、体が大きすぎるマグマギガンテは、一部しか水に包み込めていない。

　それでも、外殻に残る熱量や隙すき間まの溶岩などによって、水は一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうし、水蒸気爆ばく発はつを繰くり返し、辺りに小さな外殻の破は片へんが弾はじけ飛ぶ。

「冷静に防ぼう御ぎよ魔法を展開！　視界確保のための風魔法を使え！」

　ミカヅチの号令にグループ分けされたプレイヤーたちが防御魔法を張り、そして、風魔法で風を送り、蒸気を追い払う。

「足止めして引き留めるぞ！」

「次は、私たちの番だね！　いっけぇ！　──《エンゼル・リング》！」

「俺もいくぞ！　──《マッド・プール》！」

「喰くらえ！　──《グラビティ・ポイント》！」

　光魔法使いのミュウたちが拘こう束そく魔法の《エンゼル・リング》で四し肢しを固め、俺を含ふくむ土魔法使いが、右側の足元に《マッド・プール》を発生させ、動きを止める。

　最後に、闇やみ魔法使いのクロードたちが、《グラビティ・ポイント》の重力球を当てて、マグマギガンテの自重を重くして動きを鈍にぶらせる。

　それにより、マグマギガンテの体が右に傾き、そのまま横よこ倒だおしに倒れてくる。

「よし、今だ、掛かれ！」

『『『おぉぉぉぉっ！』』』

　倒れたマグマギガンテに駆かけ寄り、飛び移る前衛のプレイヤーたち。

　そんな彼らを可能な限り視界に入れて、サポートする。

「全力で行ってこい！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック、スピード！」

　ミカヅチの号令と共に体表の熱を奪うばい、横倒しになるマグマギガンテに襲いかかる。

「──《六ろく連れん旋せん打だ》！」

「──《パワー・バスター》！」

「──《ショック・インパクト》！」

　ミカヅチ、タク、ルカートといった高火力の前衛が次々と強力なアーツを放ち、その度たびに溶岩の外殻が弾け、削れる。

　外殻が削られる中で、マグマギガンテもただやられているだけではない。

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　咆ほう哮こうを上げ、外殻の罅ひびの隙間が赤熱し、激しい発熱が起こる。

「総員、退たい避ひ！」

　ミカヅチの号令に合わせて、プレイヤーたちは深追いせずに素早く引く。

　その直後、マグマギガンテの外殻が弾け、拘こう束そくしていた《エンゼル・リング》の光の輪が搔かき消え、足元の地面が爆はぜて泥どろ沼ぬまが消し飛ぶ。

『ＦＵＳＹＵＲＡＲＡＲＡ──』

　喉のど奥おくから独特の声を鳴らし、外殻の隙間と口から高温ガスを噴ふん出しゆつし、それが近くの溶岩湖に触ふれると一瞬で引火し、全身と周囲の地面が炎ほのおを纏まとう。

「速すみやかに引け！　水魔法で再び冷れい却きやく！」

「行くわよ！　──《メイルシュトローム》！」

　一定の攻こう撃げきを受けたマグマギガンテは、溶岩湖で見せた発熱と爆発を見せ、外殻から溶よう岩がん弾だんを降らせる。

　そして、その行動に合わせて、再び渦巻く水がマグマギガンテに浴びせられ、激しい水蒸気を上げる。

　そして、急激な加熱と冷却が繰り返されたことで外殻の脆もろい部分から崩くずれていき、一部に【溶融石】の灰色の層が見えてきた。

「さて、どこをどう狙えば、引き剝がせるか。──《食材の心得》！」

　俺の《食材の心得》によって外殻の弱点が視界内に赤くマーキングされる。

「灰色と重なっているのは、あの辺りか」

　俺は、《食材の心得》でマーキングされた弱点に弓矢を構える。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　構えた弓から放たれる強きよう烈れつな矢は、藍あい色いろの尾おを引き、狙い通りに灰色の層に映るマーカーを射い貫ぬき、深々と突つき刺ささる。

　その手て応ごたえに、自然と安あん堵どの吐と息いきを漏もらすと共に、放った矢の反動で痺しびれる手を軽く握にぎる。

「うわぁ……ユンお姉ねえちゃん、凄すごいよ。硬い外殻を貫つらぬいちゃうなんて。攻撃力、一気に上がったんじゃない？　これで一気に後衛火力職？」

「ユンちゃん、お見事。でも、なんで今まで金属製の矢を使わなかったの？」

「やっぱり弓矢は、扱あつかいづらさとコストパフォーマンスが悪いから」

　そう説明しながら取り出したのは、総金属製の矢──それも先さき程ほど放った隕いん星せい鋼の矢だ。

　普ふ通つうなら、金属インゴット一つと木の枝などの素材から十数本が合成できるが、タクに言ったように、【隕星鋼】の素材のお値段だけで最低[image: 100]万Ｇする特別製だ。

「普通の金属の矢を使うと矢自体が重くて、飛ひ距きよ離りが伸のびないんだ。けど、【装備重量軽減】の【隕星鋼】なら、そのデメリットを打ち消せる」

　その分、お値段はかなり高いけどな、と微び苦く笑しようを浮うかべる。

　先程、隕星鋼の矢を放った反動で痺れた手先の感覚が戻り、再びアーツを放ち、別の弱点のマーカーを射貫く。

　合計４本の隕星鋼の矢が突き刺さるが、マグマギガンテは、意に介かいさずに悠ゆう然ぜんと歩き続ける。

　元々、俺の隕星鋼の矢は、軽くて細工を施ほどこしただけの楔くさびである。

「あの目印に向かって、突とつ貫かんだぁ！」

　ミカヅチの指示で魔法使いたちが４本の矢が刺さった高さまで足場を作る。

　そして、その足場を駆け上がるのは、ミュウパーティーのヒノのような打撃系アーツを得意とするプレイヤーたちだ。

「はぁぁっ──《グランド・ハンマー》！」

　俺が打ち込んだ隕星鋼の矢を後ろから強力な打撃アーツで叩たたき、深く押し込まれる。

　しかし、灰色の【溶融石】の層が思いのほか硬いのか、思うように奥に刺さらない。

　更さらに──

「まただ！　ガスが噴ふき出したぞ！　第二陣じん、叩き込め！」

　打ち込まれた隕星鋼の矢の周りに罅が広がっているが、それに合わせて内部の高温ガスが噴き出し、その勢いで隕星鋼の矢が抜ぬけ落ちそうになる。

　すぐさま、次のプレイヤーたちが隕星鋼の矢に打撃アーツを放ち、より深く押し込む。

　通算四度目の打ち込みにより、簡単には抜けない深さまで突き刺さり、弱点マーカーの周囲に罅が大きくなっているのを確かく認にんして、俺は一つのキーワードを唱える。

「──【エクスプロージョン】！」

　隕星鋼の矢には、一つの細工──弓矢自体に【地属性才能】のセンスがレベル25になって習得できる高威い力りよくの爆ばく破は魔法《エクスプロージョン》を《技能付加スキル・エンチヤント》してある。

《エクスプロージョン》は、戦せん闘とうでは使う機会はなく、またマジックジェムに付ふ与よする際には、手持ちの宝石自体の格が足りないためにエンチャントすることができなかった。

　だが、《技能付加スキル・エンチヤント》の対象は、なにも宝石や石だけではない。

　武器や弓矢もアイテム自体の格さえ足りていれば、それに応じたスキルをエンチャントすることができる。

　その結果──

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　打ち込まれた楔の矢を基点に起こる爆発の衝しよう撃げきは、逃にげ道を求めて周囲の罅を押し広げていく。

　表層にいくら強い攻撃をしても力の殆ほとんどが流れて内部まで浸しん透とうしにくいが、内部から爆発させれば、十分に威力を発揮する。

　その結果、隕星鋼の矢が打ち込まれた四箇か所しよは、互たがいに太い罅が繫つながり、そして──剝はがれ落ちない。

「くっ、ダメージが足りなかったか！」

　俺が大きな罅を残す灰色の層を見つめて、悔くやしそうに呟つぶやく。

「マグマギガンテが溶よう岩がん湖に戻もどっていくぞ！」

　誰だれかの言葉に、全員が焦あせる。

　この僅わずかな上陸の機会が【溶よう融ゆう石】を確保するチャンス。

　そして、再び溶岩湖の中に戻ってしまえば、追撃は難しく、また溶岩によって再び外がい殻かくが覆おおわれ、これまでのことが無む駄だになる。

「セイ、いくぞ！　ユンは、諦あきらめるな！　私に火属性エンチャントをしろ！」

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ。最後は、私たちがきっちり締しめてあげるから──《ダイヤモンド・ダスト》」

　ミカヅチの言葉とセイ姉ぇに軽く肩かたを叩かれて、正気に戻る。

　セイ姉ぇが杖つえを掲かかげ、マグマギガンテの亀き裂れつの走る外殻に霜しもが降り、凍こおり付く。

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　他ほかのプレイヤーが生み出した足場を駆け上がるミカヅチの六ろつ角かく棍こんに俺は火属性の属性石を消費してエンチャントを掛かける。

「うぉぉぉぉぉっ──《雷らい炎えん爆ばく打だ》！」

　火属性の赤い残光を残し、強烈な突きが罅割れた外殻の中央に放たれる。

　それにより罅割れが一層大きくなり、隕星鋼の矢によってできた罅と繫がる。

「もう一押しっ！」

　更に押し込むように手首を捻ひねるミカヅチの六角棍が赤熱し、それに合わせて、罅割れの各所から高温ガスが漏れ、火が噴き出す。

「ミカヅチ、危ないからもう逃げろ！」

「まだまだ、後一押しだ！」

　じりじりと炎に炙あぶられても一歩も引かないミカヅチ。

　そして、白い湯気が外殻から沸わき立ち──

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　マグマギガンテは、外殻が内側から爆ぜる衝撃に苦しむような咆哮を上げ、罅割れた【溶融石】の層が剝がれ落ちる。

　それにより隕星鋼の矢で穿うがった範はん囲いの【溶融石】の層が地面に落ち、大きな四つの塊と大小様々な小さな欠片かけらとなって降ってくる。

「なにが……起きたんだ。って、それどころじゃない！　ミカヅチ！」

　俺は、慌あわてて爆発に巻き込まれたミカヅチを探したが、爆発の直前で離はなれたのか、それほどダメージを受けている様子はない。

「ふぅ、ちょっとヒヤッとしたなぁ」

「ヒヤッとどころか、こっちの肝きもが冷えたぞ！　炎に炙られてただろ！」
















「まぁまぁ、ユンちゃん。ミカヅチのやることだから」

　セイ姉ねぇはミカヅチの無茶に慣れているのか微苦笑を浮かべながら、俺を宥なだめる。

　俺は、納なつ得とくいかずにふて腐くされていると、近づいてきたミカヅチに乱暴に頭を撫なでられる。

「なんだ、心配したのか？　愛ういやつ、愛いやつ」

「ちょっ、髪かみが乱れる！　やめろ！」

　俺は、慌ててミカヅチと距きよ離りを取り、軽くジト目で見つめながら髪を手て櫛ぐしで整える。

「それより、さっきのは、どういうことなんだ？　なんか、不自然に内側から爆発しなかったか？」

　セイ姉ぇとミカヅチがダメ押しの何かをしたようだが、それの説明を求める。

「外殻の冷却による収縮と加熱によるガスの膨ぼう張ちようで脆くなった後、溶とけて溜たまった蒸気とガスがミカヅチの攻撃で引火して内部から水蒸気爆発を起こして弾はじけた、ってところかしら」

「はぁ、凄いなぁ」

「まぁ、私とセイの鉄板コンボだな。大体、加熱と冷却で防ぼう御ぎよの硬かたいやつを倒たおす技わざだ」

　ミュウパーティーのリレイとコハクが使う風と炎を組み合わせて、威力を上げる協力技のようなものだろう。

　素す直なおに感心している一方、外殻が剝がれたことでプレイヤーたちの攻撃の手が止まり、マグマギガンテがゆっくりと溶岩湖に戻っていく。

「さて、余よ韻いんに浸ひたるのは、これくらいだ！　早さつ速そく【溶融石】を集めるぞ！」

『『『オー！』』』

　ミカヅチの掛け声と共に四つに割れた【溶融石】の塊と細かな欠片をプレイヤーたちは各おの々おの分担して集め出す。

　その結果、全部の数を集計すると、【溶融石】[image: 227]個が手に入り、副産物として様々な鉱石系アイテムを拾い集めることができた。

「うーん。一回のマグマギガンテから手に入った量が魔ま導どう炉ろ２基分かぁ。先は長いなぁ」

　集まった【溶融石】の数を見て、ミカヅチの呟きに全員が頷うなずく。

「嬢じようちゃんは、さっきと同じ作戦はできるか？」

「無理無理！　もう【隕星鋼】がないって！　元々自力で集めてタダみたいなものだけど、普通にコスパが悪いって！」

　今回は、初めての試こころみもあり隕星鋼の矢を使ったが、【溶融石】集めがあと五回続くのなら、一回毎ごとに[image: 400]万Ｇの大赤字を垂れ流すことになる。

「なら、作戦のどこかを修正しつつコストを下げないとな。例えば、総金属の投げ槍やりを作らせて、それに《エクスプロージョン》を技能付加スキル・エンチヤントするのは、どうだ？」

　クロードが先程行った作戦の一部の修正として、代案を打ち出す。

「うーん。それなら行けるかも」

「なら、もう少し色々と煮に詰つめないとな。一度、休きゆう憩けいに入るぞー！　明日も参加できる人は、連れん絡らく取り合うぞ！」

　ミカヅチの言葉に、初の採さい掘くつ作戦に疲つかれた面々が、ほっと安堵の吐息を漏らして互いに軽い挨あい拶さつをしてログアウトや転移オブジェクトのポータルを目指して動き始める。

「さて、私らも疲れたけど、ギルドホームに戻ったら、ラングレイとオトナシに協力してもらわないとな。もちろん、ユンの嬢ちゃんにも」

「全く……だから、その嬢ちゃんはやめろって。まぁ、最後まで手伝うよ」

　そうして、俺は、セイ姉ぇとミカヅチ、クロードと共に一度【ヤオヨロズ】のギルドホームに戻り、今日の経験をもとに次の採掘作戦を効率化する方法を模も索さくする。

　その際、マギさんがサプライズでどんな反応をするのか想像して、クスッと小さな笑えみを浮かべるのだった。







　　　終章　遠えん征せいの終わりとサプライズ







　最終的にマグマギガンテからの採掘作戦では、54名のプレイヤーたちが集めるのに協力し、合計[image: 1354]個の【溶融石】の入手に成功した。

　その際の作戦は、黒鉄製の投げ槍に魔ま法ほうスキルを《技能付加スキル・エンチヤント》したものを３本ほど杭くいのように打ち込み、内部爆発させる方法が取られた。

　その際、俺以外にも【付加エンチヤント】センスを取得して極きわめているプレイヤーにも協力してもらい、六属性の魔法スキルを付加エンチヤントした黒鉄製の投げ槍を内部爆発させた場合の違ちがいなどを検証した。

　その結果、衝撃系や実体を生み出すような魔法の方が効きが良く、非実態である光や闇やみ属性の魔法スキルを投げ槍を起点として発動させたとしても外殻へのダメージの拡散ではなく、ピンポイントにダメージが集中する。

　その他、隕いん星せい鋼の矢よりも黒鉄製の投げ槍の方が、深い場所まで刺ささるので、衝撃も奥深くまで浸透した結果、少ない本数で【溶融石】の層を剝はく離りできるなど、細かな違いが判明した。

　そのために、採掘作戦でのコストが減り、俺の役割も用意された黒鉄製の投げ槍に《技能付加スキル・エンチヤント》で【エクスプロージョン】をエンチャントすることが求められた。

「一本50万Ｇの黒鉄製の投げ槍を気軽に使い捨てアイテムにできるなんて」

「でもボロい商売だと思いますよ。エンチャント一本につき、10万Ｇ貰もらえるんだから」

　他の【付加エンチヤント】センス持ちと一いつ緒しよに、【ヤオヨロズ】の職人部屋に持ち込まれた投げ槍に《技能付加スキル・エンチヤント》しながら話し、納品する。

　黒鉄製の投げ槍を気軽に使い捨てアイテムにできる【ヤオヨロズ】の資本力に軽く戦慄わななきながら、必要本数をエンチャントする。

　そして、ついに遠征最終日ギリギリに、魔導炉の必要素材が集まったと連絡が入り、そのお披ひ露ろ目めについては、大規模遠征最終日の宴えん会かいの場まで秘密にされた。




　そして、遠征最終日──

「ふふっ……」

「マギさん、なんかちょっと機き嫌げんがいいですね」

「そうね、そうかも。そういうユンくんも楽しそうだけど、何かあったの？」

「それは、秘密です」

　俺は、一度クロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】で待ち合わせしてから【ヤオヨロズ】のギルドホームに向かった。

　今回は、クロードとパーティーで行動することが多かったために、マギさんとこうして顔を合わせるのは久しぶりな気がし、また魔導炉のサプライズを想像して顔に出たようだ。

「すまない。待たせた」

「ユンっち、ひさしぶり～。あとで、僕の植林場に来ない？　クロっちから貰った種が芽を出したんだよ！」

　クロードは、一度リーリーのお店に寄っていたのか、待ち合わせにはリーリーと一緒にやってくる。

　そして、リーリーのいう種とは、俺とクロードがアスレチックの隠かくされし広間で見つけた【セフィラの果実】と【ダアトの果実】を【錬れん金きん】の下位変へん換かんで種に戻したやつだろう。

「俺も【アトリエール】で植えたんだけど、まだ芽は出てないなぁ」

　俺とリーリーは、和なごやかに話し始めるが、そうだ、と何かを思い出すようにリーリーが呟つぶやく。

「ユンっち。ユンっちの弓をちょっと貸して見せて」

「うん？　いいけど？」

　リーリーに頼たのまれて俺は、【黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ】を取り出して渡わたす。

　この長弓の作り手でもあるリーリーは、何かを確かめるように弓を見つめて、そして小さく溜ため息いきを吐つく。

「やっぱり、耐たい久きゆう度が減ってるねぇ。クロっちから聞いたけど、無茶な使い方した？」

「あー、あははっ、多分だけど、総金属製の矢を使ったからだと思う」

「もう、ユンっち、ダメだよ。それを使うと弓の方が耐たえられなくなるんだから。これは一度預かるね」

「……はい」

　総金属の矢の使用には、反動による連射の困難さの他ほかにも武器自体の耐久度を下げるデメリットがあるのを知り、俺は少し気落ちする。

　大事に使っている愛用の長弓に無茶させたのが、ちょっと心苦しい。

　そんな俺をマギさんが微び苦く笑しようを浮うかべて慰なぐさめてくれる。

「まぁまぁ、ユンくん、そう気を落とさないの」

「そうだよ、ユンっち。僕も総金属の矢の使用に耐えられるようにアップグレードするよ」

　リーリーも慰めてくれる中、クロードも口を開く。

「さて、そろそろ【ヤオヨロズ】に行くか。今回の遠征の話をするならそこで聞けるだろう」

「そ、そうだな。落ち込んでも仕方がないから行こうか」

　クロードの言葉に【ヤオヨロズ】に行って、マギさんに魔導炉をプレゼントする、というサプライズを思い出し、気落ちした心が前向きになる。

「ユンくん、また楽しそうな顔しているわよ」

「えっ、そうですか!?」

　マギさんに再び指し摘てきされて、クロードからはアイコンタクトで露ろ骨こつ過ぎると睨にらまれるので、慌あわてて言い繕つくろう。

「えっと……ほら、エミリさんとかレティーアたちとは久しぶりだから、ちょっと楽しみだな、って」

「そうね。今日は、みんな来ると思うわ」

　そうして、【ヤオヨロズ】のギルドホームに辿たどり着けば、既すでに宴会が始まっているのか、飲めや歌えの騒さわがしさがある。

「おい！　料理足りねぇぞ！」「誰だれだ！　ここに【屋台ブレイカー】を呼んだのは」「ダメです、食材が足りません！」「なら、今から集めに行くぞ！」

　そして、宴会場の一角では、レティーアが使し役えきＭＯＢたちを召しよう喚かんし、目の前の宴会料理を片かたっ端ぱしから食べている。

「私、ここの子になろうと思います」

「レティー、ダメだから！　ギルド【新しん緑りよくの風かぜ】はどうするの!?　【ケモモフ同好会】との同盟関係は!?」

　レティーアの発言を聞いて引き留めようとするベルがいるが、多分レティーアは本気じゃないと思う。いや、思いたい。

「よっしゃー、追加の魚ぎよ介かい類るい持ってきたでー！　海エリア最高だな！」

「よし、捌さばけ、捌け！　刺さし身みで提供だぁ！」

　他にも勢いよく登場したのは、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクたちだ。

　以前から別ルートで海岸エリアに進出していたシチフクたちだが、今回は、王おう花か桜ざくらの樹きを越こえた【海岸進出ルート】で多くのギルドメンバーが海岸エリアに到とう達たつした。

　その結果、マンパワーによる漁ぎよ獲かく量りようが向上したと思われる。

「ほわぁぁっ……アル、見てよ！　ＯＳＯの有名プレイヤーたちが沢たく山さん！」

「ラ、ライちゃん……な、なんか、僕たち場ば違ちがいな気がしてきた」

「ほら、落ち着きなさい。あなたたちは、居ていいのよ」

　ライナとアルが端はじっこに座り、キョロキョロと挙動不ふ審しんに周囲を見回す一方、素す顔がおを見られないようにマスクをつけたエミリさんが、二人を宥なだめている。

　そんな宴会に俺たちもそっと加わる。

　そして、しばらくしてミカヅチが壇だん上じように立ち、乾かん杯ぱいの音頭を取るのを待つ。

「みんな、ゴールデンウィークの大規模遠征は、どうだっただろうか？　【ヤオヨロズ】だけではなく、多くのプレイヤーやギルドに声を掛かけて大勢が参加したことを嬉うれしく思う」

　一度言葉を句切り、全体を見み渡わたす。

「今回の遠征は、リアルの都合であまり参加できなかった者も居たが、多方面を同時に探たん索さくした結果、多くのものを発見できた。一つのパーティーやギルドでは探すのに困難な情報も上がったのは、大きな成果だと思う。そして、この場でその遠征の成果の一つを発表したい」

　そう言って、壇上に無数のアイテムが運び込まれる。

　その中には、魔ま導どう炉ろの設置に必要な汎はん用よう素材や俺が採さい掘くつを手伝った【溶よう融ゆう石】などが並ぶ。

　中には、入手方法が分からなかった【火精せい霊れいの石】や【魔導核かく】も並んでいた。

「これらの素材は、ドワーフの国でクエストを行うことで、設置可能になる魔導炉という生産設備を作ってもらうのに必要な素材だ。これを遠征期間に、有志の尽じん力りよくのお陰かげで約10基分の素材を集めることができた！」

　俺は、そっとマギさんを横目で見る。

　真しん剣けんな表情で魔導炉の設置素材を見つめるマギさんに、サプライズで贈ぞう呈ていされると知ったら、どのような反応が見られるのだろうか。

　今から楽しみである。

　そして──

「この10基分の魔導炉の素材を、ギルド【ヤオヨロズ】と【生産ギルド】──」

　そして、ミカヅチがニヤリと俺とマギさんの方に目を向ける。

「プレイヤーの個人店てん舗ぽ【オープン・セサミ】と【アトリエール】に分配して贈呈しようと思う！」

「「ええっ!?」」

　俺とマギさんが同時に声を上げて、互たがいに顔を見合わせる。

　どういうことだろう、マギさんにサプライズとして１基分の素材を贈呈する予定だったのに、何な故ぜ俺の分が含ふくまれているのか。

「えっ、どうして、マギさんにサプライズするためなのに……」

「それは私のセリフよ。クロードに提案されてユンくんを驚おどろかせようと、みんなで【火精霊の石】を集めにボス周回したのに……」

　俺とマギさんは、どういうことなのか近くにいるクロードに振ふり向き、説明を求める。

「クロード！　どういうことだ！　マギさんへのサプライズじゃないのか!?」

「そうよ！　ユンくんへのサプライズって言ったじゃない！」

「そうだな。普ふ段だん世話になっている生産職にプレゼントする話は出た。だが、それは一人とは言ってないだろ？」

「──っ！　欺だましたのか!?」

　互いに互いがサプライズで魔導炉を贈おくるために頑がん張ばっているのを、クロードはほくそ笑えんで見ていたのか。

　いや、そもそも魔導炉を贈呈する相手の話は、参加する有志のプレイヤーにも共有されるものだ。

　周囲に目を向けると、俺とマギさんに対して、微笑ほほえましげな視線を受ける。

「はははっ、中々に面おも白しろい反応が見れたな！　サプライズしようと企たくらむ二人が実は互いにサプライズしようとしていた。実に微笑ましいじゃないか！」

　クロードの言葉に、俺は、恥はずかしさや滑こつ稽けいさからの脱だつ力りよく感で顔を手で覆おおい、その場で蹲うずくまる。

　マギさんもいいように誘ゆう導どうされて乾かわいた笑みしかでない。

「魔導炉が貰もらえるって言われて、確かに嬉しいけど、もう、なんなのよ～」

「そもそも俺は、魔導炉なんて身の丈たけに合ってないように感じるんだけど……」

　俺とマギさんが互いに、何かを贈りたい、と思ってくれた気持ちは嬉しい。

　また、有志のプレイヤーから俺に魔導炉を贈ってもいいと思われていることに、驚きやら嬉しさなどの感情が後からジワジワと湧わき出す。

「ほら、二人とも何か言ってくれよ！」

「その、ありがとう！　私は、この魔導炉で絶対にいい武器作るから買いに来てよね！」

　マギさんは、宴えん会かい場にいるプレイヤーを見渡して、ウィンク一つ送る。

　次に俺も何か言うように促うながされ──

「えっと……なんで選ばれたのか分からないし、【彫ちよう金きん】センスでアクセサリーを売ったりしているわけじゃないけど、大事に使わせてもらおうと思います！」

　俺は、自分の思ったことを言葉に乗せ、一つ深々と頭を下げる。

「まぁ、渡す素材って言っても、渡した素材で【超ちよう耐たい熱ねつレンガ】を自分で作るかＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターに作ってもらう必要があるし、魔導炉の設置費用の[image: 1000]万Ｇも個人で用意してもらう。流石さすがに、全部こっちがお膳ぜん立だてしたら有り難がたみが薄うすいからな」
















　ミカヅチの発言に、俺もマギさんも微苦笑を浮かべる。

「さぁ、それじゃあ改めて大規模遠えん征せいの締しめといくか──乾杯」

『『『──乾杯！』』』

　それぞれが手近な飲み物を持ち、掲かかげる。

　そして、俺とマギさんは、そのまま流されるようにセイ姉ねぇとミカヅチの側そばに座らされる。

「ミカヅチさん！　美女独どく占せんなんてひどいっすよ！」「そうっす！　俺たちにも美少女と触ふれ合うチャンスを、ミカヅチの姐あねさん！」

　一見して格好良い系の美女であるミカヅチが俺やセイ姉ぇ、マギさんを侍はべらせているように見えるために各所にブーイングが沸わき起こる。

　俺は、男だからな！　と内心思いつつ、ミカヅチもそんな反応に騒ぐメンバーたちを煽あおる。

「これもカリスマってやつさ！　悔くやしかったら、楽しい酒飲み相手を見つけろよ！」

「全く……俺は、未成年だから酒飲み相手じゃないぞ」

　俺の呟つぶやきに、セイ姉ぇが少し曖あい昧まいに笑っている。

「だけど、もうじきセイは、二は十た歳ちになるだろ？　そしたら、お酒解禁だ」

「あー、そうだね。確かに、そろそろ誕生日か」

「えっ!?　セイさん、誕生日が近いの!?」

　マギさんが身を乗り出すように尋たずねると、セイ姉ぇが困った笑みを浮うかべて教える。

「私の誕生日は、６月29日よ。近いと言っても、もう少し先かしら」

「そうだったんですか！　じゃあ、セイさんお祝いしないといけませんよね！」

「ふふっ、マギちゃん、ありがとう」

　そう言って微笑むセイ姉ぇとはしゃぐマギさんだが、ミカヅチは、少しだけ複雑そうな顔をしている。

「どうしたんだ？」

「いや、βベータ版の頃ころはそもそも互いの誕生日とか知らなかったし、セイの誕生日ってちょうど、β版が終わった頃と正式版が始まる境だったから、祝えなかったなぁ、と思って」

　ミカヅチの中では、セイ姉ぇの誕生日は感かん慨がい深いのかもしれない。

「だから、セイの誕生日では、盛せい大だいに祝うために、宴会を開こうと思うんだ！」

「結局は、ただお酒が飲みたいだけじゃないのかよ」

　俺のツッコミに、セイ姉ぇとマギさんがクスクスと笑う。

「私だって、リアルじゃ酒ばっかり飲んでないさ。むしろ、リアルで飲んでないからここで飲むんだよ。味と香かおりと酩めい酊てい感を程ほどよく楽しめて、健康に害がないからな」

　そういうものだろうか、と思いながら俺は、首を傾かしげながら手近なジュースを飲み、この宴会を楽しむ。

　そんな中、クロードが俺たちの方に近づいてくる。

「よぉ、クロの字、楽しんでいるか？」

「まぁな。だが、それ以上に海岸エリアへの進出を考えると、楽しい気持ちになってくる」

　既に酒が入っているのか、クククッと怪あやしく笑うクロードに俺とマギさんが胡う乱ろんげな目を向ける。

「どうしたんだ、クロード？」

「いや、海岸エリアへの進出で女性プレイヤーから可愛かわいい水着の注文依い頼らいがあってな。少し楽しみなんだ」

　クロードの言葉を聞いた、プレイヤーたちが一いつ斉せいに振り返る。

　男性プレイヤーは、食い入るようにクロードとその近くにいる俺やセイ姉ぇたちの姿を見て、水着姿を想像したのか、だらしない表情を浮かべる。

　女性プレイヤーは、そんな男性陣じんのだらしない姿を冷ややかな目で見つつ、すぐに顔見知りの裁さい縫ほう師しプレイヤーに連れん絡らくを取り、水着の注文をしていた。

「あー、水着が必要か。セイは、どうする？」

「私は、新しいものを新調しようかしら」

　クロードの言葉に悩なやむミカヅチとちょっと気き恥はずかしそうに水着の新調を考えるセイ姉ぇ。

「ユンくんは、どうする？　確か【泳ぎ】センスがあるよね。水着はどんなデザインにする？」

「マ、マギさん！　お、俺は、水着着ませんよ！　恥ずかしいですよ！」

「えー、折角ユンくん可愛いんだから、可愛い水着を着た姿を見たいじゃない」

　そもそも俺は、男だから女物の可愛い水着なんて、と思い、だがなんて答えれば、マギさんが諦あきらめられるか思い付かず、手近な飲み物で渇かわく喉のどを潤うるおす。

　段々と騒さわがしくなる宴会の中で、飲み物を一気飲みした瞬しゆん間かん、気分が良くなる。

「あっ、ユンくん!?」

　マギさんの驚く声を聞きながら、傾かたむく視界をぼんやりと見つめ、記き憶おくがプッツリと途と切ぎれる。

　どうやら、間ま違ちがえてお酒を飲んでしまったようで、起きたら心配そうに見つめるセイ姉ぇとマギさんに介かい抱ほうされる終わり方を迎むかえていた。

　結果的に、俺の水着に関しては、うやむやになった。

　だが、大規模遠征の最後なのに間違えてお酒を飲んで倒たおれるなんて、締まらない終わり方に、自分でも苦笑いを浮かべてしまう。











─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉立ち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）





　アクセサリー装備容量（３／10）

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）

・園芸地輪具（１）




　予備アクセサリーの一覧

・夢む幻げんの住人（３）

・土輪夫ドワーフの鉄輪（１）






　所持ＳＰセンス・ポイント34

【長弓Ｌｖ43】【魔ま弓きゆうＬｖ28】【空の目Ｌｖ30】【看破Ｌｖ41】【俊しゆん足そくＬｖ34】【魔道Ｌｖ36】

【大地属性才能Ｌｖ20】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ14】【調薬師Ｌｖ30】【料理人Ｌｖ21】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ28】【潜せん伏ぷくＬｖ3】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【調教Ｌｖ42】【念動Ｌｖ10】【錬れん成せいＬｖ４】【彫ちよう金きんＬｖ47】

【生産職の心得Ｌｖ30】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ15】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】




　ゴールデンウィークの大規模遠征に参加した結果──


・新たな植物【セフィラの果実】と【ダアトの果実】を手に入れた。

・徘はい徊かい型ボスの【死神・グリムリーパー】と遭そう遇ぐう、そして討とう伐ばつ。

・ポータル【ドワーフの国】と【地底エリア】を登録。

・遠征最終日、サプライズで魔ま導どう炉ろの設置素材をプレゼントされる。














　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　ＯＳＯシリーズは、現在、ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん先生によるコミカライズ版が連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや可愛かわいい姿を見ることができます。

　また、弊へい著ちよに『モンスター・ファクトリー』シリーズもございますので、そちらの方もお手に取って頂けますと幸いです。




　今回の話は、ユンがグリムリーパーから逃にげ隠かくれするシーンに関してです。

　一度、やり過ごして安あん堵どした直後、相手に見つかるシーンは、ホラー映画などでは鉄板のシチュエーションだと思います。

　そんなシチュエーションを子どもの頃ころ、悪夢で見たことがあります。

　私は、とある存在から走って逃げ、行き止まりの部屋の洋式タンスの中に隠れて、その存在をやり過ごそうとしました。

　相手が部屋の前まで来て引き返し、『帰った』と小さく言葉を零こぼした直後、引き返してきた相手が振ふり返り、真っ直ぐに私の隠れているタンスを見つめてくるのです──ゴリラが。

　何な故ぜ、ゴリラに追われてたのでしょうか？　そして、今でも分かりません。

　ですが、雰ふん囲い気きといい、安堵からの驚おどろかす間合いなどは、確実にその悪夢がベースになっております。

　最近は、夢を見ることが減っているので、ぜひとも良い夢が見たいものです。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。


二〇一八　四月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：自身のラノベの商品ページに向かって『売れろ』『在庫減れ』『重版しろ』と念じております。ぜひ皆さんも書店などでお気に入りのラノベに向かって念じてください。

雑談：デビューから４年目を無事に超え、Only Sense Onlineと共に５年目の生活に突入しようとしております。これからもアロハ座長とその作品をよろしくお願いします。


















カバー・口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス










Only Sense Online 15




─オンリーセンス・オンライン─








アロハ座ざ長ちよう





[image: ]





平成30年5月19日　発行





(C)Aloha Zachou, Yukisan 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『Only Sense Online 15　―オンリーセンス・オンライン―』

平成30年5月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/gaiji-1354.png
1354





item/image/p081.jpg





item/image/gaiji-150.png
150





item/image/p163.jpg





item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg
TFONER

13 Zl‘*ﬂiééh






item/image/gaiji-1000.png
1000





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-300_g.png
300





item/image/p273.jpg





item/image/gaiji-400.png
400





item/image/logo-fan.png





item/image/p109.jpg





item/image/p229.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ゴールデンウィークと大規模遠征



		序章　大型連休とルート選択



		一章　地下回廊とアスレチック



		二章　セフィロトの樹と隠されし広間



		三章　隠者と死神



		四章　ドワーフの国と蒸留酒



		五章　魔導炉とアクセサリー再び



		六章　地底エリアと溶融石



		終章　遠征の終わりとサプライズ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p259.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
i / / /&=
\ [ SHTFmiksduchi





item/image/toc-001.jpg
Only Sense Online
d—IV 7Y I1—JE K RABRIE

FE» kﬂi&{*t)b—b%ﬁxxxxxmxﬂ/ p007
—E» i‘H!'F,IPEI“ﬁ%tT'Zba'-‘y7/////////// p022
=% » &7 ONOBEBERLIR -~ 062
=E» %gtﬂ’.w 2100000000010222200002222 IO

W& » K7 —7 QEEITREE /7rrrrr0rrr0 P50
RS BEFLT LY Y—BO s plB6
RE» t’d!lEI'}7&%%6////////////// p224

RE S BIEDBDONEY T AR 110022027 p263

BDEDNE £//0777727000700777227007777777277777 p28]






item/image/gaiji-500.png
)0





item/image/gaiji-300.png
300





item/image/p006.jpg
BRENTBRE[B]E2RATLESLMOET LA
Y- RBVAEERELT, FMEEPTATLEED
AR ICROERD—

M TEEBOVOEVELTTLAY—-5DFTEH L
REBBA 1 DBENBREELTT /N1 2%<NB

Sei

ADYT V. BERDPSTLALTWBRIEIFTAD
BEEV KBEZEICERY. HOWIERDEEE
FELZhd

—
FihEET, by TEEROVEY My THEEBOVENT, —ik
TR DEHEDEE, DATHER BPBLEEDF
J%"’?#W’J’U’;"»Eﬁﬁ HWOEHBIZZLDTLAY—

HO-R-SJ-ZEERITINS POAREEDHS





item/image/gaiji-100.png
100





item/image/kuchie-002.jpg
\ - - y IE7
7n—|‘Cloude 5
\ N

A0k

ok Mop - N4
o&i?"ﬁﬁ\NT\Uﬂif‘fﬂ Al \&\

dY vun \/
[PRUT—IV] 22T BEEK,

[FAIOX] EBOAFEARIEICE L,
HWFRARBMEEEEDH D

N . Aai{/*





item/image/kuchie-003.jpg
FPALFIIRT—S HTFRADS[F7-7OE] AEHLRT—T0
5 10EDBEEE22BOS Y Ya e &oTHEENS,
FICRIICEST hDIBEAERESA,
BRATFINT1—E%T3,

2]






item/image/p004.jpg
g 2

Sl

. A\MH -

|

Sre o pa”

N

(iR )

On|y Sense Online Area Map






item/image/gaiji-227.png
227





